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プロローグ　ママと熱湯







　回る、回る。世界は回る。痺しびれて回る。ぐるぐるしてる。

　意識が朦もう朧ろうとする。呼吸も浅い。身体からだを動かそうとしても、思った通りにいかない。

　それでもなんとか腕を伸ばすと、頭から足までが柔らかい布でスッポリと包まれているのがわかった。

　なんだこりゃ、どういうことだ。

　身をよじって体勢を変えると、ほんの少しだが視界が広がる。

　見えたのは鉄格子のように組まれた木枠で、彼は自分が檻おりの中にいるのだと思った。

　今度は上を向く。天井は存在しない。いや、たぶんあれが天井なのだろう。あるにはあるのだが、冗談かと思うほど遥はるか遠くに見えている。あまりにも遠すぎて「天井なのです、キッパリ」と断言する自信はない。

　彼方かなたに見える天井には、シャンデリアのように光り輝く物体が吊つり下げられている。あれはなんだろう。ゆっくりと回転している。あれは、あれは……。

　なんだっけ？　確か以前にも、あれと同じものを、同じ視線で見たことがある。

　その物体はゆっくりと回転しながら、小さなメロディを彼のもとへと降らせた。カラフルな積み木を重ねた時のような、ポコポコとした軽い音。ゼリーでできたプールを泳ぐみたいに、妙な感覚の中で、彼は深い混乱に陥っていた。

「はい、ゴハンの時間でちゅよーっ」

　地鳴りと共に大きな音がして、突然目の前が真っ暗になった。雲が太陽の光を遮さえぎるように、なにかが影を作ったのだ。よく見れば、それは巨大な少女の顔であった。

　さらに言えば、彼女は天使のテンコであった。しかし、いつもの彼女とスケールが違う。普段のテンコは、自分よりも少し背が低いはずであるが、今はその何十倍もある巨大な姿をしているのだ。

　大きな瞳ひとみをウルウルと潤うるませながら、彼女はタオルに包くるんだなにかを差し出した。

　プックリと膨らんだゴム製の突起物が先端についており、下にはガラスのボトルがはめこまれている。その中に真っ白い液体がタポンタポンとたっぷり入っているのが、タオルの隙すき間まから見えた。

　どこからどう見ても………………哺ほ乳にゆう瓶びんだ。

　そう、赤ちゃんがミルクを飲む時の、例の瓶である。なぜテンコは、哺乳瓶を自分に向けて差し出しているのだろう。

　彼女の顔を見ていると、記憶が少しずつ戻ってくるのがわかった。それと同時に、哺ほ乳にゆう瓶びんを差し出されるという状況に不満を感じる。

　彼は笑えない冗談を跳ねのけるようにして言った。

　テンコ、なにしてんだよ。俺おれは高校生だぜ？　どうして哺乳瓶なんか突き出されなくちゃいけないんだ。冗談にしても趣味が悪すぎる。全然笑えないね。ほら、さっさとそれをどかしてくれよ。

　確かにそう言ったつもりだった。はっきりと抗議の言葉を述べたつもりであった。

　だが、実際に彼の口から出たのは、以下のような言葉だったのである。

「はぷはぷはぽう、まむむむぅ～。んぅー、だはっ。んまんま、ぴぴー。ぷるー。んんにゃにゃ、はーだーはーだー、ぽっ」

　完全に赤ちゃんだった。誰だれがどう聞いても赤ちゃんだった。最後の「はーだーはーだー」の部分は、どこに出しても恥ずかしくないぐらいの立派な赤ちゃん言葉である。

　なんだ今のは、と彼は慌あわてた。自分の口が自分のものではないようだ。ここで佐さ間ま太た郎ろうは、初めて自分の置かれている立場に気づいた。

　あれ。もしかして、これって、ベビーベッド？

　檻おりのようだと思っていたのは、ベッドの木枠だったのだ。自分を包くるむのは、柔らかな毛布。待て、ちょっと待ってくれ。どうしてベビーベッドなんかに？　なんだこれ、どういうことだ!?

　佐間太郎が混乱するよりも早く、テンコは「ンマー!!」と叫さけびながら哺乳瓶をブンバカ振り出した。

「か、か、かわえー!!　赤ちゃん、かわええでちゅーねー!!」

　哺乳瓶を胸の前で抱え、「んにゃー！　かわいい！　んにゃー！　キュート！」と言いながら体をユラユラと波打たせている。よほど興奮しているのか、頭からは「プシュポ、プシュポ、プシュポ」と連続して蒸気があがっていた。小さな佐間太郎から見ると、それは火山の噴火のようであった。天井に向かって巨大な白い輪が浮かび上がる光景は、なかなか迫力がある。

「んんぱー！　あだっ！　あだっ！（ちょっと待て、テンコ！　なんだこれはっ!?）」

「どうちたんでちゅか？　お腹ちゅいたの？　んぱ？　こはんてちゅか？　こはん？」

「こはぁ、こはぁー！　だぁ～ぴゅ（こはんてなんだ！　濁点を入れろ、濁点を！）」

「ちょっかー、もちかちて、ママのおっぱいが欲しいんでちゅか？　おっぱい？」

「うっ（うっ）」

　思わぬ単語の出現に、うろたえる佐間太郎。テンコは「はにゃ？」と首をかしげながらも、ゆっくりと彼を抱き上げる。いとも簡単にベッドから持ち上げられてしまう自分に、佐間太郎は戸惑った。やっぱりこれって、自分が小さくなったということなのだろうか。

　でも、そんなバカなことって。小さくなったって、なんじゃそりゃ!?

「なんだ、抱っこして欲しかったんでちゅね……」

　毛布に包くるまれた佐さ間ま太た郎ろうは、テンコに抱かれた。完全に抱かれた。柔らかくて、温かくて、甘い香りがする。普段なら意識しない彼女の胸の膨らみも、自分が小さくなると、ずいぶんと大きく感じるものだ。……普段から意識してないこともないが。

「あはは。大人しくなっちゃったね」

　目を細めて、テンコは優しげに笑う。佐間太郎は彼女に抱かれながら、色々なことを考えた。どうして自分は小さくなってしまったんだろうか。どしてテンコが自分の面倒を見ているのだろうか。そういえばテンコってば、前にもこんなふうにして赤ん坊を育てていたことがあったっけな。でもこいつは覚えてないんだっけ。だとすると、初めての赤ん坊か。胸がフニフニだな。でもどうして俺おれはこんな姿に。フニフニ。早く元の姿に。フニフニ。ああっ、頭の中がフニフニでフニいっフニフニぱいフニフニに!!

「じゃあ、おっぱいでちゅよ」

「え!?（えっ!?）」

「んぅ～？　なんでビックリしてるの、さっきごはんって言ったでしょ？」

　彼女は哺ほ乳にゆう瓶びんを取り出し、そっと差し出す。なんだ、おっぱいってそういうことか。そりゃそうだよな、うんうん。まさかその、こう、テンコが服を脱いでどうのこうのなんて、そんなわけないよな。うんうん。

「はい、ミルク」

　熱湯だった。

「ばひいいいいいん!!（あぢぃいいぃいぃぃ!!）」

「ああああ、ご、ごめんね、あちかったけ!?　もうちょっと冷ませばよかったけ？」

　テンコはベッドに佐間太郎を寝かせると、慌あわてて彼の口元をタオルで拭ふいた。ミルクは、お前これ絶対にわざとやってるだろ、というぐらいの高温であった。沸ふつ騰とうしてすぐに哺乳瓶の中に入れたのだろう。なんということをしてくれるのだ。

「んあぁ、びん、ぶえ、ぶえ……（熱いじゃねえか！　ミルクは人肌が基本だろ!!）」

　必死で怒鳴っているつもりなのだが、声に力が入らず、泣いているようになってしまう。テンコは「あぅ、ごめんてば。ごめんねっ、ごめんよぉ」と言いながら何度もタオルで口元を拭いた。

「んもー、泣き止やんでよぉ。ミルク拭いたでしょ？　機嫌直してくだちゃいっ」

「ばび、ばびばび（熱湯を口に突っ込まれて、すぐ機嫌直るか!!）」

「泣きっぱなしでもぅ……。あ、あれ？　はっはーん、さては……そっかそっか」

　キシシシ、と笑いながらテンコが視界から消えた。なんだか嫌な予感がする。

「これか！　これだったのね!!」

　そう言って取り出したのは、真新しい紙オムツであった。

「がががががががびー！（違う！　それじゃない！）」

「あら、喜んじゃって、んもう、かわいいっ！」

「ぼー！　ぼえー！　ぼぼえー！（喜んでねえし！）」

　佐さ間ま太た郎ろうの悲痛な叫さけびは届かなかったようだ。彼女は鼻歌まじりで、パッパッと彼の着ているベビー服を脱がせはじめる。

「ふんふ～ん♪　すぐ済むからねーっ」

　やめてくれ、おねがいだから、やめてくれ。

　五・七・五で拒絶する佐間太郎であったが、なにせ赤ちゃんである。必死の抵抗もむなしく、彼の下半身はあっという間に生まれたままの姿になってしまった。テンコは、彼の顔と、彼の生まれたままの部分を交互に見ながら言う。

「あれ？　うんちじゃなかったの？　きれいなままだね」

「……（……）」

　なにも言えない。テンコよ。そこは涙の危険地帯だ。見てはいかんのだよ。ましてや、顔と交互にそこを見てはいかんのだよ。

「なんだよー、もうっ。オムツを替える必要なかったんでちゅね」

　そう言って彼女は、彼のお尻しりをポンッと叩たたいた。はうっ。そ、そんなことまで……。

　大切なものを一瞬で奪われてしまったような気がして、佐間太郎は全身から力が抜けてしまう。

　ゴロンと首を横にうなだれると、ドアの隙すき間まから、誰だれかが中を覗のぞいているのが見えた。

「…………」

　無言で立ち尽くしていたのは、小学五年生のメメである。彼の妹だ。

「あれ、メメちゃん？　どうしたの？　赤ちゃん見たいの？」

「……うん。赤ちゃん見たい」

「じゃあおいでっ」

　テンコよ、なぜ呼ぶ！　今はその、危険地帯が無防備でありますから、その、せめてオムツをちゃんとはかせてから、呼んでくれればいいものを。

「行くっ」

　きた。メメはトトトトと走ってくると、下半身を丸出しにした佐間太郎をジッと見る。

「ばぶぅばぶ……（見られてる。俺おれ、小学生の妹に見られてる……）」

　なんとも言えない複雑な気持ちである。この気持ちがきみにわかるだろうか。いや、わからないだろう。わかってたまるか。小五の少女にジックリと股こ間かんを観察されているのだ。パン工場を見学する子供たちだって、こんなに凝視はするまい。

「かわいいね」

　メメはそう言って、ニヤッと笑った。

　ああ！　なんか、こう、もうどうにでもしてくれ！　かわいいって、その、なんていうか、どういう意味だそれは!!　ちくしょう!!

「それ、やってみたい。オムツ」

　小学生ならではのチャレンジ精神により、メメがオムツをはかせることになった。

　佐さ間ま太た郎ろうはえぐえぐと泣きながら、小五の少女に世話をされたのである。








第一章　大冬眠大破壊大日常大変身







　神かみ山やま佐さ間ま太た郎ろうは、神様の息子である。




　世界中の人々が年末を迎えるように、神様の息子である彼にも十二月はやってくる。ごく平凡な高校生として世田谷せたがや区に住む佐間太郎は、ちょっとコンビニで買い物してきてちょーだいナと天使のテンコに頼まれ、冬の街を歩いていた。

　本来ならば神山家の家事全般はテンコの仕事である。買い物だって彼女の担当だ。しかし十二月はなにかと忙しいようで、「そこまで手が回らないのよこんちくしょー」などと言いながら家の中を走り回っていた。具体的になにが忙しいのかよくわからないけれど、エプロンで手を拭ふきながら家事をこなしているテンコを見ていると、むげに断るわけにもいかない。

「じゃあこれ、はい」

　出掛けに、彼女は佐間太郎に五十円を渡した。

「なにこれ？　さっき財さい布ふ借りたじゃん。あれから払えばいいんだろ？」

「これは、お・だ・ち・ん」

　にっこりと笑って、神様の息子に小銭を一枚差し出す天使。佐間太郎は、無言でその手をベチッと払うと「え!?　なぜ!?　驚きよう・愕がく！」という顔をしているテンコに向かって言った。

「小学生じゃないんだから、五十円なんていらねぇ」

「な、なに言ってんのよ！　これ、穴あいてんのよ!?　穴のあいたお金よ!?　他ほかのお金は穴とか空いてないのよ!?　せっかくあげるって言ってるんだから、素直に受け取ってよね！」

「今どき五十円じゃなにも買えないんじゃねえのか？」

「買えるでしょ！　なにからなにまで買えるでしょ！　んもう！　お金を粗末にすると、バチが当たるよ、バチがっ！　えいっ！」

　テンコは人差し指に五十円玉を乗せると、それを佐間太郎のオデコに猛烈な力で押しつけた。

「いだだだだだだだだだ!!　なにすんだ！　離せよ！」

「しっ、静かに！　……どりゅりゅるるゆりゅるりゅりゅりゅ」

　口くちドラムロールである。ドラムロールとは、マジシャンが大掛かりな手品をしたり、歌番組で新人賞が発表されたりする時に鳴る、例の小太鼓の連打のことだ。口くちドラムロールとは、それを口でやることなのだ。テンコは口で「どりゅるるるるるるる」と言いながら、ゆっくりと人差し指をオデコから離した。

「じゃーん!!」

　すると、なんということであろう！　佐さ間ま太た郎ろうのオデコに、五十円玉がピタリとくっついたではないか！　これこそが神の奇跡であろうか、あるいは天使の魔法なのか。

「ふふふっ。いくら動いても落ちません！」

　得意げに胸を張るテンコ。佐間太郎は、首をちょっとだけ動かす。

　チャリン。

　落ちた。

「……落ちたけど？」

「え？（なぜか笑顔）」

「いやだから、落ちたけど？」

「はい？（反論を許さぬ笑顔）」

「…………」

「………………（無言で笑顔）」

「いってきます」

「いってらっしゃーい！　車とダンプに気をつけてねー！（最高の笑顔）」

　なにを言っても無駄だと悟った佐間太郎は、さっさと買い物に行くことにした。にこにこと笑いながら手を振っているテンコを背に、彼はコンビニへと向かう。玄関を出る時に、チラッと視界に入った天井のコタツも彼を脱力させた。

　首に巻いた手編みのマフラーに鼻をこすりつけ、毛糸のあたたかさを味わう。いつ雪が降ってもおかしくないと天気予報が繰り返す度に、彼は憂ゆう鬱うつな気分になった。

　このまま寒い日が続くと、神かみ山やま家の玄関は訪問者を受け入れられないままになってしまう。なぜなら、彼の母親であり、女神である神山ビーナスは、あまりの寒さに冬眠に入ってしまったのである。

　さて、読者のみなさまには誤解をしないで頂きたい。女神は普通、冬眠はしない。しかし、神山ビーナスこと通称ママさんは、する。冬眠を、する。

　まず彼女は、冬になるなりコタツに入ったきりの状態になってしまった。それでも最初はコタツを背負ってカタツムリや亀かめのように移動し、たまに顔を出して「ごはんーごはんー」と言うなど人間らしい一面も見せていた。しかし、次第に顔を出す機会も減り、いつの間にか玄関の天井にコタツ姿のまま逆さまになって張りついていたのであった。

　モノゴッツイ大きさの火災報知器というか、ニンニンいう例の忍者が寝る時のあれというか、ともかく気がついた時にはみの虫のような状態になっていたのである。

　心配になったテンコは高枝切りバサミの鋭い方でツンツンと突いてみたが、なんの反応もなかった。「ママさーん、ママさーん」と呼んでも返事はない。結局、神かみ山やま家は「いてもいなくても同じだし、まあ放っといてもなんとかなるね」という結論を出した。その結果、「ママさんは放置」に決定したのである。

　佐さ間ま太た郎ろうは、どうすれば天井にコタツが張りつくのだろうという謎なぞを考えながら、角を曲がる。北風が肌をなでると、ブルブルッと体が震え上がった。

　それにしても、ここのところの寒さはおかしいのではないだろうか。去年はこんなに寒いと感じた覚えはない。そもそも、寒いとか暑いとか、気候に対して彼は鈍感だったはずだ。それが、なぜか今年の冬の寒さは体の芯しんまで染み込んでくる。

「うぅ、鼻水でる……」

　白い息を蒸気機関車のように吐きながら歩く彼を、背後から誰だれかの声が呼び止めた。

「ふふふ。話は聞かしてもらいました」

　なにか話しただろうか。まあいいや、とりあえず無視だ。

　返事をせずに歩くと、微かすかな金属音を立てながら、声が近寄ってくる。

「待ってくだされ。そう急ぐことはありませんから、ちょっとお話だけでも」

「うるさい」

「冷たいですな。虫の居所でも悪いのですかな」

「黙れ」

　さらに無視して歩いていると、声の主は佐間太郎をいつの間にか追い越し、目の前に姿を現した。

「スグル参上！　ドーン！」

　そう言ったのは、空中にフワフワと浮くブタの貯金箱だった。横腹の部分には白い羽が生えており、彼はそれを使って器用に飛んでいる。

「お前、最近、よくうちの家にいるよな……」

「はい。おります。暇ひまなもんで」

　お腹の中の小銭をチャリチャリと言わせながら、スグルは佐間太郎の顔の前に浮かぶ。

「暇って……。大天使なんだろ？　いいのかよ、仕事あるんじゃないの？」

　そう、ただの空飛ぶ貯金箱だと思いきや、スグルの正体は大天使なのである。人間界にさりげなく潜入するために、今はこうしてブタの貯金箱の姿をしているが、天国に帰ればそれはもう、すごくいい感じに本来の姿に戻るのだ。と。思う。たぶん。ハンサムとか。

「と、ところで佐間太郎さま。さきほど玄関で、テンコに、こ、小銭をっ……」

　そう言いながらスグルは、徐々に前傾姿勢になってくる。どうやら、五十円玉の一件を見ていたようだ。前転をするようにしてゆっくり頭を下げると、背中の部分が佐間太郎に見えてくる。となると、背中に空いた穴が強調されるわけで、「その小銭、貯金してくれませんかな」というアピールになるのだ。

「さ、佐さ間ま太た郎ろうさま。スグルの穴に、その小銭をば……」

「をばじゃねえし。そんなアピールされると、入れたくなくなるよな……」

「そ、そんな、殺せつ生しような!?　さきほどは、いらないと言っていたではありませんか！　だったらスグルに、このブタの穴っぽこにガッツリと小銭を入れてくだされい!!」

　そう言いながら、すでにスグルの頭は完全に地面を向いていた。つまり、佐間太郎の方に背中を向けて、さあ、今すぐ入れろ！　入れてくれろ!!　と、かなりアクロバティックな体勢をとっているのである。しかも、なぜかプルプルと小刻みに震えている。興奮しているのだろうか、小銭に。

「さあ！　さあ！　さあ!!」

　彼はそう言いながら、ちょっとずつ佐間太郎の方に近寄ってくる。プルプルと震えながら近づいてくるブタの貯金箱は、近くにくればくるほど不ふ愉ゆ快かいであった。よく見ると変な汗をかいている。

「さあ！　さあ！　さあさあさあ!!」

　どんどん佐間太郎に近づいてきたスグルは、最終的には彼の顔面にペトリとくっつくと、そのままグイグイと穴を押しつけ「さあ！　さあ！　いざ！　さあ！」と繰り返した。こうなると不愉快を通り越して、笑いがこみ上げてくる。といいのだが、全然笑えない。

「さあ！　佐間太郎さま！　この穴へ！　その銭をば！」

「うるせえ!!」

　あまりのうっとうしさに、佐間太郎は手でスグルを勢いよく払った。

「あうっ！」

　軽く払ったつもりが、思ったよりも力が入ってしまったようで、スグルはクルクルクルと空中を回転しながら、小気味よく電柱に向かって飛んでいった。

　ゴン、パリーン。

　割れた。

「あ」

　さっきまでブタの貯金箱の形をしていたスグルは、今では何片かの破片となって地面の上に散らばっている。

「あれ？　あれ？　あの……佐間太郎さま、私、もしかして、割れました？」

　どこからどう声を出しているのかわからないが、破片からスグルの声がした。さすがにこれはマズイと思い、佐間太郎はシラを切ることにする。

「……いや、割れてないんじゃないかな」

「割れてますよね？　あきらかに割れてますよね？　小銭、出てますよね？」

「出てない出てない。あー、ちょっとだけ出てるような気もしないでもないけど」

「ちょっと？　ちょっとじゃないですよね。散らばってますよね。なんか、スカッとするぐらい道路に散らばってますよね？　だって私から見えますもん、小銭が。お腹の中に入ってたら、私から見えませんもん。小銭は」

「いや、でもほら、出てるか出てないかで言ったら……出てる、ってぐらいだよ？」

「出てるか、めちゃめちゃ出てるかで言うと？」

「めちゃめちゃ出てる」

「ひーん!!　ブヒッブヒッヒイイーン!!　割れたー！　割れたー!!」

「わ───！　あ、ごめん、ごめんて!!」

「いくら佐さ間ま太た郎ろうさまでも、スグルを割るなんて！　酷ひどいです!!」

「わざとじゃないんだってば!!」

　ザシュッ。

　突如として響く足音。佐間太郎は咄とつ嗟さに振り返る。

「ゴミを散らかしちゃいけないぜ。ぼうや」

　カンちゃんだった。寿す司し屋のカンちゃんである。彼は「年末大掃除隊」というタスキを肩からかけ、両手にそれぞれホウキとチリトリを持っていた。

「あ、カンちゃん、ここに散らばってるのはゴミじゃ」

「いいから黙ってな。フ。いくぜ!!」

　サササササササササササ（あっという間に清掃完了）。

「じゃあな、ぼうず。街は、キレイにな」

　そう言うとカンちゃんは、さっさとどこかへ行ってしまった。

　佐間太郎は、これ、やっぱりヤバいよな。あきらかにスグル、掃かれてたもんな、チリトリでちりとられてたもんな、あのままどうなるんだろうな、うーん、焼しよう却きやく？　などと色々考えた。が、最終的に大事なことを思い出す。

「そうだ、コンビニ行かなくちゃっ」

　タッタッタッ。軽やかな足音を立てながら、さっきのことは見なかったことにしようと、とりあえず心に誓ちかうのであった。




「あ、神かみ山やまくんっ」

　コンビニの自動ドアが開くと、神山家の同居人である久く美み子こがレジで支払いをしているところだった。彼女の隣には、オーバーサイズのダッフルコートに埋もれるようにしてメメが立っている。メメは佐間太郎の妹であり、将来の女神候補だ。小学五年生のくせに、妙に落ち着いているのが特徴である。

「よぉメメ。久美子さんになにか買ってもらったのか？」

「うん」

「なに買ってもらったんだ？」

「たこわさ」

　というような具合である。小学生なら、お菓子などをねだってもらいたいものだが。

　ちなみにたこわさとは、お酒のつまみとして居酒屋で大人気の、たことわさびを混ぜたものである。たことわさびを混ぜたから「たこわさ」。直球。

「ビーナスさんが冬眠してるから、テンコさん慌あわてちゃってるみたいで。だから私もお買い物を頼まれたんです」

　久く美み子こは店員から袋を受け取り、さらに続ける。

「そしたらメメちゃんが、絶対一緒に行きたいって言うから」

　一緒に行きたいって。こんな寒い日に、わざわざでかけてまで欲しかったのか、たこわさを。

「それにしても神かみ山やまくんがコンビニなんて珍しいですね。どうしたんですか？」

　薄手のダウンジャケットを羽は織おった久美子は、メメの手を引きながら言った。彼は手短に、テンコに買い物を頼まれたことを説明する。

「あはは。じゃあ、私と一緒ですね。神山くんも、五百円あげるから、お買い物してきてって頼まれたんですよね？」

　五百円……。あの女、みくびりやがって。

「どうしたの、神山くん？」

「え!?　いや、なんでもない。ただその、五十円が、穴が空いてるからって」

　テンコにおだちんの落差をつけられたことよりも、粉々になったスグルのことを思い出してドキッとする佐さ間ま太た郎ろうであった。

「神山くんは、なにを頼まれたのですかっ？」

「え？　あ、確か財さい布ふの中に紙が……」

　そういえばなにを買うか聞いていなかった。彼は財布から紙を取り出すと、テンコの書いた文字を声に出して読んだ。

「わっぺん」

　以上。それだけ。隣で久美子が、ははは、と苦笑いをしている。

「ワッペン……だけじゃ……わかんないですよね」

「つーか、ワッペンなんてコンビニにあるのか？　そもそも、本当にワッペンが今すぐ必要なのか!?」

　きっとテンコも慌てていたのだろう。これは一度家に戻って、きちんとなにが必要なのか聞かなければなるまい。

「お兄ちゃん、久美子お姉ちゃん」

　コンビニから出ようとしている二人を、メメが呼び止めた。彼女の手には、増えるワカメの袋が握られている。

「メメちゃん、それ、が、どうしたの？」

　久く美み子こがしゃがみ込んで聞くと、彼女は「たぶんこれ」とだけ答えた。佐さ間ま太た郎ろうと久美子は顔を見合わす。たぶんこれ、とはどういう意味なのだろうか？

「メメ、俺おれには意味がわかんないんだけど」

　もしかして、「わっぺん」と「増えるワカメ」を間違えたとでも言うのだろうか。せめて「はんぺん」ぐらいならわかるのだが。だいぶ譲って「増えるはんぺん」ぐらいまでだろうか。しかし、はんぺんは増えない。

「いいから、これ買っておいて」

「え？　あ、う、うん」

　佐間太郎は言われるままに、増えるワカメを買うのであった。

　ありがとうございました。




　帰り道、寿す司し屋のカンちゃんが三人を見つけて声をかけてきた。

「おっ、なんだか新婚さんみたいだね、そうやって並んでると」

　彼にとっては、佐間太郎がお父さん、久美子がお母さん、そしてメメが子供なのだそうだ。年齢的に二人がメメの親というのはおかしいが、それだけ仲が良さそうで幸せそうに見えるということなのだろう。

　カンちゃんに言われ、久美子は頰ほおをポッと染めた。そして、窺うかがうようにして佐間太郎を見上げる。

「新婚さんだって……」

「う、うん」

　久美子は、そっと佐間太郎の手を握り、ほんの少しだけ彼に寄り添う。

「もし将来神様になったら、誰だれと結婚するんですか？」

「え？　あ、うーん。オヤジの結婚相手、つまりオフクロは女神だよなぁ。ってことは、俺も女神と結婚すんのかな」

　今まであまり考えていないことだった。あるいは、わざと考えないようにしてきたのかもしれない。自分が神様となった時に、誰と結ばれるのだろうか。女神の美み佐さ、メメ。でも姉と妹じゃないか。それってマズイんじゃないのだろうか。だとすると天使の……。

「神かみ山やまくんのばか」

「えっ？」

　今まですぐ隣にいた久美子は、急に彼の前に回りこんだ。少し腰を屈かがめて、頰を膨らませる。そして上うわ目め遣づかい。

「テンコさんのこと考えてましたよね？　今」

「か、考えてないって！」

「考えてました。私にはわかるんです。だってほら、顔に」

　久く美み子こは佐さ間ま太た郎ろうの頰ほおに指先をつける。

「書いてありますよ。顔に」

「な。なんて書いてあるの……」

「それは秘密ですっ」

　そういうと彼女は「よしメメちゃん、競争だっ」と言って、メメと一緒に先に家に帰ってしまった。一人取り残された佐間太郎は、久美子が触れた場所が陽ひだまりみたいに暖かくなっていることにドキドキした。それはもう、胸が詰まったとか、心が揺れた、とかじゃない。

　純粋に、ドキドキした。女の子を、感じた。

「ぶーぶひーぶーぶー」

　ドキドキしている彼に、妙な音が聞こえてくる。それは、道路のすみにあるゴミ捨て場からであった。あきらかに、とあるゴミ袋から、ぶひーぶひーと声が聞こえてくるのだ。

　これはあれか。例の貯金箱なのか。そう思うまもなく、ゴミ収集車がプップクプーとやってきて、ゴミ捨て場にある袋を全部回収して、パッパカパーと走り去って行った。

　久美子に頰を触れられた時よりも、だいーぶドキドキした。純粋に思った。どうしよう。とりあえず、なかったことにして帰ったけど。

　家に帰ると、玄関のドアを開けた途端に姉の美み佐さが下着姿で牛乳を飲んでいる姿が目に飛び込んできた。さっき誰だれと結婚するのだろうと思った時に、彼女のことも少し考えたので、その直後の下着姿は妙に視線を逸そらしたくなる。

「サムイー!!　あんた、寒いからドア閉めなさいよね」

「さ、寒いなら服着ればいいじゃねえかよ」

「にゃに、もしかして下着だと困っちゃう？」

　美佐はそういうと、パックの牛乳を片手に、にじり寄ってくる。

「な、なんだよ……」

　彼女のプロポーションは、出るとこは出ていて、引っ込んでいるところは引っ込んでいるという、つまりその、かなりグッとくるモデル体型である。今日は紫色の薄手のキャミソールを着ていて、その裾すそは太ももの上辺りでユラユラと揺れていた。こうして見ると、パンツはいてんだかはいてないんだかすらもわからない。いや、はいていないはずはない。きっとはいているだろう。が、少なくともブラジャーはつけていないのだ。少なくともですよ！　少なくともでブラジャーなしですよ！

「もうすぐ学校終わりよね、佐間太郎ちゃんっ」

　妙な猫なで声ごえを出しつつ、彼の首元に両腕を絡める。恋人がするような親密な行為に、さすがに姉とはいえ冷静ではいられない。

　そもそも、美み佐さはズッコイのだ。彼女は将来の女神候補であるため、人間ではない。肌は白く透き通り、髪の毛はとめどなく溢あふれる泉のように軽やかに揺れる。そんな人間離れした身体からだを密着させてくるのだから、からかっているとしか思えない。美佐は佐さ間ま太た郎ろうののどぼとけを指先でくすぐり、クスッと耳元で笑った。

「あら、ずいぶん大人になったのね」

「なんでだよ」

「昔はのどぼとけなんてあった？　声変わりしたの、いつだったっけ？」

　そう言われて、彼は自分の声変わりのことを思い出した。確か、中学生の頃ころにクラスメイトの声が低くなったのに戸惑いを感じ、父親である神様のパパさんに「声変えて」と言って「はいよっ」と変えてもらったのだ。その時にのどに違和感を覚え、触ってみたら以前より少しだけ出っ張っていた。

「大人になったなら、キメるとこキメないといけないんじゃないの？」

　耳元に熱い吐息がかかる。すぐ近くで呼吸しているのがわかった。

「キメるって、なにをだよ」

　ついに、美佐と彼の頰ほおがピトリとくっついた。そのままの姿勢で彼女は、牛乳をひとくち口にふくむ。コクン、とのどが鳴り、白い液体が唇の隙すき間まに滲にじんだ。












「なにって……決まってるでしょ？」

「わ、わかんないけど……」

　前髪をかきあげ、ニコッと笑い、もう一度牛乳を口の中にふくむ。

　そして……。

「わがねんなーじゃのボええああふただばだぼんっばー!!」

　口から牛乳を撒まき散らしながら、彼女はそのまま彼を怒鳴りつけた。もちろん佐さ間ま太た郎ろうの顔は牛の乳汁だらけである。彼は驚きのあまり、そのまま床に尻しり餅もちをついた。

「くせー!!　なにすんだ、こら！」

「なにすんだじゃねえだろがボケ太郎！　あんたはもう、本当にいつになっても！　うしのちちぢるまみれになってしまえ！」

　口から白い液体をダラダラと垂らしながら叫さけぶ彼女に、もうさっきまでのお色気は欠片かけらもない。よく見れば、鼻からも出てるし。

「なってしまえって、もうなってるし！」

　玄関ホールに倒れ込む弟を見て、美み佐さは真面目まじめな調子で言う。

「テンコと久く美み子こ。男ならどっちかに決めなさい。あんた、何様？」

「神様だけど……」

「まだ神様見習いでしょうが。二人がなんとも思ってないわけないだろがっ。どう考えても我慢してんのよ。ハッキリと答えを出しなさい。ちちぢるやろう」

「ちちぢるは姉ちゃんがかけたんだろ……」

「言い訳は聞きたくないっ！　メメ！　ぞーきん！　ばけつー!!」

　美佐はそう言うと、ガニ股またで階段をのぼって自室へと去って行った。佐間太郎だけではなく、彼女だって牛乳まみれなのだが、あのままで平気なのだろうか。

「あ。白い」

　ぞうきんとバケツを持ってきたメメは、牛乳まみれの玄関と佐間太郎を見てそう呟つぶやくと、洋服の袖そでをめくり床をせっせと拭ふき出した。

「テンコと久美子さん、か……」

　佐間太郎は、誰だれに言うでもなく呟く。確かに美佐の言う通り、彼は今まで二人の少女とモニャリリな関係を続けてきたのだ。モニャリリとは、なんかこう、ハッキリしないわねあんた！という時に使う言葉である。今、考えた。

　メメは床をきれいに拭き、佐間太郎の周辺を拭き、彼のズボンを拭き、シャツを拭き、顔を拭き、目をゴシゴシと拭いた。全部一枚のぞうきんで。流れ作業で。

「メメ。拭いてくれてありがとう。でも、床と俺おれを拭くのは違うぞうきんにしないか？」

　ささやかな提案を彼がすると、メメは「うんっ」と頷うなずき、大きなバケツを両手で持ってフラフラしながら外へ出て行った。庭にある水道でぞうきんを洗うのだろう。

　メメ。素直ないい子。だけれど、その優しさのおかげで佐さ間ま太た郎ろうは臭くなった。

　どうにもこうにも臭いので、ひとまず彼はシャワーを浴びることにした。

　新しいシャツとズボンをはいて出てくると、キッチンではテンコと久く美み子こが並んで料理を作っていた。以前は恐ろしいほどライバル心をむき出しにし、火花を散らしながら家事をしていたのだから、それに比べたら平和な光景である。

「あ、佐間太郎。なんでワッペンって書いたのにワカメ買ってくるのよ」

　エプロン姿の彼女は、頰ほおを膨らませた。コンビニに買い物に行かせて「ワッペン」と言われても普通は困ると思うのだが。

「だってメメがワカメのことだって言うから」

「なに言ってんのよ。ワッペンはワッペンでしょ、まったくもう。メメちゃんのせいにしないの」

　怒りが収まらないテンコを、久美子がまぁまぁとなだめる。

「でもテンコさん、ワッペンなんて買ってどうするつもりだったんですか？」

「え？　決まってるじゃない。ママさんの巣に貼はるのよ」

　決まってるのか。それ、当然のことなのか。

　テンコの言っている「ママさんの巣」とは、玄関の天井にへばりついた例のコタツのことだろう。そのコタツにワッペンを貼るのが「決まっている」のだそうだ。

「……なんでワッペンなんて貼るんだよ」

　恐る恐る佐間太郎が聞いてみると、テンコはさも当然のように言った。

「え？　だってかわいいじゃない。わっぺん」

「それだけの理由か!?　それだけだったら、こんな寒い中にわざわざ買いに行くようなもんでもないだろ!!」

　当然、佐間太郎は一瞬でキレるのであった。

「な、なによ!?　だ、だってね、突然お客さんがきたら、ママさんの巣を見て不審に思うに決まってるじゃない！　だけど、そこに、もし！　もしも素敵なワッペンが貼ってあれば！　心がなごみますでしょうに！　談笑も続きますでしょうに！」

「続かねえよ！　なんだそれ、俺おれは、そのために買い物に行かされたのか！」

「おにーちゃんっ」

　どうにもこうにも納得のいかない佐間太郎の怒りを静めたのは、意外にもメメであった。外でぞうきんを洗い終えた彼女は、寒さで真っ赤になった手で彼のズボンを引っ張る。

「お兄ちゃん。そんなに怒らないで。今日は、わたしがお料理作るから」

『おおっ』と、その場にいた全員がメメに注目する。

「大丈夫？　ちゃんと作れるの？」

　久美子の質問に、メメはコクンと頷うなずいて厨房に立った。そして、背中越しに佐間太郎に向かって言う。

「ワッペンなら、わたしの部屋にあるから。使っていいわよ。机の一番上の引き出し」

　さっきの会話を聞いていて、少し責任を感じたのだろう。彼女はそう言うと、自室にあるというワッペンの場所を教えてくれた。それにしても「わっぺん」と「増えるワカメ」、全然違うのになぜ自信満々で買ったのか……。相変わらず謎なぞの妹である。

　佐さ間ま太た郎ろうは二階にあるメメの部屋に行き、言われた通り、机の引き出しの一番上を開けてみた。彼女曰いわく、そこはワッペンをしまう専用の場所なのだそうだ。

　中を見てみると、確かにそこにはカラフルな色のワッペンがたくさん入っていた。しかし、イラストが入っているものはなく、全すべて文字だけのものだった。

　それにしたって、普通、ワッペンの文字と言えば「ＨＡＰＰＹ」とか「ＬＯＶＥ」とか、そんなんじゃないのか。メメのワッペンコレクションは「地下室の手記」とか「貧しき人々」とか、まったく意味のわからない文字が綴つづられていた。

「……なんだこれ？　渋いぞ。これじゃ渋すぎるだろ」

　どうせなにを選んでも同じだろうと、彼は適当に選んで玄関へと向かう。天井に巣を作っているママさんのコタツに、佐間太郎は「カラマーゾフの兄弟」と書いてあるワッペンを貼はった。

「……いいのか？　果たしてこれで談笑は続くのか？」

　疑問は果てしなく続く。まぁメメのことだ、あまり考えない方がいい。ワッペンを貼り終わると、キッチンから三人の笑い声が聞こえてきた。どうやら、メメが本当に料理を作っているらしい。「メメちゃん、大丈夫？　それ油よ？」「うん」「メメちゃん、そこにも油入れるの？」「うん」「メメちゃん、油？」「うん」「それも油？」「うん」楽しげだったものの、会話の内容はあまり想像したくない。

　佐間太郎は、何気なく玄関から外に出てみた。すると、外では雪が舞い始めていた。白い結晶は、世田谷せたがやの街をゆっくりと白く塗りつぶしていく。

　家の中からは、家族たちの楽しげな笑い声が聞こえる。

　秋は終わり、冬に包まれる。季節は確実に過ぎ去る。時間は二度と戻らない。

　何気ない日常は、その時だけの特別な瞬間の連続に他ほかならない。

　こういうことが「人間」のいう「幸せ」なんだろうか、と彼は思った。

「あ、おにいちゃんお料理できたよ」

　玄関のドアが開き、メメが顔を出した。雪には興味はないようだ。

「そっか。なに作ったんだ？」

「油ワカメ汁」

「あ、うん。そうか。うん、今いくから」

　油ワカメ汁か。きっとメメのことだ、油とワカメと汁なんだろうな。

　佐さ間ま太た郎ろうは手を空に差し出し、雪が手のひらで溶けていく様子をしばらく見てから家の中に戻って行った。

　彼は手の中で小さな冷たさが消えていくのを感じながら、久しぶりになにも起こらない、ゆっくりとした日常だなと思った（スグルは壊れたけど）。

　玄関のドアが閉まると、道路のすみで影が動いた。その影は、ずっと佐間太郎のことを見ていたようだった。

　自分を見つめている人物がいたなんて、佐間太郎は夢にも思っていなかっただろう。

　黒いコートに黒いスーツ、ネクタイだけが真っ赤な血のような色をしている、サングラスをかけた瘦やせた男。男は無表情のまま、自分の影に飲み込まれるようにして消えて行った。いや、実際に彼はゆっくりと影に溶け、そのまま消えてしまったのだ。男が消えた後の地面には、冷たくて真っ白な雪だけが残った。




　翌朝、佐間太郎は寒さで目が覚めた。さて、ここで少し特殊な佐間太郎の部屋を説明したいと思う。六畳の真ん中を、なんの疑問もなくベニヤ板で区切って「二部屋」にしてあるのが彼の部屋だ。その薄い板の向こうは、居い候そうろうである久く美み子この居住スペースになっている。薄い板一枚を挟んで、同い年の少女がハレンチな姿で熟睡しているのだ。いや、本当は全然ハレンチな姿ではないのだが、どうせ見えないのだからどういう姿で寝ていようと想像したって自由ではないか。だったらハレンチだと思った方が嬉うれしいではないか。だからそうしよう。断言しよう。久美子はハレンチであると。ハレンチです！

「うー、寒い」

　鼻をすすりながら部屋を出て階段をおりると、玄関の天井に作られていたママさんの巣が昨日より少し大きくなっているような気がした。しかも、心なしか、ドクンドクンと脈を打つように動いているのである。きっと気のせいだろう、と彼は思った。むしろ、そう信じたかった。

「あら、今日は早いじゃない」

　キッチンではテンコがエプロン姿で朝食を作っている。

「お前こそずいぶん早いじゃないか。久美子さん、まだ寝てるみたいだし」

「なに言ってるの、あたしはいつもこの時間から起きて働いてますよ。変なのは久美子さん。具合が悪いみたいで起きてこないの。んと、もうすぐゴハンできるから待ってて」

「うん」

　佐間太郎は手短に返事をして、ダイニングテーブルに座ってみる。普段は時間がなくて朝食もろくに取れないが、今日は妙に早起きしてしまったので余裕がある。カチャカチャジャージャーガパゴボと料理をする音が聞こえてくる以外は、とても静かな朝だ。

　普段なら窓の外から聞こえてくる車の音も、降り積もった雪が吸収してしまっていた。

　もしママさんがいたらテレビでもついているだろうが、冬眠しているのでそれもない。非常に静かだ。

「あ。お兄ちゃん、おはよう」

　メメはダイニングにやってくると、ピョンと飛び跳はねるようにしてイスに座った。そういえばメメは、いつも一番にでかける。なかなか感心な小学生だなと一人で頷うなずいていると、彼女はどこから取り出したのか、新聞を眺ながめ出した。

「メメ、新聞なんて読むんだ」

「読む」

「どこが面白いの？」

「……人類の愚おろかさ」

　メメはフッと唇をあげて、ちょっとだけ笑った。

　あれ、なんだか今、彼女の見てはいけない部分を見てしまった気がする。ま、どうせ姉の美み佐さから教わったことを言っているだけなのだろうけど。そういえば美佐が起きてくる気配は一向にない。

　彼女のことだ、どうせ今日も学校を休むつもりでいるのだろう。美佐は、なにかと理由をつけては学校をサボっているのだ。やれ具合が悪いだの、寝ね癖ぐせが酷ひどいだの、教師が気に入らないだの、雨が降ってるからだの、晴れ時々ブタだの、ママレードボーイだの、とにかく気が向いた時以外は登校する気配はない。

　神様であるところの神かみ山やま治おさむ、通称パパさんは天国に出張中だし、ママさんは巣を作って冬眠をしている。久く美み子こはテンコが言ったように、具合が悪いのか起きてこない。

　いつもは騒がしいはずの食卓も、三人だけだと少し寂しくもある。

「メメはいつも新聞読んでるのか？」

「うん」

「そうか」

「うん」

　実の妹と言えども、小学生との会話というのはなかなか難しい。年とし頃ごろの娘を持った父親の気分もこんな感じなのだろうか。とりあえず無ぶ難なんな会話をしてみる。

「学校はどうなんだ？」

「キュウタとトキワと遊んでる」

「キュウタ、あいつ学校行ってんだ。トキワって誰だれ？」

「サッカークラブの男子。すぐ泣く」

「泣くって、お前が泣かしてるんじゃないよな？」

「うん」

　なんとギコチナイ会話なのだろうか。うるさい時はなにも感じないが、人数が少ないと妙に緊張してしまう。これはあれか、考えすぎなのだろうか。いつもと同じようにしていればいいのか。それとも、十二月という季節が「あぁ、今年ももう終わりね、切ないわね」みたいな雰囲気を醸かもし出しているのだろうか。

「テンコ、ごはんはまだ？」

「うん、もうちょっとだよ」

「そっか」

「うん、待っててね。タラコ焼いてる」

　……なんか物足りない！　もうバカ、サマタロテバ！　ゴハンモチョトダカラマチナタイオ！　みたいな罵ば声せいはないのだろうか。わりと平和じゃないか。いや、平和なのはいいことなのだけれど、いつもと違うと調子が狂ってしまう。でもメメはいつもの通りだし、テンコだって普段から無意味には怒ったりはしない。それじゃああれか、おかしいのは自分なのだろうか。

「はい、お待たせっ。タラコと目玉焼き！」

　いただきますを遠えん慮りよがちに言った三人は、モソモソと食事を取り始めた。これと言った会話もなく朝食は進んでいく。

『お兄ちゃん』

　ポコンッ、と頭に紙クズが当たるような感覚があった。顔を上げると、メメがなにくわぬ顔をして食事を続けている。気のせいかなと思ったものの、心の声を使って確かめてみることにした。

　心の声は一種のテレパシーのようなものであり、場合によってはテレビ電話のように映像を送ることもできる。神様家族など特殊な人々が持っている、不思議な力なのだ。今は目の前に相手がいるために、音声のみでお送りしております。

『なあメメ、なんか言ったか？』

『うん。あのね、もうすぐクリスマスだからね、お兄ちゃん』

　ぱくぱくぱくぱく、と、心の声を使う前と変わらぬペースで食べ続けるメメ。それに比べ佐さ間ま太た郎ろうは、妙に嚙かむ回数が多くなってしまう。むぐむぐむぐむぐむ。

『だからなんだよ』

『……どっちか選んで、頑がん張ばりんさい』

「なにがだよっ!!」

　思わず声に出してしまうと、テンコが口をあんぐりと開けて佐間太郎を見つめる。

「なにがだよって……なにが？」

「……えあ……えと……」

　メメと佐間太郎は心の声で会話をしていたのである。テンコにしてみれば、なんのことかわからない。しまった、と思っている彼をよそに、メメは「ごちそうたま」と言ってさっさとこの場から去ってしまった。

「佐さ間ま太た郎ろう……なにが？」

　本当になんのことかわからない、という感じで、テンコは茶ちや碗わんとハシを持ったまま首をかしげている。

「えと……なにが……だよー。なにがだよ～♪　俺おれとお前はシャナナナ～♪」

「……なんだ、歌か」

　ごまかせた！




「で、なにが？」

　ごまかせてなかった。

　朝食を済ませた二人は、雪の積もる住宅地を学校へと歩いていたのだが、その途中でテンコは不意に話題を蒸し返したのだった。ちなみに、朝食の途中で口に体温計をくわえた久く美み子こが現れ「ごめんなさい、風か邪ぜみたいでふ」と鼻声で言ったまま、布団ふとんに戻っていった。そのため、二人だけの登校である。

「いや……。その、なにがだよ～シャナナ～♪　って歌っただけだよ」

「そんな変な歌ないもん。人はそんなたやすくシャナナしないもん」

「ちぇ。わかったよ。言えばいいんだろ？　あのな、メメが言ったんだよ、もうすぐクリスマスだなって」

　隠す必要もないと、彼は思い切って言ってみた。テンコは一瞬「あぅ」という顔になったが、すぐに冷静になって言葉を続ける。

「くくく、くりすまああすす？　そそそ、そうだーねー！」

　全然冷静じゃなかった。みるみるうちに彼女の頰ほおは赤くなる。

「お前、なんで赤くなってんだよ。クリスマスって言っただけじゃねえかよ」

「そ、そんなの知ってますよ！　な、なにがだよ～、なにがだよ～シャナナ～♪」

「そんな歌はねえ。人はそんなたやすくシャナらねえ」

「うっ。それで、メメちゃん、なんて？」

「……。頑がん張ばれ、だってさ。別になにも頑張ることねえのにな」

　プシュっ。

　隣を歩くテンコの頭から、軽く湯気が立った。あきらかに反応している。

「してません」

　佐間太郎が言う前からの否定である。技術的には高度な否定ではあるが、隠したいことがまるで隠せてない。むしろ露ろ呈ていしている。

「お前もしかして、なんか期待してんの？　プレゼントとか」

　プシュプシュっ。

「じでまぜんっ!!」

　そう言いながら、シャンプーをするがごとく自分の頭をクシャクシャとするテンコ。湯気が出ているのを隠そうと必死なのだが、やればやるほどバレバレである。

「クリスマスプレゼント欲しいの？」

　ピスゥ。

「…………」

　湯気が出るのを我慢したのだろう、変な笛ふえみたいな音が出た。ちなみにその時の彼女の顔は、頰ほおと鼻の穴を思い切り膨らませた天使らしからぬ膨れっつらである。しかも目は限りなく細めで黒目がち。

「そっか、じゃあなんか考えとくかな。この前マフラーもらったし」

「ぼ!?!!　ぼぼ、ぼ、ぼんとにぃ!?!?」

　細めていた目を大きく開き、キラリラリーン☆とした瞬間、頭と口の両方から湯気がポフ────と出た。彼女は自分で出しておきながら、あまりの驚きに目がテンになった。

　口から湯気が出たのは、初めてだったからである。

「……ゆ、湯気が口から出ちゃった……ど、ど、どうしよう!!」

　やだ、あたしの体ってばどうしちゃったの!?　もしかして、変になっちゃったの!?　的な赤面を始めるテンコに、佐さ間ま太た郎ろうは冷静に言った。

「寒かったら息も白くなるだろ。ほら」

　ポフーと同じようにしてやってみると、確かに彼の口からも湯気が出た。そう、誰だれでも寒ければ吐く息は白くなるのだ。頭から湯気が出るのとは根本的に違う。

　それを見たテンコは、足を地面に固定したまま電柱にオデコをつけ、両手をジタバタと激しく回転させた。これは、「すごいバカにされてる感じで悔しいけれど、文句を言ったらプレゼントがなくなるかもしれない。今は耐える時だテンコ、今こそ耐えるのだ！」という意味のジタバタである。じたばた。

「よし。じゃあわかったぞ、今年のクリスマスはなんかプレゼントやるな」

「うんっ!!」

「あんまり高いもんは無理だからなっ」

「うんうんっ!!」

「そんなに期待すんなよ？」

「うんうんうんうんうんっ!!」

「久く美み子こさんと同じやつでいいよな？」

「ざいでえええええええええええええ!!」

　最も低い。つまり最低。そんな言葉と共に、佐間太郎はテンコのドロップキックをくらって雪の中に頭から突っ込んだ。












　雪の中に顔から突っ込むと、冷たいとかじゃなくて痛いのですね。佐さ間ま太た郎ろうは真っ暗な世界で、頰ほおがピリピリと痺しびれてくるのを感じていた。ああ、どうしよう。また怒らしてしまった。今日はそんなに悪い雰囲気じゃなかったと思うんだけどなぁ……。

　テンコの足音が遠ざかっていく。放置か。まあしょうがないか。寒い。寒い。

「うーうっしゅあめりくっまー♪」

　ザクザクザクと、誰だれかの足音が聞こえてくる。その能のう天てん気きな歌声は、クラスメイトの進しん一いちであろう。なんの歌なのか微妙にわかりそうでわからないのが彼らしい。

「うーうっしゅあめりっくまー、えなはーぴーむにゃー♪」

「おはよう（突然雪の中から）」

「どわあわあああああああ!!　佐間太郎じゃねえか、なんだ、冬眠の準備か？　それとも冬将軍ってもしかしてお前のことだったのか？」

「違う。気にしないでくれ。うん」

「そ、そうか。そうだよな、冬将軍はヒゲあるだろうしな。お前、ヒゲないからな。それに冬眠なんて動物しかしないもんな」

　佐間太郎は頭についた雪を払いながら、そういえば動物じゃないのに冬眠してる人もいるな、と思うのであった。進一は相変わらず髪の毛を明るい色に脱色し、軽薄にヘラヘラと笑っている。不真面目まじめで頭の悪そうな（実際に悪いのだが）彼だが、たまにスルドイ発言をする。例えばこんなふうに。

「んー？　その顔……。お前、またテンコちゃんとケンカしたろ？」

「……別にしてない。元々なんでもないから、ケンカもしない」

「なに言ってんだよ、いい加減お前らもなー？　んー？　それともあれかー？　久く美み子こちゃんの方を狙ねらってんのかー？　んー？　クリスマスだしなぁ。うーうっしゅあめりっくみゃー♪」

　鼻歌を続けながら、彼はわざとらしくポケットからニットキャップを取り出すと目ま深ぶかにかぶる。

「フフン。どうだこれ、似合うか？」

「ぼーしだな」

「そうだ。愛あいちゃんからのプレゼントだ」

「だってまだ先だろ、クリスマスは」

「それがな、佐さ間ま太た郎ろう。聞いてくれ」

　進しん一いちは急にシリアスな表情になると、指をピンと立てて言った。

「愛ちゃんが言うには、むしろ二人の仲はクリスマスって感じじゃないそうだ。イブって感じでもないそうだ。だから、イブイブイブイブイブイブ……イブイブ…の、今頃ごろにプレゼントを渡すのがちょうどいいんだとさ」

　ニヤッと笑い、ニットキャップに編み込んである「Ｆ」という文字を誇ほこらしげに見せた。

「これ、なんのＦかわかるか？」

「わからない」

「フレンドのＦだそうだ」

「ダメじゃねえか」

「ダメじゃねえよ！」

「距離取られてるじゃねえか」

「取られてねえよわーん!!」

「泣いてるじゃねえか」

「泣いてねえよわーん!!　ところでお前、どしてまたケンカしたんだ？　やっぱりクリスマスがらみか？　ズルズルズルズル」

　鼻水と涙を全力で流しながらも、急に平静を装よそおう進一。あまりに急すぎて、むしろ不自然である。鼻水出てんのに。

「いや、プレゼントなんだけどさ、テンコと久美子さんに同じのあげようかなと思って。ほら、どっちかにっていうのも変だしさ。違うのあげても……なぁ？」

　進一はニットキャップをグイッと鼻まで下げると「うぅ」と低い声でうなった。

「お前、全然ダメ。本当ダメ。むしろかわいい。そこまでダメだとダメかわいい」

　彼は妙に気取ったポーズを取り、いかにも恋愛経験豊富そうに語りだす。

「な、なんだよ、どういうことだよ」

「いいかボウズ（誰だれがボウズだ）、女ってのはよぉ（聞いてんのかおい）、他ほかの女と同じじゃダメなんだ、一番でいたいんだよ（聞いてねえな、こいつ……）だから、誰かと一緒くたってのはダメなんだよ（おい、後ろ後ろ）だからよぉ、同じものあげるなんて最悪だぜボウズ（あ、おはよう。うん、なんか一人で熱く語ってるみたいで）そんなんで女を落とそうなんて百年早いぜ（え？　落とさないよ。うん、ただプレゼントをね）まあ困ったことがあったらこの進しん一いち様になんでも聞いてくれ、所しよ詮せん女なんて、プレゼントひとつで浮かんだり沈んだり、ガキみたいなもんよ。フンッ、俺おれも数々の女と……って愛あいちゃんいつからいたのですか─────!!」

　佐さ間ま太た郎ろうをまったく無視し、悦えつに入いっていた進一が振り返ると、彼とはイブイブイブ（略）の関係の橘たちばな愛がいた。黒髪を丁てい寧ねいに編んだおさげを揺らし、進一とおそろいのニットキャップをかぶっている。ニコニコと必要以上に笑っているのが、なんだか嫌な予感がバリバリ百貨店である。

「なになに進一くん、神かみ山やまくんに恋愛論語ってたの？」

「え？　いや、その、えと、そうじゃなくて」

「他の女の子と同じのあげるのがダメとかって言ってたよね？」

「え、あーと、え、言ったっけ？　言ったかなぁ、言ってないなぁ、言ってません」

　突然ですが、ハンマー投げをご存知でしょうか。ヒモのついた鉄球を持って、クルクルその場で回りながら勢いをつけて投げるあれです。愛は、その要領でカバンをクルクルと回し、進一の顔の中心めがけて叩たたきつけました。彼は、思わず叫さけびます。

「がなぐぅぅぅ───!!」

　悲鳴は「金具ぅー」です。ちょうど金具の部分が軟骨にヒットしたとさ。

　進一はきりもみ状に回転すると、そのまま雪の中に突っ込んだ。上半身がスッポリ埋まった彼に、愛は怒鳴りつける。

「あんた！　前に、わたしと他の女に同じ指輪プレゼントしたでしょー!!　忘れてたのに思い出したわよ！　バカ男!!」

　かぶっていたニットキャップを脱ぎ捨てると、彼女は大おお股また開きで学校へと向かって行った。佐間太郎は雪に埋まった進一を見ながら、なぜかイチゴのカキ氷を連想するのだった。なぜかは言えません。それを言うとリアルなので言えません。

「さ、さまたろ……」

　雪の中から頼りない声がする。

「どうした、進一」

「肌がピリピリする。痛い」

　やはりみんな、同じ感想を持つのだった。

「おっと誰だれだいこんなところにイチゴのカキ氷こぼしたのはー！　掃いちゃうぜー！」

　あ！　突然、寿す司し屋のカンちゃんが!!　サササササ（掃除終了）。

「じゃあな！　学校遅れるなよ！」

「ちょ、ちょっと待って、カンちゃん……」

　進しん一いちが埋まっていたはずの場所は、きれいサッパリなにもなくなっていたのである。




　菊きく本もと高校の教室に着いても、テンコの機嫌は悪いままだった。窓際の席から外を見ながら、シャナナーと嫌味っぽく鼻歌を歌っている。そんなに怒ることないじゃないか、佐さ間ま太た郎ろうは多少乱暴にイスを引き、隣の席にドカッと座った。席が隣同士だと、ケンカをした時も離れられないので不自由だ。と言っても、いつもこんなふうと言えばこんなだが。

　盗み見るようにしてテンコに視線を向けると、わかりやすく頰ほおを膨らませ、フオウフオウと鼻の穴をヒクヒクさせていた。天使はそういう顔をしちゃいけないのではないだろうかと思うものの、まあテンコだからいいか、と彼は思う。

　そう。テンコだから、ということが多い。ちょっとケンカしても、テンコだからいいやと思う。それはきっと、すぐに仲直りができるとわかっているからだ。相手が久く美み子こだとそうもいかない。そもそも、ケンカをしようという気にもならない。原因がないからだと言えばそうかもしれないが、言い合いをする、という感じではない。

　彼は頰を膨らませすぎて、ちょっと鼻水の出てるテンコを見ながら、やっぱり自分は彼女のことが好きなんじゃないだろうかと思った。だけど、クリスマスだからってそれにあわせてどうこうなりたいとも思わない。自分とテンコは、お互いのペースでゆっくりやってきたんだ。だからこれからも、このままでいいんじゃないだろうか。あ、鼻水たれた。

　それとも、久美子のこともあるしハッキリするべきなのだろうか。美み佐さも進一も、からかうようにだが、二人のうちどちらかを選んだ方がいいと言ってくる。あ、また鼻でてる。

「じゅるじゅるじゅる」

　ポケットティッシュで鼻をかんでいるテンコの様子を眺ながめていると、その紙を丸めて顔に投げられた。外側はほどよく乾いていたが、中心は重みのある水分がふくまれており「ヘショッ」という音と共に目に当たる。

「ってなにすんだコノヤロー！　汚いだろが!!」

「あんたが人の顔バカみたいにずっと見てるからでしょー！」

「むむむむむぅ!!」

「にゅにゅにゅにゅにゅぅ!!」

　顔を近づけて睨にらみ合っていると、教室のドアの開く音が聞こえる。その途端、テンコの顔が「あっ」という顔になった。

　それは、今まで見たことのない種類の表情だった。なにごとかと思って佐さ間ま太た郎ろうも振り返る。黒いスーツの男が教室に入ってきた。そこから、深い眠りに落ちるようにして記憶が欠如した。それは不思議な感覚だった。圧倒的な力が背中を引っ張り、一度通り過ぎた道をフルスピードで戻っていくようだ。こうして彼は意識を失った。

　しばらくして佐間太郎が目を覚ますと、そこは放課後の生徒指導室であった。

　体重は、わずか４キロになっていた。








第二章　甘い生活







「さまたろー、さーまーたーろーっ、どこにいるのよーシャナナー♪」

　廊下からテンコの声が聞こえる。佐さ間ま太た郎ろうは返事をしようとするが、のどの奥になにかが詰まっているようで声が出ない。彼は、自分の置かれた状況を把握しようとするが、なにもかもが思い通りにいかない。手足が重く、頭の芯しんが痺しびれている。

「佐間太郎、どこ行ったのってばぁ」

　不安げな声は、ドアのすぐ向こうまで迫ってきた。テンコがくれば、自分の記憶が途絶えていることの理由がわかるだろうか。

　カラカラカラと乾いた音を立てて、生徒指導室のドアが開いた。普通の教室の半分ほどの大きさの教室に、机とイスが一対ずつ置いてある。テンコは「おじゃまします……」と小声で呟つぶやき、様子を窺うかがいながら中へ入ってきた。

　彼女は彼と一瞬目が合ったものの、不思議そうな顔をして首をかしげる。なぜなら、佐間太郎は毛布に包くるまった状態で机の上に寝転がっていたからだ。テンコは、それが佐間太郎だと考えなかった。なにしろ、それはバスケットボールほどの大きさしかないのだ。彼女はゆっくりと毛布に近づき、中を覗のぞき込んだ。

「だぁぶだーぁ（よぉ、テンコ）」

　カキーン、とテンコは凍った。凍った上に、カキ氷を一気に食べすぎて頭イターみたいな感じでプルプルと震えた。

　毛布の中にいたのは、生後三ヶ月ほどの赤ん坊だったからである。もちろん彼女は、それが佐間太郎だとは気づかない。佐間太郎自身も、自分が赤ちゃんになってしまったことの自覚はない。ただ、テンコの顔がいつもより大きいことに対して「おかしいな」とは思った。思った瞬間、テンコの頭から猛烈な勢いで湯気が出た。それは蒸気機関車どころの騒ぎではなく、噴火レベルであり、生徒指導室の中はモクモクとした蒸気でいっぱいになってしまう。場合によっては火災報知器が反応してもおかしくないほどだった。

「にゃま────！　きゃわいい！　なに！　赤さん!?　赤さん!?」

　なぜか「赤ちゃん」のことを「赤さん」と丁てい寧ねいに言ってしまうほどの興奮であった。佐間太郎はどうしてテンコがパニックを起こすほどの状態にいるのかわからないでいる。

「やだーもー！　どちたの！　どちたのでぷた!!」

　お前がどうしたんだ、と彼は思った。テンコは赤ちゃんになった佐間太郎を抱きかかえると、自分の頰ほおを彼の顔にスリスリとこすりつける。

「にゃむな！　なんて柔らかいんざんしょ！　かわえーのー、お前、かわえーのぉ！」

　突然のことにどう対処していいのかわからない佐さ間ま太た郎ろう。巨大なテンコの頰ほおが、自分の顔面をイッタリキタリなのである。ちょっと嬉うれしいと思いきや、興奮のあまりテンコは鼻水出てるので、全然嬉しくない。

「パパはどちたのでちゅか？　ママはどちたのでちゅか？」

　こりゃイカれてるぞ。佐間太郎は心の底からそう思った。あるいは、おかしくなってしまったのは自分かもしれない。

　テンコは、急に声のトーンを落とすと

「……さらうか」

　と言った瞬間ダッシュした。それはものすごく美しいフォームの全力疾しつ走そうであり、膝ひざのあがりっぷりと言ったら朝練でこれやったら褒ほめちぎられますよクラスであった。

　一方その頃ころ、のんびりと廊下を歩いていたのは進しん一いちと愛あいである。朝の発言を平謝りする進一と、もう知らないんだからっという様子でご機嫌ななめな愛。

「ねえ愛ちゃん、そんなに怒らないでよ。俺おれ、ゴミ収集車に収集されそうになったんだよ？　奇跡の生還だよ？」

「そんなの知りませんっ。どうせ進一くんは、数々の女の人とモニャリリな関係だったんでしょ！　バカバカバカ！」

「あれ、愛ちゃん。こっちに向かってくるの、テンコちゃんじゃない？」

「ダーメ。話を逸そらそうとしてもそうはいきませんからっ」

「そうじゃなくてさ。見てみてよ」

「え？」

　愛が顔を上げた瞬間、二人の間をテンコ（だと思われる生物）が弾丸のようなスピードで走り抜けて行った。毛布に包くるまった佐間太郎を抱えているはずなのだが、とてもそれを意識しているとは思えない。一説によると、この時の佐間太郎にかかっていたＧ（重力）は、宇宙船が発射される時以上であったと言われている。

　その風を受けた愛は、あまりの勢いでグルグルとコマのように回転し、目を回して倒れてしまった。

　ダッシュは菊きく本もと高校の前にある坂で加速され、それを目撃した一般市民は「鬼が出た」と警察に電話をしたほどであった。




「あ、テンコさん、お帰りなさい」

　口から体温計、頭には氷の入ったビニール袋、ドテラを着込み、マスクはあごの下にズラすという完かん璧ぺきなまでの病人スタイルで久く美み子こは玄関のドアを開ける。

「はぁはぁはぁ……ただいま」

　テンコはゆっくりと顔を上げた。その表情には、あきらかに犯罪をおかしたものしか出せない、ある種の狂気が浮かんでいる。

「ひっ！　て、テンコさん。どうしたんですか、顔が邪悪ですけど……」

「いつものことです」

「そう言われたらそうですけど……」

　素直に受け入れる彼女をギロッと睨にらみつけるテンコ。久く美み子こは慌あわてて否定してみる。

「あ！　えと、そんなことないですよ、今日の邪悪は、いつもより悪い感じがして珍しいです、はい。それで、なにかあったんですか？　悪いことでもしてきたとか？」

「え!?　な、なにもないです！　いつもこれぐらい邪悪です!!」

　テンコよ、どうしたいのだ。「ふぅ、バレるとこだったぜ」的な顔で額の汗を拭ふき、彼女は言葉を続ける。

「はぁはぁ……そそ、そ、そんなことより、久美子さんこそ風か邪ぜひくなんて珍しい」

「え？　あ、はい。そうなんですよね、風邪なんて人間しかひかないと思ってたんですけど……」

　クシュンとくしゃみをしてから、久美子はテンコが大事そうに抱えている毛布に注目をする。

「それ、なんですかテンコさん」

「これはレンガです久美子さん」

「即答で噓うそつかないでくださいよ、テンコさん。レンガを毛布に包んで大事そうに抱えてる人なんて見たことないですよ……くしゅん」

「噓じゃないのですよ久美子さん。あ、急に激しい腹痛が。じゃ、そういうことで」

　テンコは靴を脱ぐと、「激しい、こりゃ激しいぞ」と言いつつ、テテテテと自分の部屋へと逃げて行った。あきらかに怪しい。どう考えてもなにかを隠している。久美子はそう思ったものの、具合が悪いのでそれ以上の追及は、やめにしようと思うのだった。

「ん？　テンコが、どうしたって？」

　厚着をしている久美子とは正反対に、下着姿の美み佐さが居間から顔を出した。

「あ、えーと、レンガを抱えつつの、激しい腹痛だそうです」

　一応、言われた通りに説明したのだが、さっぱり意味がわからない。

「なにそれ？　あ、ははん。もしかして佐さ間ま太た郎ろうとなにかあったのかな」

　美佐のイタズラっこのような笑いに、久美子は慌てて抗議する。

「美佐さん、もしかして神かみ山やまくんになにか言ったんですか？　テンコさんすぐ変になるんだから、やめてくださいよ？」

「まぁまぁ、いいじゃないの。なにか進展があるかもよ。えへへ、タノスィミ」

　ドクンッ。

　久く美み子この胸が痛む。あの二人が進展？　ドクン。どうしてこんなに心が痛いの？

　ドクン、ドクン。あれ？　こりゃ胸が痛む音じゃないぞ？

「んにゃ？」

　ドクンドクンと音のする方を見てみると、反応しているのは玄関の天井にあるママさんの巣であった。

　あきらかに朝より大きく膨らんでおり、ビクンビクンと脈打っている。

「……美み佐ささん、それ以上変なこと言わないでくださいね、なんかコレ、反応してるみたいなんで……」

　美佐は「うーん」と頰ほおを膨らませると、ピローンと頭の上に電球を浮かべて言った。

「今年のクリスマスは、テンコと佐さ間ま太た郎ろう、どうにかなっちゃうかもよ？」

　ボバンッ！　突然巨大な音を立ててコタツが破裂し、中から緑色のネバネバした液体が大量に流れ出てきた。

「いやああああああああ!!」

　ちょうど真下にいた久美子は、頭から粘液を浴び悲鳴をあげる。ドロドロの液体はあっという間に玄関をいっぱいにしたが、ドバドバと流れ続け止まる気配はない。

「美佐さん、なんか、ドロドロのが出てますけどー!!」

「ごめ、テレビの続き見るから」

　グショグショの久美子を放置し、美佐は顔を引っ込めた。頭からお尻しりまで粘液に包まれた彼女は、涙目になって天井を見上げる。すると、ズルッ、ズルッとゼリー状になった大きな塊がかたまりコタツから落ちそうになっていた。

「わああああああ！　な、なにっ!?」

　久美子がたまらず逃げ出した直後、ちょうど彼女のいた場所にそれは落ちてきた。

　塊は玄関に落ちると粘液を撒まき散らして爆発する。そこら中にベチャベチャの液体が張りつくのを見て、恐怖に震える久美子。そんな彼女を尻しり目めに、玄関には大きく伸びをする人影が見えた。

「あああああああ！　すっきり!!」

　なんと中から出てきたのは、ママさんだった。というか、コタツの中にはママさんが入っていたのだから、当たり前と言えば当たり前なのだが。

「あ……あの、なにしてたんですか？」

　ガクガクと震えながら久美子が聞くと、彼女はさも当たり前に答える。

「エステ」

　なるほど、確かにママさんの肌は以前にもましてツルツルのピカピカになっていた。

「いつもそうしてるんですか？」

「ううん。はじめて。できるかな、って思ってしたらできた」

　できた、じゃない。コタツの中から緑色の液体と共に生まれ落ちる経緯がまったく見えてこないのだが。

「な、なるほど。できたんならしょうがないですね。あは、あはは……」

「チョロ美、玄関ドロドロだから掃除しておいてね」

「あ、はい」

　なにごともなかったかのようにそう言うと、ママさんは肩をポキポキッと鳴らす。

「で、クリスマスに佐さ間ま太た郎ろうちゃんとテンコがどうこうって言ってたわね？」

「あ、はい、美み佐ささんが。そう言ってました」

「なるほどね。はい、キシャアアアアアアアアアアアア!!　テンコ、ゆるすまじぃぃいぃいぃ!!」

　ママさんは緑色の液体を撒まき散らしつつ、奇声を上げて階段をのぼっていった。女神じゃなくて、どこから見ても立派なエイリアンである。

　一人玄関に取り残された久く美み子こは、どうしていいかわからず、ボケーっと床に座り込んでいる。すると、天井から小さな塊がかたまりもうひとつ落ちてきた。

「ひゃっ！　な、なに!?」

　恐る恐る近づくと、それはスグルであった。やはりスグルも、以前より肌がツルツルになっていた。

「……あの、えーと……なんでですか？」

　久美子に率直な感想を言われ、スグルは誇ほこらしげに答える。

「今までは割れ易やすい素材でできておりましたが、生ゴム製になったので、もう割れません。えっへん」

　会話は成立していなかったが、久美子はとりあえず「はい。わかりました」と頷うなずくしかなかった。

　というか、スグルがそこから出てきたのは、本当になぜだろうか……。

「キシャ───！　クリスマスになにが起こるか言ってごらんなすって!!」

　そんな疑問はお構い無しで、テンコの部屋のドアを蹴け破やぶり、ママさんは中へと転がり込む。

「きゃあああああ！　その格好と粘液、どうしたんですか！　まず服着てください、服を！」

「服なんて着てられないわよ！　あんた、ママさんの佐間太郎ちゃんをクリスマスにどうにかするとかしないとかって噂うわさを聞いたわよ！」

「いや、とりあえず服を。はい、カーディガン」

「あ、どーもカーディガン」

　ママさんはベトベトの体でカーディガンを羽は織おる。羽織ったところで下半身は丸出しなので、あんまり意味がないようにも思えるのだが。というわけで、今テンコにできることは、さりげなく視線を逸そらすことだった。そらしっ。

「で、あんた、ママさんの大事な大事な佐さ間ま太た郎ろうちゃんになんかする気？　ん？」

　彼女にとって佐間太郎は息子にあたる存在だが、溺でき愛あいしすぎているために、たまに間違った方向へ嫉しつ妬としてしまうのだ。今とか。

「なにもしないですよっ。そもそも、佐間太郎なんて知りませんっ」

「え？　知らないの？　佐間太郎ちゃんてのはね、ママさんとパパさんの子供でね」

　急にキョトン顔になり、一からジェスチャー付きで説明を始めるママさん。言葉のあや、というものを知らないのだろうか。

「いや、そうじゃなくてですね、えと、知ってますけど、知りません、ってことです！　勢いでシラを切っちゃったんです！」

「なによそれ知ってんじゃない！　最終的にはどっちなのこらー!!」

　ママさんは大おお股また開きでテンコへと近寄ってくる。

「見えてます！　ママさん、ビーナス的に、その、大事な部分が見えてますけど！」

「今は見えてるとか見えてないとか関係ないでしょ！　こっち向きなさい！　ママさんの方を見て質問に答えなさい!!」

「だってママさんの方見たらユラユラしてるしプルプルしてるし、ちょっとその、モサッとした感じが!!」

「モサってなにがさ────!!」

「ひぃいぃいぃ!!」

　女神であるところのママさんの胸は、Ａから数えるよりもＺから数えた方が早い程に豊満だと思われる。その豊満やらなにやらがタンワタンワと押し寄せてくるのだから、テンコは目のやり場に困ってしまうのだ。そらしっ。

「んっ？」

　拳こぶしを高く振り上げていた（完全に殴りかかろうとしてた）ママさんの動きがピタッと止まった。さきほどからテンコが、後ろ手になにかを隠しているのに気づいたのだ。

「テンコ。なんなのそれ、出してみなさい」

　彼女が隠しているのは毛布に包くるまれた赤ちゃん、二人の言い争いの原因である佐間太郎だ。まさか彼も、自分の母親が粘液にまみれながら、あらゆる場所を丸出しにして迫ってきているとは夢にも思うまい。

「それがクリスマスの秘密なの？　その後ろ手に答えがあるの!?　そうなの!?」

「いや、違います。これはその、あれです、えと」

「なんなの？　言ってごらんなさい!!」

「えと、その……」

「おっしゃいなされ！」

　厳しい調子で、だけどなれない口調だから変な言葉で、ママさんはテンコに迫った。全裸にカーディガンという姿であれ、さすがは女神である。威い厳げんというものが全身から漂ってきている。学校にいた赤ちゃんを勝手に拾って持ってきたなんて知られたら、どんなに怒られるだろうか。

　かわいかったんだもの、仕方ないじゃないですか。そんな言い訳が女神に通用するわけがない。

「それはなに？　最後のチャンスです。言いなさい」

「その……」

「もう一度言うわよ？　最後のチャンスですからね」

「あの……えと……あぅ……」

　口ごもると、ママさんはフッと体から力を抜いて言った。

「最後のチャンス終了。はい、もう興味ない」

「え？」

「じゃ、お風ふ呂ろ入るから。ゴハンよろしくねー」

　最後のチャンスとは、ママさん的に「それなに隠してるの？　早く知りたい！　教えてくれないと、興味を失っちゃうから!!」という最後のチャンスだったのである。

「ええとママさん、これは、学校で拾った赤ちゃんです！」

「あっそ、興味ない。なんだ、クリスマス関係ないじゃないの。ちぇ、心配して損した。どうせ佐さ間ま太た郎ろうちゃんはママさんに夢中なのよん。るんるんしゃなな～♪」

　たまに粘液で足元を滑らしながら、スキップで部屋から出ていこうとするママさん。本当に興味がないようで、赤ちゃんのことは追及しようとしてこない。

「いや、ママさん！　あたしね、拾ってきたんですよ！　赤ちゃんを！　勝手に！　誰だれの子かも知らないのに！　天使なのに！　やってること犯罪！　怒ったりしないんですか!!」

「かわいいんならいーんじゃないの？　後で見せてねー。あ、そういえば物置にベビーベッドとかしまってあるから、勝手に使っていいわよー」

　ママさんはドアを開けて出て行くと、ちょうどそこにいたメメをヒョイと抱き上げる。

「あ、メメ、テンコが赤ちゃん拾ったんだってさー。ところで、お風呂沸わいてる？」

「うん」

「一緒に入りましょうねー」

「やだ」

「なんでよ！」

「緑だから」

「いーじゃん緑くらいっ！」

「あとヌルヌルだから」

「ちぇ。じゃあ一人で入る」

「うん」

　二人はそのままトテトテと階段をおりて行った。コタツの巣から生まれ落ち、奇声をあげつつテンコに迫ったわりには、これといってなにをするでもなくバスルームへ向かって行ってしまったママさんであった。

「ふぅ、ひとまず安心……なんだかよくわからないけど、怒られなくてホッとしたね」

　テンコは後ろ手で持っていた赤ちゃん佐さ間ま太た郎ろうの顔を覗のぞき込む。すると、彼の目は、それはもうこれ以上ないというほどのグルグルであった。

「あり？　な、なんで目、回してるの？」

　原因は、自分のシャカリキなダッシュなのだが、テンコはそれに気づいていないようだ。それにカーブを曲がる時、腕をグルングルンしながら曲がったではないか。グルングルンしてる時、その手には毛布に入ったなにかを持っていなかったかい。

「ま、いっか。とりあえずベビーベッド……」

　テンコはプチゲロ吐いてる佐間太郎を部屋に置いて、家の庭にある物置へと向かった。

　中を開けると、バラバラになったベビーベッドや天井に吊つるすあやし道具（通称メリー）、さらにオムツや哺ほ乳にゆう瓶びんなどがしまってあるのを見つける。

「なにこれー！　まるで用意したかのように……。ラッキッ！」

　それらの育児道具を抱えつつ、ホクホクの笑顔で部屋に戻るテンコであった。




「あれ、テンコさん。なにしてるんですか？」

　シャワーを浴びていたところ、途中でバスルームに乱入してきたママさんに追い出された久く美み子こは、タオルを体に巻いただけの姿でキッチンへと入ってきた。テンコはギンギンに沸ふつ騰とうしたミルクを、用意した哺乳瓶に入れているところだった。

「いや、ちょっとね、ミルクを飲もうと思ってね」

　テンコは思った。ママさんやメメはいいとして、久美子には赤ちゃんのことは秘密にしなくてはならない。なぜなら、神かみ山やま家のみなさんと違って、居い候そうろうの彼女はわりとまともなのである。赤ちゃんを拾ったなどと聞いたら「すぐ返してきてください」と言うに決まっている。

「ミルク？　それはいいですけど、なんで哺乳瓶なんですか？」

　タオルで何重にもしないと持てないほど熱くなった哺乳瓶を、不思議そうに見つめる久美子。テンコは、なにかナイスな言い訳をしなくてはならないのだ。

「それはその……」

「その？」

「えとその……」

「そ、の？」

　首をかしげる久く美み子こに向かって、哺ほ乳にゆう瓶びんをスッと差し出した。ちょうど、先端の吸い口が彼女の顔の前にくる。そして上に振り上げて→振り下ろす。

「えいっ」

　発射。

「きゃあああああ！　目にミルクが！　目がぁあぁぁあ!!」

「おほほほほ、久美子さんごめんなさい、つい熱湯ミルクを目に向かって飛ばしてしまったわ！　ごめーあさーせー！」

　どうやら、言い訳は思いつかなかったようだ。したがって、とりあえず目め潰つぶし。久美子は目を押さえながら、床の上をゴロゴロと暴れ回っている。バスタオルを巻いていただけの姿だったので、なんともハレンチな姿だ。やはりハレンチだったのだ！

「テンコさん！　なぜ私の目を!?　なぜ目を!?」

　彼女の純粋な疑問を無視して、テンコは自室へと戻って行った。久美子だって人間ではないのだ、急所に熱湯をかけたぐらいでどうこうなるものでもあるまい（と、思う）。

「さてはて赤ちゃん、ママのお帰りでちゅよぉ」

　赤ちゃんになった佐さ間ま太た郎ろうは、ベビーベッドに寝かされていた。ミルクを温める前に、ベッドを組み立てて寝かしておいたのだ。

「はい、ゴハンの時間でちゅ」

　彼女が顔を近づけると、佐間太郎は混乱しながら声を出した。

「はぶだぶっ、はぷぅー」

　どうやら、上う手まく喋しやべることができないらしい。テンコは赤ちゃんが佐間太郎だなどということは一切考えるわけもなく、「んにゃー！　かわいい！　んにゃー！　キュート！」などと連呼している。

　佐間太郎はベビーベッドに寝転びながら、自分の状態が普通ではないことに気づき始めていた。どうやら自分の体は恐ろしく小さくなってしまったようだ。さらに、会話をしようとしても言葉が上手く出てこず、自分が佐間太郎であることも伝えられない。

　さらに、猛烈に頭がグルグルしている。なにがなにやらわからない。

「抱っこして欲しかったんでちゅか？」

　毛布に包くるまったままの佐間太郎を、テンコはゆっくりと抱きかかえる。その時、彼は自分が赤ちゃんになってしまったことをハッキリと悟った。

　しかし、なぜ赤ちゃん？　そもそも、どうしてテンコが自分の面倒を見ているのだ。

　そういえば、と佐間太郎は思った。いつだったか、テンコは家の前に落ちていた赤ちゃんを拾って、自分の子供のように育てていたことがあった。テンコ自身は覚えていないだろうけど、赤ちゃんにメロメロになっていたのだ。母性本能が人一倍強いのだろうか。

「はい、ミルク」

　テンコは佐さ間ま太た郎ろうの口に哺ほ乳にゆう瓶びんの吸い口を突っ込むと、熱湯を注ぎこんだ。

「ばひいいいいいん!!」

「ああああ、ご、ごめんね、あちかった!?　もうちょっと冷ませばよかったかな？」

　ベッドに佐間太郎を寝かせ、口元をタオルで拭ふく。

「はにゅにゃぁぷぅ（なんで？　どうして俺おれが赤ちゃんに!?）」

　佐間太郎は混乱した頭で必死に考える。だが、答えはどこにも見当たらない。こんな酷ひどいことがあっていいのか、目が覚めたら赤ん坊だなんて、悲劇じゃないか！

　だが彼は、この直後にさらなる悲劇を迎えることになる。そう、テンコとメメの二人がかりによるオムツ交換だ。




　すんすん。すんすん。

　佐間太郎は泣いていた。テンコとメメに、生まれたままの姿を見られてしまった。両足首を摑つかまれ、ちょいと上に持ち上げられたのだ。それはもう、大事なところが丸見えである。こんなことあっていいのだろうか。すんすん。

　テンコは泣き続ける佐間太郎をあやしていたが、一向に泣き止やまないので困惑してベッドに寝転がる。結局、学校からの鬼ダッシュが相当疲れたのか、そのまま眠り込んでしまった。佐間太郎はベビーベッドに寝転がりながら、すんすんと泣き続けた。

　ああ、こんな屈くつ辱じよくあっていいのだろうか。見られたよ、全部。オール。

　その時、部屋のノブがゆっくりと回され、静かにドアが開いた。僅わずかに開いた隙すき間まから見えたのは、病人セット（マスク、体温計、ドテラなど）に着替えた久く美み子こであった。半裸で床を転げ回っていたのが悪かったのか、彼女の顔色は余計に悪くなったように見える。それでも、テンコがなにかを隠しているのが気になって、こうして部屋に忍び込んできたのだ。

「久美子よ、テンコは寝ているかな？」

「しっ。静かにしてください。寝てるみたいですけど」

　パタパタと小さな羽の音も聞こえてくる。どうやら、久美子と一緒にスグルもいるらしい。どうしてスグルが家に戻ってきているのか佐間太郎は不思議でならなかったが、今はそんなことを気にしている場合ではない。なにしろ、自分は赤ちゃんになってしまったのだ。

　久美子とスグルは泥棒のように抜き足差し足で部屋に侵入すると、後ろ手でドアを閉めた。その音でテンコは「うにゅ……」と寝息を漏らしたものの、ぐっすりと眠っていたので起きる気配はない。

「ブタさん、あれってベビーベッドですかね？」

「ブタではない。スグルだ。そしてあれは、ベビーベッドだな」

　恐る恐るベビーベッドに近づき、久く美み子こはそっと覗のぞき込む。佐さ間ま太た郎ろうは「だぁふぅ、ままむぅー？（久美子さん……俺おれ、わかる？）」と、小さく呟つぶやいた。

「!!」

　彼女は「んまっ！」という顔になったが、下唇を嚙かんで声を出すのを我慢する。どうやら、赤ちゃん佐間太郎は結構かわいいらしい。久美子のハートもガッツリ摑つかんだようである。スグルはパタパタと飛びながら、彼女に囁ささやいた。

「なぜテンコの部屋に赤ちゃんがいるのだ？」

「さ、さぁ。わかりませんけど……。この赤ちゃん、キャワユィですね……ごほごほ。でも、どこかで見たような顔してますよね、この子……」

　うっとりとした顔で赤ちゃんを見ながら、久美子は考える。なぜテンコの部屋に赤ちゃんが。そして、誰だれかの面影が。うーんうーん。

　言葉の話せない佐間太郎は、目をつかってどうにか意思表示ができないものかと、何度も瞬まばたきをしてみる。

「ん？　この赤ちゃん、泣いてたみたいですね。目が腫はれてます。それに、ちょっと様子が変ですね……」

「はぷはおはー！（おおっ、さすが久美子さん！）」

「オムツかな？」

「!!（!!）」

　久美子は佐間太郎の下半身をサクッと丸出しにして確認すると、「うん、オムツじゃないみたいです」と言って元に戻した。

「すんすんすんすん……」

　この短時間で三人の少女に股こ間かんを見られてしまったのだ。もう泣くしかない。

「あれれ？　泣いちゃったのかな？　うーん、謎なぞは深まるばかりですが、今回はこの辺で……」

　熱のある頭で考えるのは無理らしい。とりあえず彼女は、今日の調査はこれで終了と自室に戻ることにした。

　眠っているテンコに気づかれないようにして部屋を出ると、メメがジーッと久美子のことを見ていた。

「はっ！　メメちゃん、いつからそこに！」

「さっき」

「そ、そう」

「久美子お姉ちゃんも、赤ちゃん見てたの？」

　なんだ、メメはもう赤ちゃんのことは知っていたのか。もしかして、知らないのは自分だけだったのだろうか。

「赤ちゃんのこと、みんな知ってるの？」

「ママは知ってる。美み佐さお姉ちゃんは……たぶん興味ない」

「そ、そうね。確かに美佐さんが赤ちゃんに興味を示すとは思えないけど……。でも、あの赤ちゃん、テンコさんどこから連れてきたのかしら？」

「……さぁ？」

「謎なぞね。……くしゅんっ」




　すんすん。すんすん。まだ佐さ間ま太た郎ろうは泣いていた。久く美み子こならわかってくれるかもしれない。そんな、なんとなくな希望も消え去ってしまった。あのブタだって、大天使なら気づいてもいいようなものを、まったくそんな素振りは見せなかった。

　それにしても、ブタ。ちょっと見た目が変わっていたような気がする。今まではツルッとしてた体のラインが、微妙にゴムッという感じになっていた。やはりどこかで生まれ変わってきたのだろうか。恐るべし大天使。

「んにゃ……」

　テンコはベッドの上で猫のように体を伸ばし、「んぅぁ」と小さくうめいた。目を覚ましたようだが、まだ寝ぼけている。

「んー……」

　テンコが自然に睡眠から覚める瞬間を見たのは初めてだろうか？　別段不機嫌になっているような様子もないので、案外寝起きはいいらしい。彼女はゆっくりとベビーベッドの方を向く。

「あ、そうだ、赤ちゃん……」

　目をこすりながら近づいてくるテンコに、佐間太郎はアピールしようとする。俺おれだよテンコ、佐間太郎だよ！　なんでかわかんないけど赤ちゃんになっちゃったんだ！

　しかし、したくてもできなかった。

「あれ？　また泣いてるの？　オムツ？」

「…………」

　その後の展開を考えると、黙るしかない佐間太郎であった。

「違うのかな？　一緒に寝る？」

　テンコは佐間太郎を抱き上げると、そのままベッドに静かに寝転がった。

「むにゃ……おやすみ、赤ちゃん」

　そう言って、またスゥスゥと寝息を立て始めてしまう。

「ばぶばぶ（っだよ、俺だって気づけよ、まったく……）」

　このまま起きていても仕方ないと思った佐さ間ま太た郎ろうは、あきらめて寝ることにした。もしかしたら、明日の朝になれば元に戻っているかもしれない。

「おはふぷぅ（おやすみなさい）」

　そう言って、彼は深い眠りについた。

　けど、すぐ起きた。

　寝ぼけたテンコが、彼のことをギュッと胸元に引き寄せたからである。まるでヌイグルミを抱いて寝るようにして、佐間太郎のことを抱きしめているのだ。

「…………（…………）」

　彼は、どうしていいかわからなかった。ええいっ、なにすんだっ！と押しのけようとしても、強く抱きしめられていてどうすることもできない。それに、その、なんちゅうか、心地良かった。テンコの体温が伝わってきて、テンコの香りが胸に届いて、今はどうせ赤ちゃんなんだし、このままでもいいかなという気分になる。

「むにゃぷぅ」

　テンコは妙な寝息を立てて、さらに佐間太郎を引き寄せた。それほど大きな胸ではないはずだが、赤ちゃん佐間太郎にとっては十分すぎるほどのビッグマウンテンである。正直言って、完全に胸に顔が埋まっていた。息ができないぐらい、押しつけられていた。

「かぷぅ（苦しい）」

　だが、まあ、いいや、と彼は思う。だって俺おれは赤ちゃんなんだ。こうして誰だれかの胸に抱かれて眠ることぐらいあってもいいじゃないか。うんうん、これでいいのだ。

　甘いお菓子に包まれて眠ったら、きっとこんな感じだろうな。生クリームでできたベッドみたいだ。こんなに優しい寝心地だったら、嫌なことも全部忘れてしまいそうだ。

「あぅ（あれ？）」

　嫌なこと。嫌なことってなんだ？　背中に氷をひとかけら落とされたように、深い不安が佐間太郎を襲った。大切なことを思い出しそうだが、この心地良さに溺おぼれていたい。ああ、なにか忘れているような気がする。むしろ、忘れようとしているのだろうか。

　まぁいいか、明日になったら思い出すかもしれない。

　佐間太郎は、あえて考えることは止やめ、大人しく寝ることにした。背中の氷は、しばらくの間は冷たく残っていたけれど、それも眠りが深くなると共に消えていった。




　翌朝、テンコはいつもと同じ時間に起き、いつもと同じようにして朝食を作った。それから部屋に戻ってきて、あらためて赤ちゃんと向き合う。毛布に包くるまっている赤ちゃん。

「かわいい」という理由だけでさらってきてしまったが、学校に連れていくわけにはいかない。かと言って、家に置いておくのも心配である。むむむ、どうするべきか……。

「どうするんですか、その赤ちゃん」

「ぎゃ！　く、久く美み子こさん……」

　いつの間にか彼女の部屋のドアは開いており、病人久美子が鼻をすすりながら立っていた。

「久美子さん、赤ちゃんのこと知ってたの？」

「はい、昨日、コッソリ覗のぞかせて頂きました。テンコさんも無茶しますね……。どういうことなんですか？」

「それがその……かくかくしかじかで」

「かくかくしかじかじゃわかんないですよ。ちゃんと言ってください。けぽけぽ」

　テンコは佐さ間ま太た郎ろうを抱き上げると、久美子から隠すようにする。

「ちょっと、大事な赤ちゃんに風か邪ぜうつったら大変じゃない。病人は大人しく寝ててください」

「でも、その赤ちゃんをどうしたのかを教えてもらわないと。まさか……」

「さらってないです」

　言われる前に自分で否定。相変わらず自分で自分の首をしめてしまうのだった。

「……天使のくせに人さらいですか？」

「だから違うって言ってるじゃないですかっ！」

「じゃあ、どうしたんですか、赤ちゃん」

「それはその……この子は……」

　佐間太郎は半分眠ったまま、二人のやりとりを聞いていた。むにゃむにゃ。そんなのどうでもいいじゃないか。俺おれは今、眠いんだ。

　この心地良い眠りを邪魔しないで欲しい。眠っていれば、嫌なことも忘れてしまう。赤ちゃんでいれば、みんな優しくしてくれる。

「この子は……あ、あたしの子です！　昨日産みました！」

「またそういう噓うそをつく！　真面目まじめに答えてください！」

「本当だもんっ。隠し子だもん。名前はフトシ！　いいから久美子さんは寝ててください、風邪が悪化して即死しちゃいますからねっ！　っていうか、朝ゴハンとかちゃんと作ってるんだから、人さらいぐらい、いいじゃない!!」

　問答無用で久美子を押しのけ、自室のある二階から一階へとおりる。居間では美み佐さとママさんが朝食を取っていた。メメは、もうでかけたらしい。

「なによそれ、誰だれの赤ちゃん？」

　美佐は鮭さけの切り身を口にホクホクと入れながら、テンコが抱える佐間太郎を指差す。

「間違いなく、あたしの赤ちゃんです」

　彼女はハイッと大きく手を挙げて言った。どしてすぐバレる噓をつくのだろう。

「ほー、ところで佐間太郎、昨日は結局帰ってこなかったのよ」

「えっ、本当ですか!?　まぁ、別にいいですけど……」

　一瞬は戸惑ったようだが、すぐになにかに引きずられるようにしてテンコの表情は変わった。ケンカのことを思い出したのではない、他ほかのことが原因のように見える。

　フム、とお箸はしを口にくわえつつ、美み佐さはテンコを観察した。佐さ間ま太た郎ろうのことをどうでもいいと言っているのは、強がりなのだろうか？　それとも？

「昨日ちょっとあいつに色々言ったから、ヘソ曲げて帰ってきてないのかもね。進しん一いちんとこでも行ってるのかな。それとも、他の女だったりして」

　他の女と言われ、さすがのテンコも反応する。

「ちょっと、美佐さんっ!?」

「うしゃしゃ、冗談っ。あいつにそんな甲か斐い性しようがあるとは思えないからね」

　テンコなのか久く美み子こなのか、男ならハッキリしなさいと言ったものだから、どこかで悩んでいるのかもしれない。美佐はそう考えた。まさか、テンコの胸に抱かれる赤ちゃんが佐間太郎だとは、彼女とて想像もしない。

「ところであんた、学校遅れちゃうよ？　どうすんの？　赤ちゃん連れてくの？」

「そうもいかないですよね……ど、どうしよう」

　と、それまで黙っていたママさんがパスーンと立ち上がり、口からお米を撒まき散らしながら言った。

「ママさんに任せて！　これでもママさん、女神だし！」

　断言であったけれど、意味のわからない断言であった。ママさんは「はいはいはいはいはい」と言いながら佐間太郎をテンコから奪い取り、ユラユラと胸元で揺らす。

「ほら、さっさと学校行きなさい。ちゃんとママさんが面倒見てあげるから」

「だ、大丈夫ですか？　全すべての意味において……」

　テンコは眉まゆをひそめて、疑わしげに聞いた。

「大丈夫に決まってるでしょ！　ママさん、四人の子供を育ててきたのよ？」

　確かに彼女は母親として、美佐、佐間太郎、テンコ、メメを育ててきたのだ。料理や掃除はテンコに任せっきりだし、母親としての威い厳げんなどどこにもないが、それでも一応経験者なのである。テンコは渋々頷いうなずた。

「わかりましたよぅ。あたしが帰ってくるまで、ちゃんと面倒見ててくださいね」

「もちろんよ！　はい、いってらっしゃい、いってらっさーい！　車とダンプに気をつけてねー！」

　ママさんはルンルンと手を振りつつ、テンコの背中を蹴けって玄関まで誘導し、そのままドアから追い出した。

「はぁうっ」

　前のめりになりながら、テンコは閉じたドアを心配そうに振り返る。

「大丈夫かなぁ。ママさんに任せて、本当に大丈夫かなぁ」

　結果は二秒後。




「だはだだぶあだ（だあだぁああぁ、やめてくれぇえ!!）」

　全然大丈夫じゃなかった。

　テンコとメメが登校を終えた神かみ山やま家には、美み佐さとママさんしかいない。つまり、底抜けにいい加減なコンビである。唯一真面目まじめな久く美み子こは病人スタイルで布団ふとんに潜っている為ため二人の行動を止める人物は存在しないのだ。

　ちなみに、さきほどの絶ぜつ叫きようは赤ちゃん佐さ間ま太た郎ろうの絶叫である。ママさんはソファの上に彼を寝かせると、そのオデコに水を一滴、一滴、同じ感覚でピチョン、ピチョン、と垂らし続けているのだ。

「ねぇ……、なにしてんの？」

　おせんべをかじりながらテレビを見てた美佐も、その意味不明な行動に思わず口をはさむ。

「これ？　拷ごう問もん？　昔どっかのテレビで見たのよね。なんだかね、一定のリズムでオデコに水を垂らし続けると、どーかなっちゃうらしいのよ」

「へー。赤ちゃんをどうかしたいの？」

　美佐の質問に、ママさんは「うーん」と考えてから「だって佐間太郎ちゃんがいないんだもの、暇ひまじゃない？」と答えた。つまり、暇つぶしである。暇つぶしで拷問をしないで頂きたいものだ。女神なのに。

「もっと母親らしいことにしなよ。ほら、例えば」

　美佐はママさんの拷問によってグッタリしている佐間太郎を抱え上げ、自分の頭より高い位置でユラユラさせる。

「はい、高いたかーい」

　見た目は赤ちゃんでも、実際は高校生なのである。こんな子こ供ども騙だましをされて、佐間太郎が喜ぶとでもいうのだろうか。

「きゃっきゃっ（おわっ、高い！　ちょっと楽しい！）」

　子供だから騙されてしまっていた。いつもは意地悪な美佐も、素直に赤ちゃんをあやしているようだ。そんな楽しげな様子を見ていて、不服なのはママさんである。わかりやすく人差し指をチューとくわえながら「イイナー、ママさんもキャッキャッしたいー」と頰ほおを膨らませている。そう思うのだったら、まず最初のコミュニケーションに「拷問」を選択しなければいいと思うのだが。

「じゃあほら、ちゃんと優しく扱ってよ？」

　美佐が大事そうに佐間太郎をママさんに手渡す。

　思わず渡すのをためらうほどに目がギンギラ輝いていたが、それは気にしない。

「うんうん、早く早く、早くママさんに赤ちゃん渡してよぅ（以上を二秒で言った）」

　ゆっくりと手渡される佐さ間ま太た郎ろう。ママさんの胸は、テンコよりも美み佐さよりも柔らかく、例の脱皮の成果なのか、プルプルと生き物のように潤うるおっていた。

「はいじゃぁ赤ちゃん、高い高いでちゅよー。えいっ！」

　ほぼ美佐の予想通り、ママさんは全力で佐間太郎を上空へと放り投げた。ガコン、という音と共に天井にぶつかった彼は、スローモーションで床に叩たたきつけられる。

「ほーら赤ちゃん、今ね、雲の上みたいだったでしょう？　『高い』と、『他界』をかけてみた女神ジョークなのよ！　おほほほ！　イッツ、タバスコマジック！」

　タバスコは関係ないし。ともかく佐間太郎は虫の息で、どこかに逃げようと視線をさまよわせる。このままでは、ママさんになにをされるかわからない。

「そういえば美佐ちゃん、ベビーカーなかったっけ？」

「ああ、物置にあったような気がする。メメが使ってたやつでしょ？」

「そう、それ！　赤ちゃん、一緒にお散歩行きましょうねーん★」

　嫌な予感とかそういうレベルの話ではなかった。確実になにかが起こるという確信であった。そして、もちろんその確信は現実のものとなる。

「サマターベイベーアッハーン♪（なんか夏っぽい感じの歌）」

　まず忘れてはいけないのは、季節は冬であるということ。そして、世田谷せたがやの町には雪が積もっているということ。それを踏まえた上で、想像して頂きたい。

　ママさんは髪の毛をアップにして、上半身はおヘソの見えるタイトなタンクトップ、下半身は太もものところでカットされたホットパンツをはいていた。さらに足には、物置の奥に転がっていたローラーブレードを装着している。

　フロリダの青い空の下だったら似合いすぎるほど似合うスタイルだが、ここは十二月の日本である。さらに言えば、シュカーシュカーとゴキゲンに雪の上を疾しつ走そうするママさんの前では、ソリ仕様となったベビーカーで佐間太郎が悲鳴を上げている。

「あびぁばばあぶあぶあぁ（危ない！　ぶつかる！　てか寒い！　ひぃいぃ！）」

「おほほほほ、赤ちゃんたら喜んじゃって、あぁ、佐間太郎ちゃんが子供の頃ころを思い出すわねー」

　自分が子供の頃にもこんな危険なことをやっていたのだろうか。想像したくもなかったが、ママさんは勝手に思い出の海に足を浸ひたし始めた。

「ああ、あの時は一緒にサンバ踊ったのよね、ブラジルの人と。それにサッカーのスタジアムで鬼ごっこしたわよね。佐間太郎ちゃん足遅いから、ママさんチームの圧勝だったわねー」

　サンバのことは覚えてないが、鬼ごっこのことはなんとなく覚えている。誰だれもいないスタジアムで、佐さ間ま太た郎ろう一人と他ほかの家族全員（と、大天使が百人ぐらい）が鬼ごっこをしたのだ。勝てるわけがない。囲まれた時の恐怖ったらなかった。

「あら、木き村むらさんっ」

「あら、神かみ山やまさん」

　ママさんはローラーブレードをスライドさせ、急ブレーキをかけた。ザザザッと雪を跳はね上げ、猛スピードで走っていたベビーカーは止まる。近所の木村さんが買い物袋をさげ、歩いているのを発見したのだ。

「神山さん、つい最近まで冬眠してたって聞いてたけど、もう元気になったの？」

「はい、おかげさまでー。見ての通りのフロリダ娘ですのよ、おほほほ」

「あら本当、お若いわね。おほほほほ。ところでフロリダってなんですの？」

「日本はフロリダの七割をアメリカからの輸入に頼ってるらしいんですってよ？」

「あらそう！　おほほほほほ！」

　なんという会話だろうか。主婦の会話って、ここまで意味不明でもＯＫなのか。

　それから二人はキャッキャと騒ぎながら、近所のスーパーで特売が云うん々ぬんなどという話をしだした。佐間太郎、放置である。こうやって母親が井い戸ど端ばた会議に夢中になっていると、ろくなことにならない。そう、今だって、彼に危機が迫っているのだ。

「んんぅ？　もぷ？（な、なんだ？　動いてないか？）」

　すっかり近所の主婦と女神が馴な染じんでいる頃ころ、佐間太郎を乗せたベビーカーは、ゆっくりと滑り始めた。もしかして、と顔を上げてみると、そこはなだらかな坂道になっている。なだらかな坂道の向こうには、交通量の多い道路が。この展開は、かなりありがちだが、やっぱり、そうなのだろうか。

「おあぷぅ！　ぱぱぱぷ！（オフクロ！　やばいって!!）」

　スルン、という、スイッチが入ったような感覚があった。その途端、改造ソリベビーカーは、ものすごい勢いで坂道を滑り出す。

「うあおああおあおあおあおあ！（うおあおあおあおああ！）」

　佐間太郎の悲鳴に気づいたフロリダ娘は、「ああぁつ!!　赤ちゃんが!!」と、妙に嬉うれしそうに叫さけんだ。どうも、こういうシチュエーションを楽しんでみたかったという悪意を感じる。

「誰だれか助けてください！　うちの子供がダンプに！　でっかいダンプに!!」

　ママさんはどこから取り出したのか、オレンジをばら撒まいて坂道に転がしている。たぶん、深い意味はない。雰囲気作りである。

　ベビーカーは際限なく速度をあげ、今から彼女が追いかけても手遅れである。

　そこに、いかにも頼りがいのある声が響いた。

「任せてください！　私があの子供を守ります！」

　スグルだった。

「えいっ！　やああっ！」

　タパ　タパ　タパ　タパ　タパ　タパ　タパ　タパ。

　ビックリするぐらい遅かった。

「ああっ、昨日、メメさまに入れられた小銭が負担に！　小銭が!!」

　次第に高度は下がり、雪の上にコテンと転がる。わずか三メートルほどしか飛んでいなかった。

「ふぅ。休きゆう憩けい」

「休憩じゃないでしょー！　もっと頑がん張ばってよーもー！」

　ママさんはカカトが自分の後頭部につくぐらいまで足をあげると、そのまま全力でスグルをシュートした。生ゴム貯金箱として生まれ変わったスグルは、グルグルと回転しながら、ものすごい勢いでベビーカーに接近する。

「やった！　これなら間に合うわ!!」

　ママさんがガッツポーズを取る横で、木き村むらさんは冷静に言う。

「で、どうやって助けるの？」

「……ファイト！　スグルッ！」

　とりあえず木村さんは無視した。スグルはゴリンゴリンと回転しながら、吸い込まれるようにしてベビーカーへ向かい、最終的に激突した。バッカーンとベビーカーは大破し、佐さ間ま太た郎ろうは空中に投げ出される。

「はぱぱぱぱぱぱぱ！（おわああああ！）」

　宙で弧こを描くように飛んだ彼は、ポスン、とたまたま通りがかった通行人の胸に着地した。

「ちょっとママさん……なんで赤ちゃんが空を飛んでるんですか？」

　それはテンコだった。ママさんに赤ちゃんを任せるのが心配で、早退してきたのだ。ちなみに、生ゴムスグルはダンプやらトラックやらワゴン車やらにガンガンぶつかり、ピンボールのように道路を跳はね回っているが、それはそれ。

「いや、テンコちゃん、その、あの、ママさんちょっとフロリダ娘気分を味わいたかったの。あとほら、坂の上からベビーカーがね、滑るとかって定番でしょ？　あとオレンジとかリンゴ転がしたりとかね。だから、えと、……やっちゃった」

　ペロッと舌を出すママさん。反省の色、圧倒的に、なし。

「もうママさんにはこの子は任せません！　あたしが一人で面倒見ます！」

　プリプリと怒りながら、テンコは帰って行ってしまった。残されたのは大破したベビーカーと、フロリダ娘っぽいママさん。そして木村さんとこの奥さんと、道路の上でピクピク痙けい攣れんしてるスグルだけであった。




「ごめんね、怖かったでしょう？　かわいそうなフトシ……」

　いつから俺おれフトシ？　そう思いながらも、佐さ間ま太た郎ろうはテンコに頰ほおをなでなでされるのが嫌ではなかった。寒い中ソリで疾しつ走そうさせられた後に触れる彼女の肌の温もりは、なによりも彼の心を穏おだやかにさせた。テンコの部屋で、しばらくベッドの上で抱きしめられていると、冷え切っていた体が徐々に温まっていくのがわかる。彼女の香りが鼻を通って、胸をすり抜け、指先にまで浸透していく。

「身体からだ、冷えちゃったのかな？　じゃ、一緒にお風ふ呂ろ入ろっか？」

「はぷぷ!?（なにっ!?）」

「どちたの、そんな驚いた顔して。だって冷えちゃったでしょう？　ちゃんとポカポカするでしゅよ？」

　ポカポカするでしゅか！　していいのでしゅか！　佐間太郎の頭の中は、桃色な妄想でいっぱいになった。ああ、これはさすがにマズイのではないのか。お風呂ということは全裸ということではないか。全裸ということは、もう、なんというか、こう、見えてはいけないものまで見えてしまう人類最強のシチュエーションなのではないか。

「えと、タオルと……お着替えと……よし。じゃ、行くよ？」

「だー（いやぁ……）」

　否定とも肯定とも取れる声を、とりあえず出してみる佐間太郎であった。

「あれ？　嫌なの？　じゃあ今日はやめよっか？」

「ばぶ！　ばぶ！　きゃっきゃ！　はにゃー！（いや、噓うそ、入る！　入るから！）」

「うふふ。本当は入りたいのに。もう、かわいいんだから」

　オデコをツンッと突っつかれた後、軽く抱き上げられる。一緒に入りたいことを、必死にアピールしすぎただろうか。ちょっと後悔しつつも、目の前に差し出されたナイス混浴というアイデアに抵抗はできない。身体は赤ちゃんでも、心は高校生なのだ。

　脱衣所にいくと、本来は洋服を入れるカゴに佐間太郎は寝かされた。その前でテンコは、スルスルと制服を脱いでいく。ああっ、これは見ていいのか、イカンのか、どうなのだこれはっ。パサッ。あ、なんか顔にかかった！　見えません！　隊長、なにもかもが見えませんがどういうことでしょうか！　この赤ん坊の自分に、布ッキレをどかす力はありません！　助けてください隊長！　自分に視界をください隊長!!

「あ、ごめんごめん。キャミが……」

　視界が元に戻ると、テンコはすでに裸になっていた。胸の部分からバスタオルを巻いてはいるが、太ももなどは露あらわになっている。それにしても、さっき、自分の顔にかかった布を「キャミ」と彼女は言った。キャミと言えばやっぱり、キャミリーレストランのことではなく、キャミソールであろう。ずっと彼女の肌に触れていたものが、顔にかぶさっていたかと思うと、底抜けに胸がドキドキしてしまう。っていうかキャミリーレストランってなんだろう。略すとキャミレスだろうか。

「さ、じゃあ一緒に入りまちゅよーぅ」

　テンコは佐さ間ま太た郎ろうを裸にすると、「ん？」という顔をしたが、そのまま一緒に浴室へと入った。

「なんか昨日見た時とオチンチンが違うぞ？」

　ワ─────。なに言うてますねん！　天使のテンコ、ヒロイン、そういうこと言っていいのだろうか。佐間太郎は顔を真っ赤にしながら、できればゴロゴロとその場を転がりたかった。ひとまず彼女はぬるま湯で彼の身体からだを流し、自分は湯船に入った。

　赤ちゃん佐間太郎を大事に抱えつつ、二人してあったまる。素肌と素肌がふれあい、トクントクンと心臓の音が聞こえる。次第にテンコの肌から汗の玉が浮き出て、それがいくつかあわさって大きな玉になり、そのまま湯船に落ちていく。

「はぁ、気持ちいいね」

「ばぶ……（はぃ……）」

　こうして二人でゆっくりする時間なんて、あまりない。しかも裸の付き合いだなんて、前の身体だったらあり得ない。佐間太郎はお風ふ呂ろの湯気の中で、自分の名前を言ってみた。

「みゃみゃたろー」












「うん？　どしたの、フトシちゃん」

「みゃみみゃたろ」

「みゃみゃたろ？　ままたろう？」

　おしいっ。おしい。もうちょっとだ。って、もし正体がバレたら、このシチュエーションは相当マズいんじゃないだろうか。そう思いつつも、必死で自分が佐さ間ま太た郎ろうであることをアピールする。

「さぁみゃたぼー」

「さまたぼう？　なに？　なにを伝えたいの？」

　彼は唇を舐なめ、ゆっくりと、正確に、言葉をつむいだ。

「さまたろおぅ」

「さまたろう？　佐間太郎？　ああ、佐間太郎ね!!」

　そう！　ようやくテンコは彼の意思を汲くみ取ってくれた。後は、赤ちゃんが佐間太郎自身だということをわからせるだけだ。いや、だけのはずだった。だが、彼女の口から出た言葉は、意外な一言だった。

「佐間太郎って、誰だれだっけ？　なんか聞いたことあるけど……うーん。ま、いっか」

「ぷえ？（え？）」

　テンコにふざけている様子はなかった。どこまでも真面目まじめに、そう言ったのだ。








第三章　いつかの彼氏







「それじゃあいってきまーすっ」

　テンコは佐さ間ま太た郎ろうを背負い、玄関から出て行った。彼女が赤ちゃんを拾ってきたことは神かみ山やま家では周知の事実となっていたが、誰だれもそれを深く考えたりはしていない。

　まあ、きっとすぐにあきるだろう。どうにかなるだろう。赤ちゃんはしかるべき場所へ帰っていくだろう。

　そんなお気楽な思想が蔓まん延えんしている神様家族なのである。ただ一人を除いて。

「じゅるずばぼえぶぶっ、あの赤ちゃん、誰かに似てるんですよねぇ……」

　それは、風か邪ぜを引きっぱなしの久く美み子こであった。彼女はよほど寒いのか、以前のママさんと同じくコタツを亀かめの甲羅のようにして家の中を徘はい徊かいしている。

「あらチョロ美、それママさんの真ま似ね？　やーねー、そんなことしたって美しくはなれなくってよ！　脱皮は女神の特権よ！　おほほほほ！」

「違います！　寒いからコタツ入ってるだけです！　脱皮なんてしたくありません！」

　玄関でテンコを見送った久美子は、ピョコンとコタツに顔を引っ込め、その中で胎児のように丸まって考える。

「神山くんは帰ってこないし、テンコさんは赤ちゃん拾ってきてるのに、どーしてみんな冷静でいられるのかしらっ。うううう」

「久美子よ、それはだね」

「わあああ！　ゴムくさいっ！」

　不意に目の前に現れたブタの貯金箱に久美子は驚いた。スグルはちょっとだけ「失礼な」というふうな声で鳴いたが、失礼もなにも本当にゴムくさいのだから仕方がない。赤外線の熱が、彼からゴム臭を発散させるのである。

「あ、ごめんなさいブタさん。ええと、その、なんですか？」

「うむ。どうして冷静でいるのか。それはだね、もう神山家のみなさんは、色々な危機を乗り越えてきているのだ。だから、些さ細さいなことでは動じないのだよ」

「な、なるほど。確かにその、私もご迷惑をおかけしたこともありました」

「ダイジョウブヒー」

　そんなところでブタっぽいアピールはいらない。

「しかしテンコのやつ、ちょっと変じゃなかったか？」

　高温の密室で、徐々に近づいてくるスグル。久美子は微妙に顔を背そむけながら返事をする。ゴムくさい。むしろ、長靴くさい。長靴のにおいがするぞ、このブタ。

「確かにちょっと変かもしれなかったですね」

「どうだい久く美み子こよ。私と一緒に学校に調査に行かんかね？　いわばスクール調査に行かんかね」

「……いわばなくてもいいですけど、ちょっと心配なので、調査はしたいですね」

「ＯＫ。そうと決まったら変装だ」

「変装？」




　流されているな、と佐さ間ま太た郎ろうは感じていた。ただ、その流れに身を任せるのが快適であった。あまり深くものを考えずに、誰だれかに面倒を見てもらうだけの生活。彼の思考能力は徐々に弱まり、そういうことを当たり前だと感じるようになっていた。

　今もテンコに背負われているが、なんの違和感もない。これでいいのだ、こういうことなのだ。今の俺おれは赤ちゃんなのだ。だから背負われていて当然なんだ。

　昨日、お風ふ呂ろの中で彼女の言った言葉も、彼の中ではすでに過去のこととして薄れている。

「ばぶばぶばぶぅぅぶなぶっ（なんで俺のこと忘れてんだよ、意味わかんないっての。まーでも赤ちゃんの姿してるし、しょうがないのかね。それにしてもショックだったよなぁ……。あれ？　なにがショックなんだっけ？　あ、そうだ、テンコに忘れられてたことだ。……ん？　忘れた。忘れ……。お？　テンコは、なにを忘れてたんだっけ？）」

　波打ち際に作られた砂の城が崩れるようにして、佐間太郎は少しずつ損そこなわれていく。

「テンコちゃんおっはよー!!　昨日は早退してたけど、具合でも……って、あれ？　愛あいちゃん、ちょっと見てみなよ……」

「なに、進しん一いちくん」

「ほら、テンコちゃんの背中」

「ん？　あ、赤ちゃんだ！」

　通学路で出会った進一と愛は、テンコの背負った赤ちゃんを見て驚きの顔を見せた。学校に赤ちゃんを連れてくる生徒など普通はいないのだから、当然の反応とも言える。

「えーとね、これは、えーと、あたしの子供でフトシです。よろしく」

「え、あ。よろしくフトシくん」

　進一はとりあえず頭をさげた。愛はテンコの背後に回って、佐間太郎の頰ほおをツンッと触る。

「わ、かわいい。でも、この赤ちゃんどうしたの？」

「だからあたしの赤ちゃんだってば。この子は赤ちゃんなの。ただの赤ちゃん。だからそれ以上でもそれ以下でもないないの。わかったらさっさと歩くの！」

　言ってることはよくわからないが、まぁテンコのことだから仕方ないと二人は納得するふりだけした。しかし、なぜフトシ？　たぶん適当なのだろう。

「あ、そういえば佐さ間ま太た郎ろうは？　あいつ、また休み？」

　思い出したように進しん一いちが言う。しかし、テンコの反応は彼にとって不可解なものだった。

「佐間太郎？　……誰だれそれ？」

「誰って……え？」

　彼は助けを求めるようにして愛あいの方を向いた。

「う、うん。神かみ山やま佐間太郎くん。誰って、冗談やめてよ。幼おさな馴な染じみでしょう？」

「幼馴染？」

　真剣に考え込んでしまうテンコ。散々悩んだが、心当たりはなかったようだ。

「わかんない。ま、いいや。学校行こうよ」

　彼女はそう言って、トテトテと駆け出す。進一と愛は顔を見合わせた。

　きっとまた派手なケンカでもして、テンコは佐間太郎を無視することに決めたのだろう。そう二人は思った。それにしても、冗談とは思えないようなそぶりだったけれど。

「ほら、早くー！　遅刻しちゃうよ！」

　遠くで彼女が手を振っている。進一と愛は、仕方なく後を追った。

　テンコの背中で話を聞いていた佐間太郎も、特に反論はなかった。テンコが誰を知っていようがいまいが関係ない。俺おれはもう今までの自分ではないのだ。深く考えることのない赤ちゃんなのだ。なにごとにも悩まなくていい赤ちゃん。

　少女の背中で揺られていると、彼の視界に道路わきの雪だるまが入った。

　雪、なかなか溶けないなぁ。このままもっと降って、世界中が真っ白になればいいのに。誰も彼も区別がつかないくらい白くなって、今も、未来も、過去も、全すべてのっぺりとした白色になってしまえばいいのに……。

　一同が雪道を走り去って行った後、その雪だるまに変化が起こった。ズバンッという音と共に手足が生え、スックと立ち上がったのだ。雪だるまは、そのままザクッザクッザクッと力強く歩き出したが、四歩目で足を滑らせ雪の上でハデに転倒した。その拍子で頭の部分がゴロンと落ち、中から苦しそうな呼吸が聞こえてくる。

「プハー！　ゼィゼィゼィ……」

　中から顔を出したのは、久く美み子こであった。雪だるまは生ゴムで作ったニセモノで、調査用の変装道具だったのだ。

「はぁはぁ……くさくて暑い……でも手足が出てると、そこだけ寒い……」

　雪だるまの丸い身体からだから、頭と手足を出した状態で彼女は文句を言った。そのすぐ近くを、得意げにスグルがプカプカと浮いている。

「ふぅ、バレなくて済んだな。こんなこともあるかと思い、生ゴムで雪だるまを作っておいて正解であった」

「どんなことがあると思って生ゴムで雪だるまなんて作ったんですか！　なんで生ゴムなんですか！　プラスティックでも発泡スチロールでもなんでもいいじゃないですか！　重くて暑くてくさいんです！　密閉されすぎてて酸欠です！　その上、頭かぶってると外からの音がなにも聞こえません！　これじゃ調査できません!!」

　汗びっしょりの久く美み子こを見て、スグルは冷静に言い放つ。

「だが、バレなかったではないか。完かん璧ぺきな変装だ」

「バレないだけで、その他ほかのことがなにひとつできてませんけど……」

「細かいことは気にするな。さ、学校に潜入するぞ」

「まさか、この姿でですか？」

「もちろん」

　スグルは久美子を置いて、さっさと先に飛んで行こうとする。久美子は慌あわてて頭の部分を拾ってかぶり直し、転ばないように歩き出した。その様子を偶然見た近所のサラリーマンは、夜トイレに行けなくなったという。




　テンコが教室に入ると、クラスメイトの視線が彼女の背中に集中した。背中では赤ちゃん佐さ間ま太た郎ろうが、眠そうな顔をしている。

「ねえ、その赤ちゃん……」

　女子生徒が話しかけてきた瞬間、テンコは「これはあたしの子！　以上！　質問禁止！」と叫さけんで、自分の席にドスンと座ってしまった。戦国武将のような豪快な座りっぷりを見て、クラスメイトはそれ以上なにも聞くことができない。きっと、言い訳を考えるのが面倒だったのだろう。これはあたしの子供です、それで納得してください。しないなら戦いくさです。そんな態度である。

　テンコの背中では、佐間太郎が強烈な眠気に襲われていた。濃い霧のように、眠さが頭の中をゆっくりと広がっていく。この感覚はなんなのだろう。早く眠った方が自分のためだと、誰だれかが頭の中で繰り返しているようだ。頭が痺しびれ、世界からゆっくりと意識がはがれ落ちていく。

　もしかして、俺おれは誰かに操られているのではないか。佐間太郎はそう思った。急に赤ちゃんになったことや、大事なことを思い出そうとすると記憶が曖あい昧まいになってしまうこと。

　これは何者かがそう仕組んでいるとしか考えられない。そうでなければ、突然赤ちゃんになるなんてあるはずがない。そうだ。だったら、誰がこんなことを？　どんな力で思考を操作されているのだろうか？

「ねぷぅ（眠い）」

　ダメだ、考えようとすればするほど、眠気が強くなってくる。そんなに考える必要はないのだと誰かが囁ささやいているのが聞こえる。

　今まで、こんなに強力な力を感じたことなどなかった。

　身体からだを赤ちゃんにし、考える意志まで奪い取る。何者がやっているのかわからないが、相当な力を持った人物であるに違いない。

　教室のドアの開く音が、遥はるか遠くで聞こえる。

　そして、その瞬間、全すべての感覚が消えてしまった。

　……ひとつ、ふたつ、みっつほど呼吸をして目を開けると、やはり放課後だった。いつかの時と同じように、記憶が欠落している。テンコは鼻歌を歌いながら、カバンに教科書を詰め込んでいた。

「ごめんねフトシちゃん、退屈だったでしょう？　ぐっすり寝てたもんね」

「だぁー」

　言葉ではなく、声で返事をする。本当に自分が赤ちゃんになってしまったようだ。物を考えるのが面倒くさい。これで通じるのなら、もうなにも考える必要はないのではないだろうか。

「それにしても素敵だったね、先生」

　先生？　先生とはなんのことだろうか。いや、考えるまでもない。考えなくてもいいのだ。佐さ間ま太た郎ろうは親指を口にふくんで、何度か吸った。口を大きく開けて意味のない声を出した。彼は、徐々に本物の赤ちゃんに近づいているようだった。あるいは、実際の赤ちゃんよりも、もっとなにもない世界へ向かっているように思える。思考を放ほう棄きすること。今の佐間太郎は、そのことについてしか興味がないようだ。

　頭の中で、誰だれかが指示しているのがハッキリわかる。考えるな。考えても意味はない。

　どうせどうにもならない。ただの赤ん坊でいろ。世界は平へい坦たんで真っ白だ。頭の中はどこまで行っても壁のない無限の空くう虚きよだ。

「ばぶぅ」

　つまりそれは、ばぶぅの世界。




「ただいまーっ♪」

　テンコが佐間太郎を背負って帰ってくると、雪だるまの首から下だけを装着した久く美み子こが玄関で出迎えた。

「お、お帰りなさい」

「……久美子さん、それなに？　大福？」

「大福に見えますか？　あぁ、確かに見えますね……。いやー、色々あるんですけどね。

　その、取れなくなっちゃって」

「ふぅーん。まぁいいや、あたし部屋に行くね」

「は、はい」

　テンテコテコテンと足取りも軽く、彼女は自室へと向かった。

　身体からだだけ雪だるまな久く美み子この元へ、スグルがペテペテと飛んでくる。

「テンコのやつ、我々がスクール調査しているのには気づかなかったみたいだな」

「それよりブタさん、これ取ってくださいよ」

「しかし……まさか、学校であんなことがあるとは」

「いやだからブタさん、ねえ、この下の部分取れないと、わたし一生このままです」

「まさかテンコが……」

「この生ゴムを早くどうにかしてくださいっ!!」

　ここで、二人による調査の様子を見て頂こう。





　　■






　まず、久美子はさりげなく雪だるまとして校舎に侵入し、スグルは空から屋上へ向かった。二人は怪しまれることもなく（久美子はすれ違う生徒全員に怪しまれていたが「こんにちは、通りすがりの雪だるまです。寒いですね」と一人一人に言い訳をしていた）、屋上で合流。「三階にあるテンコのクラスを、窓から覗のぞく大作戦」を開始したのだった。

　スグルは雪だるま姿の久美子の足を摑つかみ、宙ちゆう吊づりの状態でパタパタと飛ぶ。空中から窓に接近し、教室の中を覗こうという魂こん胆たんである。その様子は、ゲームセンターでヌイグルミを取る例のマッシーンにそっくりだった。

　最初の二秒で雪ダルマの頭の部分は落ち、すぐに久美子はハーフ雪だるま状態になった。しかし奇跡的に一人の生徒にもバレず、彼女は教室の中を観察することができた。

　ホームルームが始まるまでは、なんの変哲もない光景であった。しかし、教師がやってくると教室の雰囲気はガラッと変わった。

　真っ黒なスーツにサングラス、およそ教師とは思えぬ服装をした男は、今までの担任の代理として一昨日おとといからこのクラスを受け持っているそうだ。

　佐さ間ま太た郎ろうがいなくなり、テンコが赤ちゃんを拾ってきたのも一昨日である。

　これは怪しい、と久美子は頭に血を集めながら思った。

　教師の名前は相あい原はら。サングラスを取ると、ナイフのように鋭く冷たい目をしていた。黒ずくめの洋服の中で、血液のような赤をしたネクタイが目立っている。

「あの先生、怪しすぎますね」

　久美子はそうスグルに言った。だがブタは、彼女の体重を支えるのが精一杯で、返事をする余裕などない。

「そ、そうか？　久美子よ、私のことはいいから調査せよ……むぐぐうぅ」

　彼女は相原を見てると、不思議な気持ちになった。認めたくないが、自分と同じにおいがする、と感じたのだ。押し殺すようにして、言いにくそうに呟つぶやく。

「ブタさん、あの先生、もしかしたら悪魔かもしれないですよ」

　相あい原はらの声は、生徒たちを催眠術にかけるようなトーンだった。話している内容におかしな部分はないが、クラスの中にまどろみをうむ、不思議な喋しやべり方だ。

　見えない手が生徒たちの頭をゆっくりと摑つかみ、ひとつの方向へ向かせようとしているふうに思える。

　一番気になったのは、彼は絶えずテンコに視線を送っており、彼女も意い味み深しんに頷うなずいたりしているということだ。相原が悪魔だとすれば、これは「仕組み」を使っているのではないかと久く美み子こは考えた。

　神様が自由に物事を操れる「奇跡」を、女神が相手の気持ちを操る「吐息」を使えるように、悪魔は「仕組み」というものが使える。「仕組み」によってどんなことができるのかは悪魔によって千差万別であり、定義づけすることはできない。「人の夢に影響を与える」仕組みから始まって、大きなものでは「社会の構造を変化させる」というものまである。素早く直接的に物事に影響を与えることが「奇跡」だとしたら、間接的に、時間をかけてゆっくりと、本質から染め変えてしまうのが「仕組み」なのである。












　多くの悪魔は、この仕組みを手に入れるために本来の自分を捨てるのだ。あるいは、この「仕組み」自体が意志を持ったようにして悪魔を飲み込み、より深い場所へと引きずり落とす場合もある。

　世の中でなにか悪いことが起こっている時、世界に大きな変化が訪れている時は、裏で悪魔の仕組みが動いているのは間違いない。だが、それを見つけることは非常に難しい。

「となると、テンコさんの背中にいる赤ちゃんは……」

　久く美み子こは彼女が背負っている赤ちゃんを見て、ひらめいた。もしかして、あれは佐さ間ま太た郎ろうなのではないだろうか。彼は、相あい原はらの仕組みによって無力な赤ちゃんにされてしまったのではないか。

　いや、しかしそんなことあるだろうか。佐間太郎を赤ちゃんにして、あの悪魔になんのメリットがあるだろうか。それに、佐間太郎は仮にも神様の息子である。心を操る程度の仕組みは効くかもしれないが、肉体的に変化させるようなことができるだろうか……。

「どうしましょうブタさん、これは迷いどころです……」

「限界だブー」

「え？」

　スグルはそう言って、久美子の足を離した。彼女は地面にまっ逆さまに落ち、花壇へと突っ込んだ。幸いケガはなかったが、その時の衝撃が原因で生ゴム雪だるまが取れなくなってしまったのだった。





　　■






　その夜、テンコが眠っている間に久美子とスグルは彼女の部屋へと再び忍び込んだ。ママさんや美み佐さに相談しようかとも思ったが、全すべては久美子の思い違いで、教師が悪魔ではないという可能性もある。

　そこで彼女は、あの赤ちゃんが本当に佐間太郎なのかどうか確かめることにしたのだ。

　もし佐間太郎であれば、名前を呼びかければなんらかの返事をするのではないか、ということである。

　夜中の三時過ぎ、久美子は眠い目をこすってテンコの部屋のドアを開ける。中には赤ちゃんを抱きしめて眠る彼女の姿があった。できるだけ物音を立てずに近づき、赤ちゃんに向かって小さな声で語りかける。

「ねえ、か、神かみ山やまくん？　起きてください」

「…………ぷぅ」

　赤ちゃんは彼女の声には耳を貸さず、プゥプゥと寝息を立てている。やはり思い違いだったのだろうか。いや、しかしあの教室の様子を見ていると、勘違いで終わらせることはできない。久美子はもう一度チャンレジしてみる。

「神山くん……」

「…………ぷぅ」

「かみぃやまぁさーまたぁろぉーくぅんっ」

「…………ぷぅ」

「……………………」

「…………ぷぅ」

「…………やだ、ブルマが濡ぬれちゃった」

「ばぶっ!?」

　反応した！　今、あきらかに反応した!!　しかし、なんと情けない反応の仕方であろうか。久く美み子こはため息をついた。だが、どんな一歩でも前進は前進である。

「ねぇ神かみ山やまくん、あなた、神山くんなんでしょ？」

「……………………ぐぅぐぅ」

　しかし、それ以上の呼びかけに赤ちゃん佐さ間ま太た郎ろうが答えることはなかった。むしろ、積極的に彼女の声から逃げようとしている様子さえ窺うかがえた。

「……………………ブルマ」

「ばぶっ!?」

　しかし、この言葉だけには絶対反応するのであった。ある意味、彼が佐間太郎だという絶対的な証拠とも言えよう。ちなみに、この時点で久美子の身体からだには、まだ雪だるまが装着されていたことを付け加えなくてはならない。大福のような格好で、眠っている赤ちゃんに「ブルマブルマ」と呼びかけ続ける久美子もまた、かなり普通ではなかった。




　翌朝になって、ようやく生ゴムだるまの取れた久美子は、風か邪ぜが完治するのを待たずして学校へ行くことに決めた。あの赤ちゃんは佐間太郎の可能性が非常に高い、そうなると教師の相あい原はらも人間でないに違いない。

　パジャマから着替えてキッチンへ行くと、テンコは背中に赤ちゃんを背負い朝食の準備をしていた。久美子も無言で隣に立ち、それを手伝う。

「あれ、久美子さん、もう大丈夫なの？　具合」

「あ？　え、は、はい。なんとかですけど。ご心配おかけしました」

　会話をしながらさりげなく様子を窺う。しかし久美子は、変なところでわりとピュア少女なのだ。ジッとテンコのことを観察していると、気づかないうちに顔が近づいていってしまう。つまり凝視である。

「……あたしの顔になにかついてる？」

　怪け訝げんそうな顔で言われる頃ころには、久美子は彼女の顔に三ミリほどまで近づいていた。至近距離である。かなりの至近である。

「いえ！　なんにもついてません！　ついてるとしたら、鼻とか、目が、ついてます！　ナ、ナンチャッテー！」

「……そう」

　フゥと息をついて料理を再開するテンコを見て、久く美み子こはホッと胸をなでおろす。

　危ない危ない、怪しまれるところだった。もう少し慎重に観察しなければならない。よし、今度は変に思われないように……。

　しかしわりとピュアな久美子であるので、またしても顔が近い。近すぎる。

「どうしたの久美子さん、まだ熱でもあるんじゃない？　顔が近いよ？」

　あっさり指摘され、久美子はうろたえる。うろたえるなら、ギリギリまで顔近づけんなよ、という感じなのだがしかたがない。なにしろピュアなのだ。

「えと、その、えーと、あ！　赤ちゃん、かわいいですねっ」

　笑ってごまかしながら、久美子は赤ちゃんのほっぺをツンツンとした。佐さ間ま太た郎ろうは「きゃっきゃっ」と、本物の赤ちゃんのような反応しか示さない。もしかして、本当にただの赤ちゃんなのだろうかと、彼女は動揺する。しかし、もっと動揺する一言をテンコが発した。

「あ、フトシ？　うん、かわいいでしょ？　でも、この子、なんでここにいるの？」

「え？　なんでって……えと？　その、どういう、い、意味でしょうか？」

「久美子さん、顔近いってば」

「あ、ごめんなさい」

　驚きのあまり、またしても凝視＆至近な久美子であった。

「……なんでって、テンコさんが、さらってきたんですよ？　ね？」

「あたしが？」

　彼女はピタッと動きを止め、ギギギ、と油の切れた歯車のような動きで首をひねる。そうだっけ、あたしがさらってきたんだっけ。拾ったんならまだしも、さらったんだっけかしら。うーんうーんうーん……。

「そだっけ？　ま、いいや。かわいいし」

　と、彼女は納得したんだかしてないんだか、料理を再開するのだった。

　久美子はアゴピストル（指をピストルのような形にして、アゴに当てる）のポーズで、彼女と赤ちゃんを見る。

　おかしい。絶対におかしい。あきらかに記憶なくなってるし。あんなに必死で赤ちゃんをさらってきたのに、「なんでここにいるの？」というのは不自然すぎる。やはり昨日目撃した通り、相あい原はらになにかされているのだ。

「だから顔近いってば」

　どうしても至近で凝視な久美子であった。

　あきらかに様子のおかしいテンコであるが、残念ながらその事実に気づいているのは、久く美み子こだけだった。神かみ山やま家のみなさんは、あまり彼女の様子には興味がないようで、どっちかというと「朝のハトって、鳴き方が変だよね？」みたいな素朴な疑問に夢中らしい。

　朝食を終えたママさんと美み佐さは、二人そろってつま先立ちで窓際に陣取り（なぜつま先で立っているのかはわからない）「ほらね、ポールポッポッポップゥー♪　って鳴いてるでしょ！　まるで歌ってるかのごとし!!」などと騒いでいる。

　唯一頼りになりそうなメメは、迎えにきた同級生の男子と一緒にさっさと登校してしまった。久美子は食器を洗いながら、これからどうすればいいのかと途方に暮れるのであった。




「おはよーっ。久美子ちゃん久しぶりー」

　通学路で、いつものように進しん一いちと愛あいが合流した。進一はテンコに聞こえないように、そっと久美子に耳打ちをする。

「ねね、佐さ間ま太た郎ろうとテンコちゃんて、まだケンカしてんの？」

「え？　それってどういうことですか？」

　久美子の質問に、愛が答える。

「だってテンコさん、神山くんのことなんて知らないってずっと言ってるんだもん。神山くん、そんなに嫌われるようなことしたのかなーって」

「えっ、神山くんを知らない、ですか？」

　テンコは、赤ちゃんを拾ってきたことだけではなく、佐間太郎のことまで忘れているらしい。これは　間違いなく相あい原はらの仕組みに違いない。久美子はひとまずその場を取り繕った。

「え、と、そうですね。そうです、ケンカしてましたよ。だから無視してるんじゃないですかね。すごいもう、殴り合いの、その、鎌かまヌンチャクとかでバシバシのケンカしちゃって、それからずっとあんな感じなんですよ」

「鎌ヌンチャクかぁ……」

　愛は進一の方を見てニヤッと笑う。このカップル、今度ケンカしたらえらいことになるかもしれない、と久美子は思うのであった。

　久美子は教室に着くと、落ち着かない様子でホームルームがくるのを待った。調査はいいから、こういう時にスグルが側そばにいてくれれば少しは力強いというのに。

「いや、そうでもないか……」

　彼女はポツリと呟つぶやいた。うん。あれ、飛んでるだけで役に立たないな……。

　ホームルームの時間になると、ドアが開いて黒いスーツの男が入ってきた。彼が教室の中に入った瞬間、空気が冷たくなるのがわかった。相原、やはりただの教師ではない。

「小こ森もりさん、体調はいいんですか？」

「は、はいっ！」

　穏おだやかな口調で彼は問いかけてくる。風か邪ぜで欠席していた生徒に対しては当たり前の言葉だが、久く美み子こは彼のことを（例によって）凝視していたため、心を見透かされたように感じた。

「そうですか、それはよかった。それでは授業を始めましょう。それじゃあテンコさん、号令を」

　そう言って彼は授業を始めた。科目ごとに違う教師がやってくるはずなのに、彼は何事もなかったかのように、淡々と全すべての授業を進めている。少し考えればおかしいということに気づくのだが、クラスメイトは誰だれも不思議がっていない。そこに仕組みが働いていることは明らかだった。

　久美子は自分もその仕組みに取り込まれたふりをして、相あい原はらのことを注意深く観察した。なるべく、凝視しないように。

　数時間観察した結果わかったことは、相原はテンコ以外の生徒にまったく興味がないことだった。教科書を見ながらきちんと授業を進めてはいるが、ことあるごとに彼女の方を向く。そして、テンコもまた相原以外に注意を向けていなかった。彼女が相原を見つめる瞳はひとみ、恋する少女のそれに見えた。夢中になって相原のことを見つめ、目が合うとお互いにニッコリと微笑ほほえむ。そんな状態が長く続いていた。

　午前の最後の授業の終わりを告げるチャイムが鳴ると、相原は教科書を閉じて言った。

「それじゃこれで終わります。小こ森もりさんは、お昼休みに生徒指導室にきてください」

「え？　あ、はい……」

　彼はそれだけ言うと、教室から出て行ってしまった。ずっと見ていたことがバレてしまったのだろうか。もし言われた通りに生徒指導室に行ったら、なにをされるかわからない。久美子は不安になって、反射的にテンコの方を見た。彼女は、熱に浮かされたような顔でただ宙を見ている。その背中では、気持ち良さそうに佐さ間ま太た郎ろうが眠っていた。

「うーん。行くしかないか……」

　ハフゥ、とため息をついて彼女は立ち上がる。

　長い廊下を抜けて生徒指導室に着くと、相原が退屈そうに窓際に立っていた。久美子が入ってくるのを見ると、コホン、と咳せきをする。

「ずっと見ていたみたいですけど、なにか言いたいことでもあるのかな？」

　ずいぶんと単刀直入である。久美子も同じく、直球で質問をすることにした。

「あなた、神かみ山やまくんとテンコさんになにかしましたよね？　二人をどうしようとしてるんですか？」

　相原は少し驚いたように眉まゆを上げたが、それでも顔の表情は変わらなかった。

「きみは仕組みの外にいるのか。そうか、なるほど」

　久く美み子こはその言葉を聞いて、彼が悪魔だということを確信した。

「小こ森もりさん、誤解をしないで欲しいんだ。僕は誰だれかをどうこうしようとなんて思ってない。ただわかって欲しいだけなんだ」

「なにをですか？」

「僕がテンコを愛してるってことをだよ。ただそれだけなんだ」

　愛してる？　まさか、彼の口からそんな言葉が出てくるとは思わなかった。なにを意味しているのだろう。ただ、動揺させたいだけなのか、それとも本音なのか。まさか。

　久美子は深呼吸をしてから、一歩前に踏み込んだ。

「あなた、悪魔でしょう？」

　言った直後、後悔した。踏み込んだ足が、冷たい風に包まれたからだ。相あい原はらの視線も、さっきまでとはまったく違っていた。丁てい寧ねいに磨かれた銀のように、瞳ひとみが光っている。

「僕が悪魔？　そうだね、そう呼ばれても仕方ないと思う。だけど僕は、自分ではそうは思ってないかな。ただ、こっち側にいるだけなんだ。きみだって今はそっちにいるけど、元々は僕と同じでこっち側だっただろう？　だから仕組みがきかなかったんだね。わかる、わかるよ、大丈夫だよ、なにも言わなくても平気だよ」

　相原は指を一本立てて、自分の唇の前に立てた。なにも言わないで。

「見えるよ。きみの心の隙すき間まが見えるよ。想おもっても叶かなわない願いが見えるよ。愛しても逃げていく心が見えるよ。手を伸ばしても届かない答えが見えるよ。きみはこっちに戻ってきそうになってるのを毎晩耐えてるね。かわいそうに、きみの涙が見えるよ」

　距離は変わっていないのに、一気に近づかれたようで、久美子は息が詰まった。

「こっち側にくれば、暗くら闇やみは友達だよ。悪魔に戻りたいんだね。わかるよ、きみのことがわかるよ、全部わかる」

　悪魔に戻りたい？　わたしが、悪魔に、戻りたがってる？

「わたしは、違います！　悪魔なんかじゃない!!」

　久美子は声を荒げて叫さけんだ。しかし、相原はさらに強い声で叫ぶ。

「違わない！　お前はこっちに戻りたがってる！　報むくわれない気持ちが心の底で叫んでるのが見えるぞ。自分を殺してるのが見えるぞ!!　他人のために自分を閉じ込めているのがわかるぞ!!」

　その場から逃げ出したかったが、足が凍ったように冷たくなって一歩も動けなかった。

「わかるよ小森さん。きみからは悲しい香りがするからね。僕と同じだ」

　相原はそう言って、久美子の髪の毛に手を滑らせる。彼女は、恐ろしくて泣き出しそうだったが、なんとか唇を動かした。

「わたしに……なにをしたんですか？」

　こんなに胸が苦しいのは、気づかないうちに仕組みを施ほどこされたからだ。久美子はそう思いたかった。だが、相あい原はらは意外そうな顔で答える。

「なにもしてないよ。ただ、事実を言っただけだよ。ごめんね、言いすぎたかな。そんなに震えて、かわいそうに。よほど辛つらい想おもいをしてるんだね。報むくわれない愛情ほど冷たいものはないものね」

　久く美み子こは言い返そうとしたが、言葉が出てこなかった。

「愛する人がいるのに、その気持ちを抑えるのは辛いことだよね。わかるよ、小こ森もりさん。自分の愛する人が、誰だれかに恋をしていたら、それは絶望的な気分だよね」

「あなた、なにが言いたいんですか……」

　唇を嚙かんで、感情をなんとかコントロールする。確かに彼の言う通り、心や身体からだは操られていない。しかし、心の中を覗のぞかれているのがわかる。胸の奥に沈めていた感情を、涙と共に汲くみ上げられているのがわかる。

「僕はただきみがかわいそうだって思うだけだよ。きみになにかをしようなんて思わない。ただ、僕は、愛する人と今度こそ結ばれたいだけなんだ」

　相原は髪の香りをかごうと、鼻を近づける。その時、彼女を縛っていた糸が解けるようにして、久美子の身体は動き出した。

「やめてください！」

「……すまない」

「とにかく、テンコさんと神かみ山やまくんを元に戻してください」

「神山くん？」

　相原の目が突然鋭くなる。

「僕はなにもしてないよ。僕がなにかしたって思ってるんなら、それは誤解だよ。彼は神様の息子のくせに、ずいぶんと心が弱いみたいだね。それに比べて、きみは心が強いよ」

「噓うそつかないで！　なにもしてないなら、どうして赤ちゃんになっちゃったんですか！」

「さあね。きみも悪魔だったのなら、わかるんじゃないのかな」

「それはどういうことですか」

「人は自分の望んだ世界に飲み込まれていくってことだよ。それじゃあね」

「ちょっと！」

　相原は一瞬で自分の影に飲み込まれて消えてしまった。追いかけようとしても、やはり足が動かなかった。彼を溶かした影は、次第に薄くなって、最後にはなにもないただの床になった。

　相原がいなくなったとわかると、身体から力が抜けて久美子は床に倒れ込んだ。

　自分の心の中を覗かれることが、こんなに辛いことだとは思わなかった。

　佐さ間ま太た郎ろうに対する恋心を簡単に見破られてしまったことが悔しかった。ただ一緒にいられるだけで嬉うれしいと思うように努力してたのに。独り占めできなくたって、ちゃんと笑うように努力していたはずなのに。

　黙っていればいいこと、我慢すればいいこと、自分が傷つけば済むこと、相あい原はらはそういったことを簡単に暴き出してしまった。

　口ではなんとでも言えるけれど、誰だれだって本当は幸せになりたい。一人は寂しい。

　そういうことを面と向かって言われてしまうと、心が崩れそうになってしまう。世の中は「そういうものだ」という曖あい昧まいなルールの中で成り立っているのに、彼はそれを無邪気に乗り越えてしまうのだ。

　久く美み子この心の中は、佐さ間ま太た郎ろうのことでいっぱいになった。自分は、彼のことが好きなのだ。だけど、テンコがいる。これは叶かなわぬ恋でしかない。だったら友達としてでもいいから一緒にいたい。二人を応援したい。そう思ってきた。自分に思い込ませてきた。

　だけど本当は。本当の本当は。

「わたしだって幸せになりたい……」

　久美子は地面に顔を伏せて、大声で泣く。

　相原は子供のような無邪気さで、彼女を深く傷つけた。




　教室に戻ると、テンコは浮かれた調子で久美子に話しかけてきた。

「うふふー、あたし、今日の夜に相原先生とデートするんだっ」

「で、でーとですか？　そ、そうですか……」

　泣き止やんだばかりだった為ために、上う手まく言葉が出てこなかった。それにしても、デートだなんて、相原はなにを企たくらんでいるのだろうか。

「でもテンコさん、神かみ山やまくんもいないのに、デートなんてしてる場合なんですか？」

　忘れてしまっているのを承知で、久美子はあえて言ってみる。しかし、やはり反応は変わらない。

「うん？　だからそんな人知らないってば。とにかく今日はオシャレしなくちゃね。公園でデートなんて素敵……」

　ニコニコと笑う少女の背中には、佐間太郎が赤ちゃんの姿で眠っている。この異様な組み合わせはなんなのだろうか。

　久美子は、心の底に小さく赤い液体が垂れるのがわかった。それは、冷たくて悲しい考えだった。もしこのままテンコが相原の仕組みにかかり続けたら、彼女が佐間太郎と結ばれることはないだろう。逆に、この仕組みから目を覚ました時は、すぐに佐間太郎のことを思い出すに違いない。

　もしテンコが仕組みにはまったままで、彼のことを二度と思い出さなかったら、彼と結ばれるのは自分かもしれない……。

　心の奥が、深い赤で染まりそうになる。どうしよう、と彼女は唇を嚙かんだ。

　テンコが元に戻ったら、自分が佐さ間ま太た郎ろうと結ばれる可能性はゼロに等しくなるだろう。

「どうする……」

　どうする？　どうするなんて、テンコを仕組みから解放して前の状態に戻すように努力するに決まっている。自分の想おもいに首をしめる形になっても、それは仕方のないことだ。

　そもそも、佐間太郎は赤ちゃんになってしまっているのだ。そんな状態では恋愛どころの騒ぎではないだろう。一刻も早く二人を元の状態に戻さなくてはならない。

　でも、でも、本当にそれでいいのだろうか。もうこんなチャンスはないかもしれないのに。それに、元に戻すって言っても、一体どうやって？　わからない。考えれば考えるほど頭が痛くなってくる。どうすれば……どうすれば。

　久く美み子こは頭を抱えたまま、考えることを放ほう棄きした。考えることは辛つらいことだ。

　答えを出すことは、なにかを得る代わりに、なにかを失うということだ。

　結局その日、夜になるまで久美子は一言も口をきかなかった。




　家族が夕食を済ませると、テンコは足取りも軽く部屋に戻って行った。

　ママさんも美み佐さも、彼女のことはあまり気にせずにテレビを見ている。

　メメだけがなにかを感じているようで、久美子に向かって声をかけた。

「久美子お姉ちゃん。テンコ、どうかしたの？　おかしい」

　久美子は、噓うそを見抜かれた時のように胸が痛んだ。

「うん。テンコさん、デートなんだって」

「デート？」

　目を少しだけ大きくして、メメは驚く。

「誰だれと？」

「……ごめん、この話は後にしましょう」

「え？　うん」

　久美子は簡単に食器を洗うと、テンコの部屋へと向かった。中では彼女が鏡に向かって、どんな服を着ていこうか迷っているところだった。ベッドの上では、幸せそうに佐間太郎が眠っている。

「あの、テンコさん」

「なーに、久美子さん」

「幸せですか？」

「うん、幸せだよっ。だって大好きな人とデートできるんだもんっ」

「そうですか」

　久美子は本当に幸せそうなテンコを見ながら、いろいろなことを考えた。これが相あい原はらの仕組みでも、実際に幸せならいいのではないか。彼女が苦しんでいるわけでも、辛いわけでもないのだ。ただ、ただ幸せに洋服を選んでいる。

　だったらそれも悪くないのもしれない。

「じゃあ久く美み子こさん、あたしでかけてくるから、赤ちゃんよろしくね」

　そう言ってテンコは、久美子の返事も聞かずにでかけて行った。

　彼女は気持ち良さそうに寝息を立てる佐さ間ま太た郎ろうに顔を近づけ、独り言のようにして呟つぶやいた。

「ねえ神かみ山やまくん。わたしってやっぱりズルいかなぁ。わたしって悪魔なのかなぁ」

　赤ちゃん佐間太郎は、答えることもなく眠り続ける。

「でも、テンコさん幸せそうだったじゃない？　だったらいいのかなって。わたしってほら、あきらめてるふりしてるだけだし。応援してるふりしてるだけだし。本当はね。本当は……」

　久美子の瞳ひとみからは、小さな涙がドロップみたいに落ちた。

「本当は聞こえてるんでしょ、神山くん。どうして返事してくれないの？　なんで赤ちゃんなんかになっちゃったの？　ちゃんと考えてよ。あたしは考えてるよ、どうすればいいのかすごく悩んで考えてるよ。神山くんはちゃんと自分で考えてる？　ねえ、神山くん……神山くん!!」

　赤ちゃんに覆い被かぶさるようにして、久美子は叫さけんだ。

「ねえ、神山くんなんでしょ!?　ほら、テンコさんデートに行っちゃったよ!?　いいの、それでいいの!?　よくないんでしょ、だったら起きてよ！」

　あまりの大声に、眠っていた佐間太郎は目を覚まして泣き出す。

「ばぶー!?　んくんぅ……おぎゃーおぎゃー」

「ばぶじゃなくて、お願い、せめて、答えて！　わたし、どうすればいいのか教えてよ！　あなたの言うこと聞くから、あなたの近くにいるんだから、ねえ!!」

「すんすん、すんすん、ぐずぅ？」

　佐間太郎は目を真っ赤にして、怯おびえるような表情で久美子のことを見ている。

　どこか遠くの世界に行ってしまって、もう戻ってくる気がないような、そんな悲しい瞳をしていた。

「久美子お姉ちゃん」

「メメちゃん？」

　いつの間にか背後には、メメが立っていた。手にはゾウさんの形をしたジョウロを持っている。

「その赤ちゃん、本当にお兄ちゃんなの？」

　二人のやりとりを聞いていたのだろう、彼女はそう言った。

「う、うん……たぶんそうだと思うんだけど。でも、これだけ言って返事をしてくれないなら、もしかしたら、違うかもしれない……」

「ううん、お姉ちゃんがそう思うならそうだよ、きっと。ちょっといい？」

「え？　うん」

　久く美み子こがベッドから離れると、メメはジッと佐さ間ま太た郎ろうを見つめた。ジョウロを持ったまま、メメは手を大きく広げて、そして閉じる。なにかの体操をしているようにも見えた。

　そして、最後にスゥハァと大きく深呼吸をする。

「メメちゃん？」

「いいから。せーのっ」

　言葉と同時に、彼女はジョウロを振り上げて、赤ちゃんに向かって思い切り叩たたきつけた。

「おきなさ─────いっ!!」

　ゴギィンッとプラスティックのゾウさんは赤ちゃんに直撃し、ひび割れ、中から水が飛び出した。佐間太郎は突然の一撃に目を見開き、大声でこう叫さけんだのだった。

「痛いし冷てえええええええええええええ!!」

　久美子はポカンと口を開けた。この赤ちゃんが佐間太郎だとは予想していたものの、そのままの姿で言葉を発せられると驚いてしまう。メメは満足そうにニッコリ笑い、彼女に「じゃ、あとはよろしく」と言って部屋から出て行った。

「な!?　なんだぁ!?　どした!?　って、俺おれ、なにしてたんだ!?」

　赤ちゃんはベッドからスッと立ち上がると、自分の身体からだを見て驚いている。

「久美子さん、デカっ！　てか、俺が小さいのか？　なんだこれ、赤ちゃん!?　どうして俺、赤ちゃんになったんだ!?」

　今までの赤ちゃんっぷりが噓うそのように、ベラベラと喋しやべっている。それを見て、久美子は一瞬だけ後悔しそうになったが、頭を振ってその考えを否定した。うん、これで良かったんだ、これが正しかったんだ。

「神かみ山やまくん、細かいことはいいから、早く公園に行かなくちゃ！」

「公園？　なんでまた？」

「デートなの、テンコさんが悪魔とデートするの！」

「悪魔とデート!?　どうしてそんなことになってんの!?　そもそも久美子さん、なんで俺こんな小さいの？」

　彼は今までの記憶を忘れてしまっているようだ。久美子は歯がゆくて仕方がなかったので、部屋のすみにガムテープで修理されて置いてあったベビーカーに彼を乗せて走り出した。

「おわっ、久美子さん、無茶しないでってば！　家の中じゃん！」

「いいの、説明してる暇ひまはないんだってば!!」

　テンコの部屋のドアを突き破り、階段をガッタンガッタンいいながら滑り落ち、メメが開けてくれている玄関の扉を抜けてベビーカーは道路に躍り出た。

「さぁ、行きますよ、神かみ山やまくんっ！」

　久く美み子こは全力疾しつ走そうしながら、ベビーカーを押し続ける。佐さ間ま太た郎ろうはジェットコースターにでも乗っているような声をあげた。

「危ない！　飛ばしすぎだってば!!　なんで久美子さん、そんな必死なの!?」

「好きな人の役に立ちたいんだってば！」

「え？　なに!?　聞こえない!?」

「もー、バカ！　わたしだって色々大変なんですよー!!」

　ベビーカーの激しい揺れの中、佐間太郎は忘れていた記憶を徐々に取り戻していった。
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　あの日、臨時の教師として相あい原はらがやってきた。

　教室に入ってくるのを見た時に、佐間太郎は嫌な予感がした。彼を見るのは初めてではなかったからだ。しかし、以前とは別人のように思えた。姿形は同じでも、中身がまるで違うような……。あるいはそれは気のせいだったのかもしれない。どっちにしろ、注意しなくてはいけないだろう。

　授業中、観察するようにして彼のことを見ていたが、相原はいたって普通に教師として振る舞い、おかしなところはなにもなかった。

　最初に動いたのは相原だった。

　放課後になってから、佐間太郎は彼に生徒指導室に呼び出されたのだ。なにかの罠わなかもしれないと思ったが、テンコに相談して心配をかけるのも面倒だ。もし話したら、自分も一緒に行くと言い出すに決まっている。佐間太郎は、一人で呼び出しに応じることにした。

　生徒指導室に行くと、窓際に相原が立っていた。彼はゆっくりと佐間太郎の方を振り返り、表情のない声で言う。

「久しぶりですね、神山くん」

「お久しぶりですね。遊園地でお見かけして以来ですか？」

「違うよ神山くん、僕らはね、きみが思っているよりもずっとずっと久しぶりなんだよ」

「なにが言いたいのか、よくわからないんですけど」

　相原はニコッと笑った。それは不ふ愉ゆ快かいで不自然なものだった。

「人と人が触れ合うということはね、時間を共有するということなんだ。だけど、どんなに仲が良くても二十四時間三百六十五日、ずっと一緒にいれると思うかい？」

　なんの話が始まるのだろうか。佐間太郎は彼を睨にらみつける。

「つまり、どんなに深い仲であろうとも、お互いに知らない部分は存在するということだよ。きみとテンコみたいにね」

　土足で心に踏み込まれたようで、いい気分はしなかった。佐さ間ま太た郎ろうは苛いら立だちながら言う。

「どういうことですか。なにが言いたいんですか」

「つまり、僕とテンコのことを神かみ山やまくんは知らないんじゃないかなって思ってね。もし知らないなら、一応、教えておいてあげないとね」

　相あい原はらとテンコとのことで知らないこと？　さすがに佐間太郎はうろたえた。それよりも、この二人になにか関係があったということだけで驚きである。

「どういうことですか、相原先生」

　奥歯に力をこめながら言うと、相原はフッと息を吐いた。

「テンコくんと僕はね、昔、付き合ってたんだよ。神山くんは知らないだろうけどね」

「付き合ってた？」

　全身から血の気が引くのがわかった。テンコとはいつも一緒にいたけれど、確かに二十四時間というわけじゃない。お互いに一人の時間だってある。だからと言って、彼女に恋人がいたなんて話は聞いたことがない。

「噓うそつけ！　そんな噓ついてどうするつもりだ」

「噓？」

　相原はおかしそうに笑う。

「テンコはもう高校生なんだろう？　前に誰だれか恋人がいたっておかしくない年齢じゃないか。それにきみは彼女のなんだい？　彼氏かい？　違うだろう。きみはあの子に気持ちを伝えたことがあるのかい？　なにかの関係性を約束したことがあるのかい？　ただ曖あい昧まいに気持ちを繫つなぎとめているだけの関係で、テンコが満足してたと思うのかい？」

　言葉のひとつひとつが身体からだに突き刺さる。確かに自分は、テンコに対して正面から向き合ったことはほとんどない。二人の関係性を突き詰めるようなことをしたこともない。でもそれは、お互いに心地良かったからではないのだろうか。自分も、彼女も、この関係を続けたいと願っていたのではないだろうか。

「神山くんは、テンコがどんな気持ちか考えたことがあるのかい？　もし少しでも考えたことがあるんだったら、もっと彼女に優しくするべきだったんじゃないのかい？　きみはあの子の気持ちに応えようとしたことがあるのかい？」

「俺おれは、俺は……」

　言葉が続かない。

　だってそんな、テンコと恋愛だなんて。そりゃもちろん意識はしてるけれど、現実的に考えると戸惑ってしまうし。その、あの。

「テンコと僕の過去を、知っておいて欲しかっただけさ。それでは失礼する」

　相原からテンコとのことを言われる度に、心が歪ゆがみそうになるのがわかる。なにより、テンコが自分に隠し事をしていたということが辛つらかった。

　確かに自分は彼女にとって、はっきりとした存在ではなかった。だけど、それが不満なら言ってくれればよかったのに。どうして自分に隠れて恋人なんて作ったんだろう。




　恋人というからには、あいつとテンコは手を繫つないだんだ。

　あいつとキスをしたんだ。

　あいつと抱き合ったんだ。




　佐さ間ま太た郎ろうは、テンコが相あい原はらと親密にしているところを想像して吐きそうになった。なんの保証も約束もしていなかったけれど、彼女が自分以外の男性とどうこうするだなんて予想もしていなかったからだ。嫌だ、そんなのは嫌だ。これは自分のわがままなのだろうか、それともテンコの裏切りなのだろうか。

　いや、彼女は裏切ったりしていない。悪いのは自分だ。勇気のなかった自分だ。

　考える度に意識が薄れていく。相原が部屋から出て行ったが、彼に構っているような余裕はない。不快感は増す一方で、まともに立っていることさえできなかった。

　あんなこと聞きたくなかった。相原になんて出会わなければよかった。いっそ、彼の記憶が頭から消えてしまえばいいのに。二度と思い出すことがなければいいのに。

　もうなにも考えたくない、もうなにもしたくない。傷つくなら心なんてなくていい。

　佐間太郎は強く、強く想おもい続けた、すると、次第に世界が広がり、彼を優しく包み出した。最初、それは錯覚だと感じた。貧血で気を失うように、現実が遠のくような感覚なのだと。しかし、実際に世界との距離は、彼が願うように変化していた。

　結果、佐間太郎の身体からだは無力な赤ん坊サイズにまで縮み、相原の記憶を失った。

　それは、願うことで彼が自分自身に起こした、神様の奇跡であった。
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「とと、到着ーっ!!」

　久く美み子こが靴のカカトを使って急ブレーキをかけると、佐間太郎は勢い余ってベビーカーから飛び出し、ゴロゴロと地面の上を転げ回った。

「きゃ！　神かみ山やまくんごめんなさい、慣性の法則が……」

　しかし、佐間太郎はスックと立ち上がると、その見た目からは想像できないほどの大声で叫さけんだ。

「テンコー、どこにいるんだー！　いるなら返事しろぉー!!」

　二人は耳を澄ますが、返事は聞こえてこない。

「久く美み子こさん、俺おれは行くから、ここで待ってて」

「え、わたしも行きます！」

　赤ちゃんがトコトコと歩いて行く姿を見て、放っておける人間がどこにいるというのだろうか。

　空には恐ろしいほど巨大な満月が、世界にフタをするようにして浮かんでいる。公園のすみには鉄棒があり、テンコと相あい原はらが楽しそうに笑い合う後姿が見えた。二人とも細いバーの上に座り、身体からだをユラユラと揺らしている。地面に伸びた長い影は、動きに合わせて奇妙に歪ゆがんだ。

「テンコ！　お前、そいつ悪魔だぞ！　わかってんのか!?」

　佐さ間ま太た郎ろうが叫さけぶと、テンコはゆっくりと振り向く。目に光がなく抜け殻のような顔をしているが、それでも口はニッコリと笑っている。

「……あなた、だれ？」

「なに言ってんだよ、俺だろ！　佐間太郎!!」

「……わからないの」

　隣にいた相原は、テンコを抱き寄せるとサングラスのブリッジを指で押し上げた。

「邪魔しないでくれ、神かみ山やまくん。僕はテンコをどうこうしようとは思っていない。ただ、昔の二人に戻りたいだけだ」

　昔の二人と言われ、佐間太郎は心が引き裂かれそうになった。

「なにもしてないことないでしょ！　あなた、テンコさんから神山くんの記憶を消そうとしてるじゃない！」

　久美子は一歩前に出て、気丈に叫ぶ。赤ちゃんの姿をしている佐間太郎を見ていると、自分が守らなくてはならないと思うのだろう。

「いいじゃないかそれくらい。どうせ僕らは恋人になる。神山くんの記憶なんて必要ない」

「それに、あなた、神山くんを赤ちゃんの姿にしたでしょ！」

　続けて久美子が言うと、相原は首をかしげる。

「それは違う。神山くんが自分でしたことだ。過去や現実から逃げたかったんだろう」

　赤ちゃんになったのは、佐間太郎が自分でしたこと？　久美子は戸惑った。

「本当なの神山くん。それに過去と現実から逃げるって……」

　彼女が問いかけると、佐間太郎はなにも言わず唇を嚙かむ。相原の言っていることに噓うそはないのかもしれない。

「んなことどうでもいんだよ！　さっさとテンコを返せ!!」

　佐間太郎は力の限り叫んだ。今はそれしか言えない。

　だが相原は、フンッと鼻で笑って答える。

「そんなに僕を悪者にしたいのかい？　じゃあ聞くけど、神山くん。きみはテンコと付き合う気はあるのかい？　今後、きちんと恋人として過ごしていく気はあるのかい？」

　相あい原はらの言葉に一番反応したのは久く美み子こだった。ぐっと拳こぶしを握りしめ、覚悟を決めるような表情になる。もちろん彼女がそうした意味は、佐さ間ま太た郎ろうにもわかった。

「今はそんなことどうでもいい！　それに俺おれは神様の息子だから、天使であるテンコとどうこうなんて……」

「黙れ!!」

　相原はテンコの肩を抱いたまま、鉄棒の上に立ち上がった。テンコもより添うようにしている。

「そんなことを聞いているんじゃない。お前はテンコが誰だれよりも必要なのかと聞いているんだ。そこにいる悪魔の女よりも必要なのか。その女ではなく、テンコを選ぶのかと聞いてるんだ!!」

　佐間太郎は反射的に久美子の方を見る。彼女は顔を伏せ、なにも言わずに堪こらえていた。

　久美子は、テンコを助けたいと思った。そうすることで、佐間太郎が自分に振り向いてくれなくなるとわかっていても、だ。これは久美子自身が考えたこと、答えを出したことである。だからこそこうして、佐間太郎と一緒に公園にいるのだ。

　佐間太郎はどう答えるのだろうか。やはり、テンコを選ぶのか。それとも、万が一。いや、そんなことはない。悲しい期待をもつのはよそう。

　久美子は身体からだを硬くして、彼がなにを言っても大丈夫なように準備した。心が壊れないように。

「答えにくいなら、テンコの仕組みも解いてあげよう」

　相原がテンコの前で指を鳴らすと、彼女の瞳ひとみにゆっくりと光が戻り始める。

「起きて、テンコ。いま神かみ山やまくんに、君とあの子のどっちが必要なのかを聞いているところだよ」

　まだ意識がハッキリとしないのか、焦点の定まらない瞳で周囲を見渡すテンコ。相原は丁てい寧ねいに彼女に説明をする。

「あの赤ちゃんが神山くん。向こうにいるのが小こ森もりさん、まぁそれは知ってるかな」

「さ……さまたろ？　くみこさん……」

「さぁ、それじゃあ神山くん、選んでくれるかな？　きみの好きな女を。天使か、悪魔か」

「……」

　佐間太郎はゴクッと唾つばを飲み込んでから、ゆっくりと言った。

「二人は物じゃないんだ。俺が選んだからって、だからなんだって言うんだよ！　そんなことはいいから、さっさとテンコを離すんだ!!」












　アハハハ、と相原は笑った。月に雲が重なり、辺りは暗くら闇やみに包まれる。

「二人とも聞いたかい、それが彼の答えだ。結局どっちも選べないんだ。よほど怖いんだな、失うことが。そんな腑ふ抜ぬけにテンコは渡せないね。僕はテンコのことを愛してるよ。君みたいに、二人の女性の間でフラフラすることもない」

　テンコの身体からだが、ピクンと反応する。

「テンコは言われなくても返すさ。僕は彼女を誘拐しようなんて気はない、ただデートがしたかっただけだからね。それじゃ、失礼するよ」

　相あい原はらは、テンコを地面に寝かせ、自分は闇やみの中へと消えてしまった。佐さ間ま太た郎ろうは急いで彼女の元に走り寄る。テンコは放心状態で地面に横たわっていた。

「……テンコ。そうだ久く美み子こさん、テンコを」

　久美子の方を振り返ると、彼女は泣いていた。声は出さずに、静かに涙を流している。

「神かみ山やまくんは、テンコさんのこと好きなんじゃないんですか？」

「え？　いや。え？」

「どうしてあの時、テンコさんのことが好きだって言ってあげなかったんですか？」

　相原に決断を迫られるよりも、ずっと佐間太郎にはこたえる。なんと言っていいかわからない。

「好きとかそういうこと言ってる場合じゃないし、そもそも俺おれとテンコはただの……」

「噓うそつかないでください。好きでしょ、テンコさんのこと。もし本当にテンコさんのことが好きじゃないなら、わたしと付き合ってくださいよ。わたしのこと好きになってくださいよ。これ、冗談じゃないですよ。本当の気持ちですよ。わたしは神山くんのこと、大好きなんですからね。わかってるでしょ、それぐらい」

　突然の告白に、佐間太郎はどう返事をすればいいのかわからなかった。

「あ……え、その」

「男ならしっかりしなさいよね、バカ」

　久美子はそう言って、赤ちゃんサイズの佐間太郎を抱き上げるとベビーカーへと乗せた。彼女はテンコを丁てい寧ねいに背負うと、ベビーカーを押しながら家に向かって歩き出した。

　その最中、ずっと久美子は泣いていたが、佐間太郎はなんと声をかければいいのかわからない。

「人を傷つけるのは悪意だけじゃないんですよ。優しさが人を傷つけることだってあるんですからね」

　久美子がベビーカーを押しながら言った言葉が、頭から離れなかった。








第四章　失恋







　家に帰っても、佐さ間ま太た郎ろうは落ち着けなかった。自分の部屋には久く美み子こが同居しているため、すぐ近くで彼女の泣き声が聞こえていたからだ。久美子自身も止まらない涙に困惑したようで、「ちょっとお散歩してきます」と言って出て行ったきり、だいぶ長い間戻ってこない。

　きっと居間のソファかなにかで眠ることにしたのだろう。こういう時は男である佐間太郎の方が気をつかわなければならないというのに。

　いつもなら狭いはずのベッドがキングサイズに感じられる。意識を取り戻した今でも、彼の身体からだは赤ちゃんのままだ。

『おやじー、なんで俺おれこんな奇跡使っちゃったんだろう。てか、いつの間にこんなスゴイ奇跡使えるようになったんだ？　まさか、オヤジがやったんじゃないだろうな？』

　心の声を天国に出張中のパパさんに飛ばしてみるが、返事はない。彼は仕事に集中する時は、心の声を圏外に設定するのだ。

「はぁ、まいったなぁ……」

　あの時、ちゃんと二人のうちどちらかを選ぶべきだったんだろうか。しかし、選ぶことができないというのは本心だった。一方的にどちらかを選択するなんて、そんなことできるわけがない。それとも、人間のする恋愛というのはそういうものなのだろうか。

　一人の相手しか選んではいけなくて、他ほかの人は切り捨てなくてはならない。そういうのが恋愛というやつなのか。

「わかんねえなあ。っていうか、決めなくちゃいけないもんなのかね」

「お兄ちゃん」

「お？　メメ。どしたんだ？」

　ガムテープで補修されたゾウさんジョウロを片手に、メメがやってきた。彼女は佐間太郎の横にチョコンと座る。いつもなら見下ろす形になるが、今は立場が逆だ。小学五年生の彼女よりも、佐間太郎の方がずっと小さい。

「お兄ちゃん、あのね、あたしには見えるの」

「は？　唐突になにを言い出すんだ、お前は。見えるってなんだよ」

「前のこと」

「前？」

　メメは「うん」と頷うなずくと、小さな手を前に差し出し、もっと小さな佐間太郎の手に重ねる。

「たぶんね、きっとすごく大切なことなんだと思う。それがわたしには見える」

「んー。正直言って、お前がなにを言っているのかわからねえな」

　彼女はえへへ、と笑って首をかしげた。「上う手まく説明したいけど、難しいよ」という感じである。

「お兄ちゃんは神様になるために、人間界で修行してるでしょう？」

「ああ、一応そういうことになってる」

「じゃあその前はどこにいたの？」

「そりゃ、天国だろ？」

　彼は天国にいた頃ころのことを思い出す。ハッキリとした記憶はないが、ぼんやりとした柔らかい光や、誰だれかの声を覚えているような気がする。

「じゃあその前は？」

「その前？」

　意外な質問に、彼は困惑した。天国にいる時でさえ曖あい昧まいなのに、それよりももっと前のことなんて覚えていない。それどころか、その前なんて考えたこともなかった。

「それが見えるの。わたし。感じることができるの」












　重なった手が、ゆっくりと熱くなるのがわかった。メメの目が、冷たく深い青に染まっていく。

「お、おい、なんだよこれ」

「静かにして」

　二人の周りに小さく風が吹く。それはメメの前髪をなんとか揺らす程度のものだが、肌をなでていくのを感じることができる。

「んぅ……」

　少女は目を閉じ、さらに力を込めた。だが、風は弱くなり、辺りを包んでいた不思議な感覚もどこかに消え去ってしまった。メメは「あれ？」という顔で自分の手の平を見ると、こう言った。

「失敗」

「なんだよ、ビビらせやがって。なにごとかと思ったじゃねえか」

「うん。ごめんなさい。今日は寝るね、おやすみなさい」

　メメはゾウさんのジョウロを抱えて、あっさりと部屋から出て行く。なにが始まるのかと思ったが、特になにも起こらなかったようだ。もしかして、これは彼女なりの冗談だったのかもしれない。天国にいる前にどこにいたかなんて、そんな夢みたいなことわかるわけないのに。

「あー、今日はもう寝よう。細かいことは全部明日からだ」

　毛布に包くるまって目を瞑つむると、すぐに眠気はやってきた。

　濃い青をした、深海のような眠りであった。




　そして夢を見た。




　どこか、見たことのない小学校。校庭のすみには鉄棒が置いてある。

　一人の少女が、一生懸命逆上がりの練習をしている。両手で棒を摑つかみ、足を蹴けり上げ、身体からだを回転させようとする。しかし、何度繰り返しても途中で足が落っこちてきてしまう。少女は小学五年生ぐらいだろうか。肩より少し長く伸びた髪の毛に、大きな瞳ひとみ。

　その夢にはもう一人登場人物がいた。少女よりも少し背の低い男の子。気の弱そうな顔をして、彼女が逆上がりの練習をしているのをずっと見ている。

　なにか声をかけたそうに一歩踏み出すが、黙ったまま元の位置まで戻る。

　少女が逆上がりを失敗し、少年は声をかけられずに黙り込む。

　二人は、それを流れ作業のようにして繰り返していた。放っておけば、永遠に同じ動作を繰り返すのではないかとさえ思う。

　これは本当に夢なのだろうか。妙にリアルで、どこかで見たことのある風景だ。

　もしかして、メメの言っていた「前」とはこのことだろうか。

　だとすると、あの少女は誰だれだろう。生意気そうな顔に、手入れされていない長い髪の毛。ああ、そうか、この子は、あいつだ。

　じゃあ、あいつに声をかけようとしている男の子は誰だろう。もしかして、それが自分なのだろうか。前の俺おれって、あんなに気が弱そうだったのかね。

　そんなことを考えていると、頭の中の映像がググッと揺れた。どうやらこの光景は、もう一人の人物からの視点らしい。ということは、それが自分なのではないか。

　背の高さからして、二人の少年少女よりもずっと年上だろう。視界が動き出した途端に少女と少年の表情が強こわ張ばったことからもわかった。知らない大人が近づいてくる、そう二人は感じたのだ。

「できないのか、逆上がり」

　自分ではない自分が、少女に向かって言った。彼女の後ろでは、少年が不安そうな顔をしてこっちを見ている。

「できない。やってよ」

　少女の物言いに、思わず笑ってしまった。気の強いところは、変わっていない。

　もう一人の自分は、ずいぶんと低い位置にある鉄棒を見ている。小学生用の鉄棒がこの高さだということは、視線の主は二十歳前後ほどではないだろうか。

「見てろよ、お嬢ちゃん」

　自分の手が鉄棒を摑つかむのが見えた。そしてグルンッと地球が回転する。

　一瞬見えた自分の足はジーンズをはいており、膝ひざの辺りが真っ赤に染まっていた。スニーカーもボロボロで、とても上品な人物だとは思えない。だが、その逆上がりは見事なもので、少女は口をポッカリと開けて驚いた。

「うわ、すごいすごい!!　もう一回やって、もう一回!!」

「もうやんねー。疲れた」

「いいから、もう一回だってば！　ね！　ねね!!」

　少女は自分に抱きつくようにして絡んでくる。その一歩後ろで、少年が握り拳こぶしを作って睨にらんでいるのがわかった。きっと彼は、少女のことが好きなのだ。だから、彼女にいいところを見せたかった。だが、それができなくて怒っているのだろう。

「僕だってできるんだから!!」

　少年はそう言って、鉄棒に飛び乗った。そして、そのままグルグルっと回って、ジャンプをしてから着地しようとするが、失敗して顔から地面に突っ込んだ。

「おい、大丈夫か!?」

　自分は慌あわてて少年の方へと近寄る。彼は顔をすりむき、血を滲にじませていた。手を取って立ち上がらせようとしても、ぶっきらぼうに払われる。きっと、少年は自分の手にできた血豆を見られたくなかったのだろう。少女にいいところを見せようとして、練習した証拠を。

「お嬢ちゃん、こいつの方がすごいぜ。何回も回ってたぜ？」

「そんなの関係ないもん。バカみたい」

　少女はそう言うと、自分の腕に絡みついてくる。

「ねえねえお兄ちゃん、もっとしてよ、ねえってばぁ」

「だから、俺おれよりあいつの方がすげーだろ？」

「そんなの関係ない、あたしは、お兄ちゃんの逆上がりが見たいのー」

　少女は執しつ拗ように逆上がりを要求する。最初に一回してしまったのが失敗だったのだ。

　少年は、そんな様子をじっと見詰めていた。

　どうして僕のことは見てくれないの。どうして僕じゃダメなの。どうして。どうして。

　彼の唇は、声を出さずにそう繰り返し動いていた。

　次の瞬間、林の中に自分はいた。場面が一瞬で変わったのだ。呼吸が乱れていて、胸が痛む。誰だれかに追われているのか、やたらと周囲を気にするようにして視線が動いていた。

　少し目立たない場所に飛び込むと、自分は呼吸をゆっくりと整える。

「お兄ちゃん」

「おわあああああああ！」

　思わず声をあげると、そこにはあの少女がいた。

「ねえお兄ちゃんはなにしてるの？」

「なにって、逃げてるんだよ」

「逃げてる、どうして？」

「どうもこうもないけどさ。それより邪魔だ、怪け我がする前に家に帰れ」

「嫌。そうやって子供扱いする」

　自分よりもずっと年下の少女は、大げさに頰ほおを膨らませた。

「子供扱いつうか、子供だろがよ」

「子供じゃないもん！　こう見えても、せーしんねんれーは、お兄ちゃんより一個ぐらい上だもん」

　とてもそうは思えないが、今はそんなことで言い争っている暇ひまはない。

「はいはいわかったよ、んじゃな」

　その場から離れようとすると、少女は自分の服を強く引っ張った。

「ちょっと待ってよ！　ねえお兄ちゃん、一緒に連れてって」

「バカ、冗談言うんじゃない──」

「冗談じゃないんだけど」

　少女は自分の目を真剣に見つめる。確かにその瞳ひとみは、冗談ではないようだった。

　佐さ間ま太た郎ろうは、もう一人の自分の考えていることが、なんとなく伝わってくるような気がした。彼は、心の声でこう思っていた。

『逃亡中に小学生を連れていくなんてバカげている。いや、使いようによっては有利になるかもしれない』

「……わかった、じゃあ一緒に連れていってやる。その代わり、絶対に足手まといになるなよ。もし邪魔だったらすぐ置いてくからな」

「うん、わかった！　あたし麻あさ美み。お兄ちゃんの名前は？」

『名前か。本名を言ってもしょうがないし、適当に答えておくことにしよう』

「俺おれは……、天使だ」

　少女は名前を聞いた後に、う？　と悩んでから「苗みよう字じ？　名前？」と聞いてきた。

「ニックネーム」

　自分はそう言って、少女の手を引いて走り出す。

　逃げる二人の背後から、黒い影が迫ってくるのがわかる。

　それは人間の追っ手ではなく、怨おん念ねんのようなものだった。

　振り返ると、空中には例の鉄棒少年が浮かんでいた。彼は直立不動の姿勢でこちらをじっと見ている。次第に目が赤く染まり、それは血の涙となって頰ほおを流れた。

　彼の背中から、真っ黒な羽が音を立てて広がる。それは少年を抱きしめるようにして、身体からだを包みこむ。黒い羽と溶け合い、彼の身体は深い闇やみの色になった。世界中の夜を重ねたような暗黒の中で、目だけが真っ赤に光っている。

　ルビー色の光は、言葉の代わりに訴えかけてくるようでもあった。それは「お前を許さない」と言っているふうにも、「僕を助けて」というふうにも見える。




　そこで佐さ間ま太た郎ろうは、全身を震わせながら目を覚ました。

　呼吸が浅く速くなっているのを感じて、落ち着くために深呼吸をする。今までにもリアルな夢は見たことがあるが、今回はただの夢などではないだろう。

　これは、間違いなくメメの言っていた「前」の記憶だ。メメに触れたことにより、それが夢に影響を与えたのだ。

　ということは、あの少年は相あい原はらだ。報むくわれない愛情を餌えさにして、悪魔が彼を取り込んでしまったのだ。

　だとしたら、あの少女は。そして、彼女を連れて走り出した男は。

　色々なことを深く考え出すときりがない。佐間太郎はひとまず、相原への対応策と、自分の身体を元に戻す方法を見つけ出さなくてはならないと思った。




「神かみ山やま家恒例、家族会議～」

　というわけで、翌朝の神山家食卓には、パパさんを除く全すべての神様家族が集合し、これからどうするかの話し合いをするのであった。メンバーは赤ちゃん佐さ間ま太た郎ろう、テンコ、ママさん、美み佐さ、メメ、居い候そうろうの久く美み子こ、オマケでスグルの計六人と一匹である。

「今回はわたくし、神かみ山やま佐間太郎が司会進行をさせて頂きます、よろしくお願い致します」

　ぱちぱちぱち、とまばらな拍手。いまいち盛り上がりきれていない会議である。佐間太郎の見た目が赤ちゃんという不自然さだけならまだマシだが、テンコも久美子もドンヨリとした表情をしていた。

「佐間太郎ちゃん、ミルク飲む？　ママさんから直で飲む？」

「いらないから。で、俺おれが赤ちゃんになったのをどうするかってのが問題なんだけど」

　メメがピッと手を挙げる。

「はい、メメ」

「カルシウムを取る」

「これから成長するための心がけみたいな話じゃないんだな、メメ」

「間違えた」

　次に美佐が「ふぁぁい」とアクビをしながら手を挙げる。

「別にいーんじゃないの？　だってそれ、あんたの力でそうなったんでしょ？　だったら自業自得じゃないの？」

「うっ。そう、これ俺の奇跡なんだよな、たぶん」

「そのうちどーにかなるでしょ。はい次の議題」

　話題を終了されそうになり、慌あわてて佐間太郎は挙手をする。

「いや、待ってくれよ！　だって赤ちゃんだぞ、赤ちゃん。こんな身体からだじゃまともに生活できねえよ！」

「あら、いいのよ、ママさんが全部面倒みてあげるから！　佐間太郎ちゃん、ミルク飲む？　ママさんから直で飲む？」

「だから飲まないってば!!」

　すでに胸を出しかけていたママさんは「あらそ、残念ね」と言い洋服を着直す。

「だからさ、赤ちゃんになったままなのは、あんたのさじ加減ひとつなんでしょ？　どうせ元に戻らなくちゃいけない時がきたら、勝手に元に戻るわよ。んじゃ次。テンコのストーカー相あい原はらについて。ほら、佐間太郎、説明してよ」

　美佐は綿棒で耳をホジホジしながら話題を次に進めてしまった。どうやら、佐間太郎赤ちゃん問題は、「保留で」という結論になってしまったようだ。

「えと、この問題は私が説明させて頂きます」

　少し控えめに久美子が挙手をする。

「相原と名乗る悪魔が、菊きく本もと高校に教師として潜入してきました。彼の目的は、テンコさんだそうです。危害を加えるとかではなく、純粋に、その、恋愛……目的みたいで」

　彼女はチラッとテンコの方を見る。テンコは難しそうな顔をしてうつむいていた。

「見た目は二十代前半ぐらいなんですけど、考え方に幼稚な部分がありまして。だから自分の思ったようにならないと気が済まないようですし、それに、好きな子にイタズラしちゃう、みたいな感じでチョッカイも出してくるみたいです、はい。まるで小学生みたいです。ちなみに、ブタさんのお話によりますと、キュウタ事件っていうのを陰で操っていたのも相あい原はらみたいです」

　久く美み子この言葉に、スグルは「ブヒー」とだけ言う。

「で、相原ってやつについてテンコはどう思ってるわけ？」

　美み佐さは綿棒でテンコを指差す。黙ってうつむく彼女に注目が集まった。

「そんなに悪い人じゃないと……思うけど」

　意外な言葉に、一同は「おおっ」と息をのむ。

「そりゃ、悪魔なんだろうし、変な力で佐さ間ま太た郎ろうのこと忘れさせようとしたけど、でも、デート、楽しかった。頭がポーっとしてたからよく覚えてないけど、彼はすごく優しかったし、紳士的だったから」

　テンコが話すのを聞いて、佐間太郎はあからさまに苛いら立だつ。

「なんだよそれ！　俺おれと久美子さんが行かなかったら、どうなってたんだかわかんないんだぞ！」

「うん、それはそうだけど。でも、その、彼は……あたしのこと、好きだって言ってくれたし」

「う……」

　これは暗に、テンコか久美子かを選べなかった佐間太郎へのあてつけなのだろうか。それとも、素直な恋心をぶつけてくる男性に出会い、本当に心が揺れているのだろうか。

「あたしのこと素敵だねって言って、それで、大好きだよって言ってくれた。あたし、そんなこと言われたことなんてないし、すごく嬉うれしかった。もちろんだからって彼のことを好きになるわけじゃないけど、そういうこと言われて嫌な気分になる女の子っていないと思うから」

　妙な方向に話題が転がり始め、久美子は居心地悪そうにしている。

「んじゃさ、別にテンコは相原に迷惑してないわけでしょ？　ストーカーじゃないじゃない。自由恋愛じゃないの？　相原って悪魔にだって、テンコと恋愛する権利があるってことでしょ？」

　ずいぶんと思い切ったことを美佐が言う。しかし、誰だれも反論しなかった。確かに相原のやり方にはマズイ部分もたくさんあったけれど、気持ちをストレートに伝えるという点では佐間太郎よりもずっとスマートである。

「ちょっと待ってくれ！　だって悪魔と天使だぞ！　そんなの恋愛できるのかよ！」

　ママさんは、佐さ間ま太た郎ろうの言葉に「うーん」と少し考えてから「まぁ、世の中に不可能はないわね！　チョロ美と佐間太郎ちゃんの恋愛はママさんが禁止するけど！　おほほほほ」と笑った。彼女の場合は、息子をテンコに取られるぐらいなら、悪魔にくれてやるという、ドス黒い打算もあるようだが。

「じゃあ今日は解散ってことで」

　美み佐さはパチン、と手を叩たたいて立ち上がろうとする。が、佐間太郎はそれをなんとか制して言った。

「待ってくれってば。今のあいつは平気かもしれないけど、いつ凶暴になるかわからないぞ。見たんだ、俺おれ。相あい原はらの夢を」

「夢？」

　ママさんは眉まゆをピクッと上げて反応した。

「そう。小学生の男の子が、黒い羽に包まれるんだ。それから男の子の目は真っ赤になって、悪魔に変化していく。きっとあれが、相原の過去なんだと思うけど」

「ただの夢でしょ？　バカバカしい」

　そう美佐は一いつ蹴しゆうしたが、ママさんは珍しく真面目まじめな顔をして割り込んでくる。

「夢……ね。それって、前の風景を見たってことかしら、佐間太郎ちゃん」

　ママさんに言われた佐間太郎は、メメの方を見てから頷うなずいた。

「そう。佐間太郎ちゃんも前の景色が見えるようになったのね……成長したのね。メメちゃん、佐間太郎ちゃんになにかしたの？」

　怒るふうでもなく、ママさんはメメの方を見る。

「した」

　そう言ってメメはコクンと頭を縦に振る。

「ちょっとちょっと、なによその、前の風景って。メメ、あんた佐間太郎になんかしたの？」

　わけがわからない、という感じで美佐が頭を振った。久く美み子こも話の意味はわからないようだった。テンコも思い当たりはないようだ。

「テンコ、お前は見たことないか？　鉄棒があって、広い校庭で、それで、小学生の男の子と女の子、それにもう一人の男が……」

　佐間太郎を遮さえぎるようにして、美佐が怒鳴る。

「ちょっと待ってってば！　じゃあなに？　佐間太郎が夢で見たガキンチョが、相原の元の姿ってこと？　なんで夢で昔の風景が見えるわけ？　意味わかんない！」

「そうだ。あの男の子が悪魔に取り込まれて相原になったんだと思う」

　バシンッと彼女はテーブルを叩いて立ち上がった。

「あー！　もう、夢とか前とかわかんない！　美佐たん、寝る！」

　単に眠たかっただけなのか、彼女は大おお股また開きで部屋へと行ってしまった。久美子はメメに向かって、優しく語りかけるようにして聞く。

「ねえ、メメちゃん、どういうことなの？」

「んと。今の、前の、風景が見えるの」

「ん？　それってどういう──」

　さらに彼女が追及しようとすると、ママさんが手を広げてそれを制した。

「チョロ美。知りたかったら拳こぶしで勝負よ」

「え!!　しょ、勝負はしませんけど……」

「世の中には人から聞いて知っていいことと、自分で感じて知らなくちゃいけないことがあるのよ。だからチョロ美、このことを知りたかったら拳で勝負」

「だから、いいです……」

「それじゃ、ママさんは寝る！　疲れた！　二度寝最高！」

　美み佐さに続き、ママさんも寝室へと戻って行った。メメは時計を見てから、カバンを持って小学校へとでかけて行った。

　残されたのは佐さ間ま太た郎ろうとテンコ、そして久く美み子この三人だ。この際、スグルはどうでもいいだろう。

「なんだよテンコ、さっきのは」

　佐間太郎はそう言って唇を突き出す。

「なんだよってなにがよ」

　テンコも同じようにして唇を突き出す。

「ずいぶん相あい原はらをかばうようなことばっかり言ってるじゃねーか。相手は悪魔なんだぞ、悪魔!!　なにされるかわかんねーぞ！」

　彼が言うと、久美子がいそいそと席を外した。あたしはなにもしませんよ、的な笑顔を浮かべながらの退場であった。佐間太郎は、久美子も元悪魔だということをすっかり忘れていたのだ。後で謝っておこう……。

「いいじゃない別に。だって彼、本当に優しいんだもん。誰だれかと違ってね」

　テンコはそう言って「プイッ」と顔を背そむける。佐間太郎は今までの自分の行いを思い出す。うーん、確かに彼女に対して優しいとはいえなかったかもしれない。だからといって、だからといって、だからといって……。

「コホン。突然だけどテンコ、折り入って聞きたいことがある」

「な、なによ？」

「お前、昔、相原と付き合ってたって本当か？」

　彼女の表情が、一瞬で険けわしいものに変わった。

「相原が言ってたんだ。お前と付き合ってたって。それって本当か？　お前、俺おれに隠れてあいつと付き合ってた時期があったのか？」

　畳みかけるような質問に、テンコはバンッとテーブルを叩たたいて立ち上がった。

「それがなんだって言うのよ！　もし付き合ってたとして、なにが悪いの！　あたしは佐さ間ま太た郎ろうの彼女でもなんでもないんでしょ、ただのお手伝い天使なんでしょ！　バカ!!」

　そういうと、彼女はスグルを摑つかんで佐間太郎の顔面に叩きつけた。

「ぐはぁっ!!」

　そのままテンコは自分の部屋へと戻って行ってしまった。そして誰だれもいなくなった。

　残された佐間太郎は、テンコと相あい原はらが恋人だった時のことを想像して、ウグググとうなるのだった。




「テンコ、入るぞ。入るからな」

　何度もジャンプをしてノブに手をかけ（念の為ために言っておくが、まだ赤ちゃんサイズなのである）、ようやく開いたドアから佐間太郎はテンコの部屋へと入った。彼女はベッドの上で膝ひざを抱えて、顔を伏せていた。泣いているのかどうかわからない、微妙なポジショニングである。

「あたし、あの時のこと、ぼんやりとだけど覚えてるんだからね」

　先に言ったのはテンコであった。

「確かにあたしは彼の仕組みに誘導されて公園に行ったかもしれない。でも、その時のことがすごく楽しい思い出として残ってるんだよ。彼は優しかったし、佐間太郎みたいにあたしのことバカにしなかったし。それに、好きだよって言ってくれた」

　彼女の表情は複雑すぎて、彼にはどう解釈すればいいのかわからなかった。

「あたしだって女の子なんだから、あんなにストレートに愛情表現されたら嬉うれしいに決まってるじゃん。そういうのがわからない男の子は、バカだよっ。それに覚えてる。彼が、あたしと久く美み子こさんどっちにするんだって佐間太郎に聞いたら、答えなかったでしょ？　すごく曖あい昧まいに濁にごしたでしょう」

　佐間太郎としては、曖昧にした覚えなどない。ハッキリ、選ぶものではないと断言したはずだ。しかし、彼女たちにとって、求めている答えはそういうことではないらしい。

「あたしが面倒くさいからでしょ？」

　テンコはさらに続ける。

「本当は久美子さんを選びたかったけど、あたしが傷つくと面倒だから、答えなかったんじゃないの？」

「違う、そうじゃない」

「あたしのことなんてどうでもいいんでしょ、結局は天使だから、どうにもならないんでしょ！」

「お前だって、俺おれに内緒で相原と付き合ってたくせに、よく言うよ」

　佐さ間ま太た郎ろうはつい憎まれ口を叩たたいてしまった。しかしそれは本心でもあった。どうしてそんなことするのだ、自分の知らないところで、自分の知らない悪魔と付き合っていただなんて。

「なによ、あんただって、知らないうちに赤ちゃんになってたじゃないの！　そもそもなんで赤ちゃんなのよ！　し……」

　そこまで言って、テンコの顔はみるみる赤くなっていった。

「え？　なに、どした、テンコ？　なにか思い出したのか!?」

「あたし、赤ちゃんと一緒に寝たわよね？」

「あ？　あ、はい」

「一緒にお風ふ呂ろ入ったわよね？」

「はい」

「オムツかえたわよね？」

「はい」

「赤ちゃんは、実は佐間太郎だったのよね？」

「はい」

　プシュスルルルルルルルッルル！　ヤカンが沸ふつ騰とうするような音がして、彼女の頭から大量の蒸気が吹き出た。

「ンキョー!!　出てけ！　スケベ変態エッチボケバカアホー!!」

　部屋にあるものを手当たり次第投げつけながら、佐間太郎を追い出すテンコ。彼は頭を守りながらダッシュで部屋から逃げていくのであった。




　久く美み子このいる部屋にも戻れない、テンコと顔を合わせるのも気まずい。仕方なく佐間太郎は、昼間の商店街をブラブラと歩いていた。もちろん赤ちゃんが一人で散歩しているので、通行人は珍しそうに彼のことを見た。しかし、遠巻きで見ているだけで話しかけたりはしてこない。佐間太郎は思う。人間なんてそんなものなのだ。こんないたいけな子供が一人で歩いていたって誰だれも関かかわろうとはしない。もし関わって問題になるのが嫌だから、見て見ぬふりをするのだ。

「やい、なにしてんだクソガキ」

　一人で人間に対しての不信感を募らせていると、いきなり首根っこを摑つかまれ持ち上げられた。目の前には、不思議そうな顔をした進しん一いちがいる。

「お？　この赤ちゃん、テンコちゃんが背負ってた赤ちゃんじゃねえの？　ちょっと愛あいちゃん来てみてよ」

　進一に呼ばれ、近くにいた愛が小走りで近寄ってくる。佐間太郎の顔をジーッと見つめると「うん、確かにそうね」と言って頷うなずいた。二人はデートをしていたところ、偶然通りかかった佐さ間ま太た郎ろうを見つけたらしい。もちろん彼らは、この赤ちゃんが佐間太郎だということなど知る由もない。

「あれだけかわいがってたのに、どうして一人なのかしら？　迷子？」

「んー。そうかもしれないなぁ」

「じゃあ今日はこの子も一緒に三人でデートしましょ？」

「えええええええっ！　なんでガキと……」

「嫌なら帰れば？　わたしはこの子と二人でお買い物するもの」

「えええっ！　そ、そんな……。わかったよ、三人でいいよ……」

「じゃあ、赤ちゃん抱っこして」

「ええええっ！　俺おれ!?」

「だってお漏らしされたら困るもん。進しん一いちくんなら笑顔が素敵だから平気でしょ？」

「笑顔が素敵？　マジで？　えへへ、オッケー！」

　あっさり言葉尻じりで騙だまされた進一は、佐間太郎の世話をすることになってしまった。佐間太郎としても、彼に抱っこされるのは非常に不本意だったが、話の流れ上、受け入れるしかない。

　二人のデートは非常に健全なもので、喫茶店で食事をしてから映画を見て、公園に行って池の鳥に餌えさなんかあげちゃって、カラオケボックスで熱唱して終了であった。

　愛あいはニコニコと笑いながら帰って行った。進一は佐間太郎を抱いたまま、ハァと深くため息をつく。

「なぁガキンチョ。俺と愛ちゃんて合ってないのかね。確かに一緒にいると楽しいけど、こうなんつうか、もっと進展したいんだよな。チューとかしたいしさ。ふぅ」

　彼は佐間太郎を抱きかかえたまま、デパートへと向かった。大抵のデパートの屋上には、子供向けに作られた簡易遊園地のようなスペースがあるものだ。日も暮れかかってはいるが、ここに佐間太郎を連れてきたのは、進一なりの優しさだろう。

　ほとんどの乗り物は青いビニールシートに覆われ、黄色と黒のヒモで結ばれていたが、小さなＳＬだけは動いていた。彼はチケット売り場で券を二枚買うと、佐間太郎を抱えたままミニＳＬにまたがる。ポッポーというおなじみの音を立てながら、ＳＬは走り出した。佐間太郎は彼に抱かれながら、「こいつ、将来はいいお父さんになるかもしれないねー」などとボンヤリ考えていた。

「どうだ、楽しいか？　子供はこういうの好きなんだろ？　むしろ、こういうのじゃなきゃダメなんだろ？　もし嫌いでも我慢しろよ、他ほかに思いつかないんだからさ」

　ＳＬはあっというまに屋上を一周して、元の場所に戻ってきた。今度は彼はソフトクリームをひとつ買うと、佐間太郎に食べさせた。

「はぁ。それにしてもよぉ子供。俺の友達、最近見かけなくてさ。行方不明なんじゃないかとか言われてんだよなぁ」

　ソフクトリームを食べながら佐さ間ま太た郎ろうはフムフムと話を聞いた。

「変な奴やつだったけど、一緒にいて面白かったのになぁ。どこでなにしてんだろうな、佐間太郎のやつ」

「ぶっ！」

　思わず口の中に入れていたソフトクリームを吐き出すと、進しん一いちは慌あわててハンカチでそれを拭ふいた。ハンカチにはと刺し繡しゆうしてあった。きっと愛あいからのプレゼントなのだろうが、なぜわざわざ二人のイニシャルの間にドクロを入れるのだろうか。

「そっか……、そうだよな、心配かけたよな。すまんな、進一」

　口を拭かれながら、佐間太郎は進一に向かってそう言った。言われた途端、彼の動きはピタッと止まる。目の前の赤ちゃんから、佐間太郎の声がしたのだ。腹話術なのか!?　と疑ったものの、自分の抱いているのはあきらかに本物の赤ん坊である。ということは、佐間太郎が赤ちゃんになってしまったとしか考えられない。しかし、そんなバカな。

「……お前、なにしてんの？」

「いやー……赤ちゃんになっちゃった」

　なんで？　どうして？　なぜに？　進一の頭の中は、言いたいことで膨れ上がった。しかし、しょうがない。なっちゃったんだもん。赤ちゃんになったんだから、どうしてなんて聞く方が野や暮ぼだ。きっと、なにかがあったんだろう。これは、結果でしかないのだ。

「そっか、なっちゃったのか。じゃあ、なっちゃったんだろな」

「おう」

「とは言うものの、親友がいきなり赤ちゃんになってるとビビるな」

「おう。俺おれもビビった。赤ちゃんになった時」

　二人はケラケラケラと笑う。

「本当に佐間太郎といると飽きないよなぁ。色々なことが起こる気がするよ」

「まーなー。しょうがない。個性だと思ってあきらめてくれ」

「個性か。あはは、オッケー。むしろ大歓迎だぜ」

　佐間太郎は進一の腕の中で、一瞬躊ちゆう躇ちよしてから、思い切って聞いてみることにした。

「橘たちばなさんとは上う手まくいってんの？」

「んー？　愛ちゃん？　どうだろうな。一緒にいて楽しいけど、恋人っていうほどの関係じゃないなー。そんなことよりお前こそどうなんだよ。テンコちゃんと久く美み子こちゃん、どっちか選んだ方がいいんじゃねえの？」

　やはり、当然そうやって切り返してくるよなぁ。

「いやぁ。わかんないけど。俺さ、どっちかなんて選べないよ。ずっと二人と仲良くしていきたいんだ。どっちかと付き合うと、もうどっちかが離れちゃうとか、そういうのって寂しくないか？　三人で仲良くしてられるのが理想なんだけどな」

　進しん一いちは大人ぶって「ふふぅーん」と鼻を鳴らす。

「まあな。そういうのは心地いいっちゃ心地いいからな。でも相手にしてみれば、宙ぶらりんの状態のまま保留にされるわけだから、たまったもんじゃねえよな。お前は二人から好かれてるからいいけどよ。もしテンコちゃんに、他ほかに男がいたら嫌だろ？　そういうもんだぜ」

　ズキン、と胸が痛んだ。確かにその通りだ。

「でもさ、こんな考え方もあるな」

　ニヤッと笑うと、彼は続ける。

「お前、テンコちゃんか久く美み子こさんかで迷ってるんだろ？　もう思い切って、両方と付き合うてのでもいいんじゃないか？　答えなんて出さなくていいってやつだな。二人とも好きだったら、二人とも好きでいい。どっちかを選ぼうなんて、そういう考えは止やめる。ズルい男になっちまうのさ。だけど、ズルいけど隠し事はなしだ。ちゃんと、テンコちゃんにも久美子ちゃんにも、俺おれは二人のことが好きだぜーって言う。そういうのはどうだ？」

　思わず佐さ間ま太た郎ろう笑ってしまった。まさに彼らしい意見だ。テンコも好き、久美子も好き、だったら二人とも好きだと言ってしまえということらしい。だが、そんなこと言ったら二人して怒るだろう。いや、とくにテンコは頭から湯気を出してシュポシュポするに違いない。

「そりゃダメだな。あと進一、聞きたいんだけど」

「おおっ、この際だ、なんでも聞いてくれ」

「橘たちばなさんの前に付き合ってた男とか、気になるか？」

「元カレってやつだな。うーん」

　進一は急に真剣にな表情になった。今までが全すべて冗談だったみたいに。

「そりゃなるよ、なるさ。愛あいちゃんが今まで誰だれと付き合ってたかなんて知らないけど、もし前に彼氏がいたら気になる。どんなこと話してたんだろうとか、どんなことしてたんだろうとか、やっぱり好き同士だったんだろうなぁとか、なんで別れたんだろうって。それに俺はほら、自分に自信があるわけじゃないから、元カレと比べられたらどうしようとかさ、思うよな。不安になるさ」

　彼の話を聞きながら、佐間太郎はテンコと相あい原はらのことを考えた。二人は以前、付き合っていたというのだ。

「でも別に俺は、今の愛ちゃんのことが好きだから、そんなこと気にしてもしょーがないって思ってるよ。もちろん過去も全部ひっくるめて橘愛だからな。それを受け入れないと。つうかさ、もうあれだよ」

　進一は、ひどく照れくさそうに言った。今まで見たことのない表情だった。

「好きになったら負けだよ。切なかったり悩んだりとか、全部こみこみで恋愛だから。自分に都合のいいようなことばっかじゃないんだよ。それを受け入れて乗り越えて、最後には立派な恋人になるんじゃないのか？　ってかっこつけすぎか、俺おれ？」

　かっこつけすぎだった。さっきまで「二人好きなら二人好きでいいじゃん」と言っていた彼と同一人物とは思えない。だが、軽薄な外見とは裏腹に、意外にしっかりとした考えも持っているんだなと佐さ間ま太た郎ろうは思った。

「ありがと進しん一いち。なんかさ、お前と話してスッキリした。ような気もするし、してないような気もする」

「どっちだよ！　まぁ、困ったらいつでも俺の膝ひざの上に乗っかれよ。面倒みてやるぜ」

「ありがとな」

　佐間太郎はそう言って、彼と別れた。進一の膝の上からピョンと飛び降りて、徒歩で家まで帰った。もう日は暮れていて、夜が空を支配しようとしていた。




　自分は結局、誰だれを本当に必要としているのだろう。誰かと恋愛をしなければいけないのだろうか、それとも恋愛なんてまだ早いのだろうか。

　きちんと整理して、色々なことを考えた。

　しかし、さっぱり結論は出ない。そもそも、恋愛に結論なんて存在しないんじゃないだろうか。結果が全すべてであり、それをやり直すこともできない。

　失敗しても、失敗するしかなかったのだ。上う手まくいく場合は、どんなふうに転んでも上手くいくようになっているのだ、きっと。

　彼は神かみ山やま家に戻ると、一直線にテンコの部屋へと向かった。

　しかし、そこにテンコの姿はなかった。彼女の代わりに置きスグルがあった。置きスグルとは、置手紙のようなもので、たまたま近くにスグルがいたから、彼の身体からだにボリボリと油性マジックでテンコがメッセージを書いたものである。

　さらに彼女は「やい、佐間太郎がくるまで動いちゃダメだからね」なんて念を押したのだろう。スグルは、メッセージを顔面に書かれた時のままの姿で止まっていた。

「なになに……。『相あい原はらに会いに行きます─テンコ』」

　佐間太郎にとって、それだけで心が燃えるように疼うずいた。今夜もテンコは、相原に会うために公園へとでかけたのだ。なんてこった、彼女に施ほどこされた仕組みは解けたのではなかったのだろうか。それでもテンコは、佐間太郎の帰りを待つよりも、相原を選んだのだ。

「なんだよそれ!!　んじゃーしょうがねーじゃん!!」

　バスン、と彼はベッドに横たわった。それを見てスグルはビクッとする。

「佐間太郎さま。スグルは、まだ置きスグルでしょうか？」

「そうだよ！　黙っておけよ!!」

「はいっ!!」

　あきらかに機嫌の悪い佐さ間ま太た郎ろうにビクビクしながら、スグルは置きスグルとして、姿勢を崩さなかった。動き出すとウザいので、普段からこれぐらいが丁度いいのだが。

「あ──っ、もう!!　なんなんだよ!!」

「…………（スグル、怯おびえつつ無言で涙）」

　天井を見上げながら、自分に本当に大切なのは誰だれかともう一度考える。なんかもー考えてばっかりで前に進んでいないようだが、そんな簡単に進む恋愛なんてあるわけがないのだ。テンコの笑顔を思い浮かべる。テンコの泣き顔を思い浮かべる。テンコがゴハン急いで食べながら、うんうんって自分の話に相あい槌づちを必死で打っているところを思い浮かべる。

「あーぁ、やっぱ俺おれにはテンコだわ」

　赤ちゃん佐間太郎の結論は、やはりそれだった。彼は飛び起きると、まず自分の部屋に向かった。そこには久く美み子こがいるはずだ。

「久美子さん!!」

「え？　あ、神かみ山やまくん。なに？」

　多少戸惑いながらも、彼女は佐間太郎に向き合った。

「あの、俺、今からテンコを迎えに行くから」

　それだけで十分だった。彼女にとって、その言葉がなにを意味しているのか、すぐに理解できた。

「はい。わかりました。頑がん張ばってね、神山くん」

「うん、ありがとう久美子さん」

　弾はじけるようにして彼は廊下へ飛び出る。すると、置きスグルだったブタがその役目を終え、フヨフヨと浮かんでいるのが見えた。

「ちょっとぶら下がるぞっ」

「は、はいっ!?」

　そう言って彼は、浮かんでいるスグルにジャンプしてしがみついた。スグルと佐間太郎は、階段の上を滑るようにしておりていく。玄関で佐間太郎はスグルから手を離し着地した。離されたスグルはドアに激突する。

「ありがと！　そんじゃ！」

　玄関ホールで倒れているスグルに向かって手を振り、佐間太郎は走り出した。












　そうだ、俺はやっぱりテンコのことが好きだったんだ。色々と考えて、色々と悩んだけれど、そんなことは全すべて無意味で不必要なことだった。

　相あい原はらとテンコが昔付き合っていたとしても、そんなことは構わない。

　自分が好きなのは、今のテンコなのだ。今のテンコを形成しているのは、彼女が過ごしてきた生活の全てだ。だから、もし相原と付き合っていなかったら、今とは違うテンコになっていたかもしれない。そんな彼女を自分は好きになっていただろうか？

　細かいことはどうでもいい。とにかく今、俺おれはテンコに会いたい。会って気持ちを伝えたい。彼女は相あい原はらに会いに行くと言っていた。もしかしたら、それはデートかもしれない。

　昔のようによりを戻すための密会かもしれない。でも、もうそんなことはどうだっていいんだ。俺は、今、彼女に会いたい。そして気持ちを伝えたい。ただそれだけだ。

　いつの間にか雪が降り出していた。サクサクと真新しい雪を踏みしめながら、彼は公園へと向かう。その足跡が、徐々に大きくなっているように見える。

　これは目の錯覚だろうか。いや、違う。佐さ間ま太た郎ろうは、成長していた。赤ちゃんから幼稚園児へ、そして小学生へ、さらに中学生、そして高校生。

　頭の中でテンコのことを考えれば考えるほど、彼の身体からだは元へと戻っていった。思考の放ほう棄きからはじまった幼児化は、全すべての問題に真剣に向き合って考え、自分の行動に反映することで成長へと転じた。

　ただの身体の成長と異なる点は、着ていた服もそれ相応に変化していくことだった。思考の変化は身体を変化させ、身体の変化は環境をも変化させるということだ。

　夜空いっぱいに雪が吹き荒れ、結晶たちはヒステリックに町中へ降り注いだ。

　あらゆるものは白く塗りつぶされ、純白の世界に佐間太郎の足跡だけが綴つづられていく。

　ようやく公園についた頃ころには、肺の中が凍るほどに身体は冷え切っていた。公園の入り口から鉄棒のある場所まで、小さな足跡が頼りなく残っている。これはきっとテンコのものだろう。佐さ間ま太た郎ろうは、彼女の足跡に自分の足跡を重ねながら歩いた。

　テンコはここを歩く時、どんな気持ちだったのだろう。そして今、なにを思っているのだろう。鉄棒の前までくると、テンコの足跡はそこで途絶えていた。それっきり、消滅していた。

「あれ？　なんで？」

　鉄棒の前で引き返したわけでもなく、通り過ぎてもいない。その場所から空に向かって飛んでしまえば足跡は消えるが、テンコにそれができるかはわからない。あるいは、相あい原はらに連れ去られたということも考えられるが、佐間太郎の本能がそれは違うと首を横に振っていた。

　となると、ここからテンコは向こうの世界に入ったのだ。

　悪魔の世界、仕組みの世界へと。

　神かみ山やま家にも、「天国への扉」というドアがある。押入れの中にしまわれた、ただのドア板に見えるが、地上と天国を繫つなげる秘密の通路だ。

　きっとこの消えた足跡も、それと同じようなものがここに存在することを示しているのだ。キッチリと鉄棒の前で消えているテンコのしるし。佐間太郎は、真っ白な息を吐きながら、その場をジッと睨にらみつける。どこかに入り口があるはずだ。ここではない、他ほかの世界に行くための扉が。どこかに隠してあるのだろうか。スイッチを押せば出てくる仕掛けがあるとか……。

「んー……。あ。なんだ、そういうことか」

　しかし、考えることなどなかった。足跡が、そのまま答えを示していたのだ。

　目の前には鉄棒。それしかない。これは見方によれば、ゲートのようにも見える。

　テンコの足跡は、鉄棒の直前で消えていたのだ。ゲートをくぐって、別世界へ入ってしまったかのように。

　佐間太郎は頭を低くして、鉄棒へと向かった。いつの間にか月明かりが鉄棒を不思議な光で浮き上がらせ、金色の扉のように見せた。

　その扉の輝きは、佐間太郎の目の奥まで届き、心の中を巨大なヘラで混ぜるように作用した。胸の中を勝手に覗のぞかれるような不快感。これより先に入ってはいけない、という警告なのだろう。だが彼は、ゆっくりと目を閉じて、そのまま鉄棒をくぐった。

　風の吹く音、雪の降る音が消え、自分が世界を超えたことがわかった。

　閉じた時と同じようにして、ゆっくりと目開けると、そこは途方もなく広いグラウンドの中心だった。

　夢で見た光景に似ているけれど、どこかが違う。なによりもその広さは異様だった。周囲をいくら見渡しても建物などは見えず、延々と砂漠のようにグラウンドが続いているのだ。

　遥はるか彼方かなたでは夕陽が沈みかけ、オレンジ色が世界を包んでいる。

　佐さ間ま太た郎ろうは、これは誰だれかの心が作り出した世界なのではないかと考えた。誰かの心の中では、あのグラウンドはこう映っていたんだ。どこまでも続く広い世界に。

　誰かなどと言っても、こんなふうな視点を持っているのは一人に決まっている。

　そう、あの少年。相あい原はらだ。

　しばらく歩くと、小さな鉄棒がひとつだけポツンと立っていた。誰からも忘れられ、取り残され、永遠に注目されないような、寂しい鉄棒だった。

「ねえ、どいてくれる？」

　背後から声をかけられた。そこにはあの少年がいた。泣いてきたばかりなのだろうか。

　目を真っ赤にさせ、鼻をぐしゅぐしゅ言わせている。

「ああ。ごめんよ」

　佐間太郎がどくと、彼は鉄棒でグルグルと回り始めた。とても素敵な回転だった。

「ねぇきみ、テンコを知らないか？」

「テンコ？　知らない。そんな変な名前、聞いたことない。アニメのキャラクターみたいな名前」

　息を弾ませながら、彼は笑った。噓うそをついているようには見えない。

　どうしたものだろう。途方に暮れていると、遠くで砂を蹴けり上げる音がすることに気づいた。目を向けると、少し離れた場所に、もうひとつ鉄棒があった。そこでは一人の少女が、逆上がりの練習をしている。

「あ。テンコ」

　思わず佐間太郎がつぶやくと、少年は不満げに訂正をする。

「彼女はテンコなんて変な名前じゃないよ」

　彼の言う通り、少女はテンコではなかった。なにしろ彼女は小学生だったし、髪の毛もテンコよりずっと長い。

　少し離れた場所で、少年はクルクルと回転を続け、少女は逆上がりを延々と失敗する。

　二人はお互いが存在しないみたいに、干渉することなく、ただ鉄棒に打ち込む。

「なぁ、どうして手伝ってあげないんだ？」

　佐間太郎は少年に聞いてみた。彼はあごから汗を垂らしながら答える。

「だって怖いよ。なんて言えばいいかわからないし」

「逆上がり、教えてあげるよ。でいいんじゃないの？」

「女子と話したこと、あんまりないから」

　そう言って彼はまたクルクルと回転する。

「好きなの？　あの子のこと」

　軽い気持ちで言ってみると、少年は手を滑らせて鉄棒からハデに落ちた。

「いでっ！　な、なに言ってんだよ！　そうじゃないよ！　そんなんじゃない。ただ見ているだけでいいし。その。なんでもないよ」

　佐さ間ま太た郎ろうは、まるで自分を見ているみたいだなと思って笑ってしまった。本当は好きなくせに、気持ちを伝えることができないのだ。

「わかった、じゃあ一緒に行こうよ。ただ逆上がりを手伝うだけだから、好きとか嫌いとかは関係なしでさ」

「……うん。わかった」

　佐間太郎は、自分の存在が不思議に思えた。彼との会話は、全すべて少年が頭の中で繰り返している自問自答なのではないかと。彼の中の勇気と、臆おく病びようさのやりとりの中に組み込まれているような気がしてならない。

「ほら」

　佐間太郎は手を差し出して、少年の手を強く握った。そして、二人して一緒に少女の元へと向かう。彼女は細い腕でしっかりと鉄棒を握り、何度も地面を蹴けり上げていた。

　しかし、あのやり方ではいくら経たっても成功はしないだろう。

　二人は少女の前へとやってきた。佐間太郎は、彼の背中をツンツンとつつく。

「あの、よければ……教えるけど」

　少年の声に、少女は汗びっしょりになりながら顔を上げる。

「なにを？」

「逆上がり」

　その瞬間、巨大な手が彼女の身体からだを摑つかみ、軽々と抱きかかえた。目の前には身長が五メートルもあろうかという巨人が立っている。佐間太郎は咄とつ嗟さに叫さけんだ。

「相あい原はら!!」

　巨人は少女を肩に乗せ、そのまま立ち去ろうとする。佐間太郎は反射的に走り出し、巨人の身体に体当たりをした。しかし、吹っ飛んだのは自分の方だった。

　佐間太郎はグラウンドの上を転がった後、口の中に入った砂を吐き捨てる。

「くっ。待て！　その子を返せ!!」

　彼が叫ぶと、巨人はゆっくりと振り返った。その顔を見て、全身が凍りついた。

　その巨人の顔は、佐間太郎とまったく同じだった。相原ではなく、彼自身だった。

　そうだ、この世界は少年の作った世界なのだ。だとしたら、その世界での悪者は、彼から少女を奪った人物である。

「やっぱり僕は……やっぱり僕は見てるだけでよかったんだ……。ちくしょう」

　背後では少年が泣いていた。後ずさりをしながら、目を真っ赤にしている。

　この少年を悪魔にしたのは……。

「ちくしょおぉぉおぉ!!」

　少年が叫さけぶと、全身が一瞬で真っ黒に染まった。目は赤く燃え、身体からだは流線型の異様な物体になる。

　佐さ間ま太た郎ろうが迷い込んだのは、少年の記憶の中だ。

　頭が混乱する。少年はこうして悪魔に、相あい原はらになってしまったのだけれど、その原因は自分にあったのだろうか。わけがわからない。少年の後押しをした自分は誰だれだ？　あの少女を連れさらった巨人は誰だ？　激しい頭痛に耐え切れず、目を閉じた。そして再びゆっくりと開けると、そこは元の公園だった。

　雪はさらに深く降り積もり、鉄棒の上にも小さく山を作っている。

　その上には、相原が空中に浮かんでいた。

「思い出したか、神かみ山やまくん。きみは僕から恋心を奪った。だから、今度は僕がきみから奪う番だ」

「わかんねえよ、なんか全然わかんねえ。どういうことなんだよ」

「わからなくても結構。僕はきみから全すべてを奪うつもりだ。僕がきみにされたようにね」

　佐間太郎は相原の言っていることが理解できなかった。ただ、彼のことが哀あわれだと感じた。奪われたら、奪い返すことしかできない相原を。

「お前、かわいそうな奴やつなんだな」

　佐間太郎は、反射的に相原に向かって飛びついた。それは攻撃ではなかった。

　抱きしめようと思ったのだ。なぜそう思ったのかはわからない。ただ、彼が哀れで仕方なかった。

「なにをする!?」

　あまりに突然の行動に、相原は避けきれなかった。

　佐間太郎と相原が触れた瞬間、また景色が変化した。




　そこは鉄棒工場だった。








第五章　鉄棒工場







　鉄棒工場と言っても、鉄棒の部品を作っている工場ではない。

　体育館ほどの広さの空間に、縦横無尽に這はい回る途方もない数のベルトコンベアー。その上に鉄棒が載っかり、グルグルグルと佐さ間ま太た郎ろうの周囲を動いている。

　回転寿ず司しを想像すればわかりやすいだろうか、あのお寿司の代わりに、完成品の鉄棒が回っているのだ。それはどこからやってきて、どこに向かっているのかわからない。意味があるのか、ないのか、それすらもわからない。

　その工場は、鉄棒を定期的に、機械的に、きわめて冷静に運びつづけているのだ。天井は高いものの、そこらじゅうに排気ダクトや、電気コードがひしめいているので、電気部品のジャングルのようだった。ジャングルの中を流れる川の代わりに、ベルトコンベアーに載せられた鉄棒が流れているのである。

「なんだここは……意味わかんねえよ」

　佐間太郎は、右を向いても左を向いても鉄棒だらけの空間で、なにをどうすればいいのかわからないでいる。ともかく、テンコを捜さなくてはならない。彼は大声で彼女の名前を叫さけびながら、鉄棒工場の中を歩き回った。

「テンコ！　いるのか!!　いるんなら返事をしろ!!　おい!!」

　しばらくして、人の声のような音が聞こえた。聞き取ろうとして耳を澄ませると、確かに声はこう言った。

「佐間太郎!!」

　工場の奥からテンコの声が聞こえる。彼はベルトコンベアーを飛び越え、ダクトをくぐり、彼女の元へと走った。

「テンコ!!」

　そこにはテンコが怯おびえた様子で座り込んでいた。

「待ってろよ！」

　彼はそう言って彼女へ近づくが、匍ほ匐ふく前進でテンコは逃げ出そうとする。

「きゃー！　ニセモノさまたろが!!」

「ニセモノじゃねえよ！　本物だろ！」

「だって本物は今赤ちゃんだもん」

「戻ったんだよ！」

「いつ？」












「さっき」

「うそくさーい!!」

　確かに噓うそくさかったけれど、本当なのだから仕方がない。テンコがズリズリと床を這はう姿を見て、佐さ間ま太た郎ろうは安心する。なんだ、わりと元気そうじゃん。

「つうかな、あんな奴やつとデートしようとするから、こんなわけわかんねー場所に連れてかれるんだぞ？」

　テンコは驚いたような顔をして反論する。

「デート？　なに言ってるのよ、違うわよ！」

「じゃあなんでわざわざ相あい原はらに会いにきたんだよ」

「それは、断りにきたんじゃない。もし彼が本気だったら、あたしは無理だからって。そりゃ気持ちは嬉うれしいけど、あたしには好きな人がいるから、こたえられないって……」

　てっきりデートにきたと思っていた佐間太郎は、その言葉を聞いて驚いた。その、やっぱり、好きな人っていうのは……。

「それより、佐間太郎こそなんでいるのよ、こんな変なとこにさ」

「そりゃお前、テンコのことが心配だから……来たんじゃねえか……」

「え……心配してくれたの？」

「……まーね」

「……そーね」

　二人赤面。六秒沈黙。で、なにごともなかったかのように。

「で、佐間太郎、ここ、なに？　どこなの？」

「わかんねえ。相原の中なんじゃないか？」

「中？」

　どこを見ても、ベルトコンベアーに載せられ、機械的に運ばれていく鉄棒しか見えない。

『きみたちは知らないだろうけどね』

　不意にどこからか声が響く。それは、鼓膜を振動させない心の声だ。

『悪魔ってのは、本当に心残りのある人間がなるものなんだよ。わかるかな。僕がどんなに辛つらかったか、僕がどんなに悲しかったか。きみたちにわかるかな。僕はたったひとつの希望を奪われてしまったんだよ。わかるかな、わかるかな』

　テンコはどこを見ていいのかわからなかったので、とりあえず真正面を向いて叫さけんだ。

「あんたね、勝手に自分だけが悲しい思いをしてるって思ってるんじゃないわよ！　誰だれだって辛くて死んじゃいそうな思いをしながら生きてるっていうのに。バカ!!」

『テンコ。テンコ。きみは僕の救いだったんだよ。憧あこがれだった。どうして天使なんかになってしまったんだい。どうしてあんな奴についていってしまったんだい』

「あんなやつって誰のことよ。あたしは誰にもついていってなんてないもん」

　佐さ間ま太た郎ろうは、夢のことを思い出した。夢の中で、テンコに似た少女がずいぶん年上の男と一緒にいたことを。あれはただの夢ではなかった。相あい原はらの記憶ともリンクする。

　だとすると、彼女を連れ去ったのは自分そっくりの顔をした男ということになる。

『ああ、かわいそうなテンコ。なにも覚えていないんだね。きみは前のことなんて忘れてしまったんだね』

　テンコは佐間太郎に耳打ちをする。

「ねえ、言ってることわかる？」

　耳元で言われ、彼は混乱した。説明するには物事が複雑すぎるのだ。ええい、こうなったら一番単純で、わかりやすいところから言ってしまえ。

「あの、テンコさん。今が緊急事態でそれどころじゃないってわかってるけど、言いたいことがあるんだけど」

「なによ、改まって」

「俺おれ、お前のこと好きだ。付き合ってくれ」

「え？」

　ガクン、と鉄棒を運ぶベルトコンベアーが止まった。空調も止まったらしく、排気ダクトからの騒音も消えた。一瞬で工場のラインはストップし、沈黙に包まれる。

「俺、お前が昔、相原と付き合ってたとしても構わない。今のお前のことが好きだ。だから、付き合ってくれ」

　あうあぐあう、と口をパクパクさせていたテンコだったが、ようやく言葉を漏らす。

「バカじゃないの、あたし、相原となんて付き合ってないわよ!!」

「え？　付き合ってるって言ったじゃん」

「言ってない！　もし付き合ってたとしても、あんたには関係ないでしょって言っただけじゃない。だってあたしは、ずっと佐間太郎と一緒にいたでしょう？　他ほかに男作る時間なんてないわよ。あんただけで手一杯よ、バカ！」

　顔を真っ赤にして彼女は捲まくし立てた。佐間太郎は、ほっとしたのと恥ずかしいのとで、汗が一気に吹き出るのがわかった。

「それで、返事は？」

「返事って？　なに？」

「だから、俺と付き合ってくれる？っていう」

　ゴウンッ、と工場全体が痙けい攣れんしたように動いた。

『お前ら、なにを勝手なこと言ってるんだ。テンコは僕のものだ。僕の中にテンコを取り込むんだ。そうすれば僕はこれから一人で生きていけるんだ!!』

　電気コードが触手のようにテンコに絡まり、彼女の身体からだを宙に持ち上げた。

「テンコっ!!」

　テンコは悲鳴をあげる間もなく、鉄棒の並ぶベルトコンベアーに叩たたきつけられてしまった。ベルトコンベアーは速度を恐ろしいほどに上げ、苦しそうにうめいているテンコをどこかに連れ去ろうとする。

「た、助けて佐さ間ま太た郎ろう……」

「待ってろ、今行くぞ!!」

　彼は一番近くにあったベルトコンベアーに飛び乗ると、その上をダッシュしてテンコの元へと近づこうとした。しかし、工場の中には何百ラインもベルトコンベアーが存在しており、それぞれが複雑に入り組んでいる。デタラメにラインに乗っているだけでは、見当違いの方向に運ばれてしまう可能性だってあるのだ。

　佐間太郎はベルトコンベアーからベルトコンベアーへと飛び移り、テンコの運ばれているラインへと近寄っていく。

「もうすぐだ、テンコ」

「くるし……くるしいよ」

　彼女は頭を抱え、座り込んでいた。景色が一瞬で吹き飛んでいくほどの速度でベルトコンベアーは作動し続ける。

　ようやくテンコと佐間太郎は同じラインに乗ることができた。数メートル先には、テンコが見える。佐間太郎は落ちないようにバランスを取りながら、ゆっくりとゆっくりと彼女に近づいていく。

「って、テンコ！　そこ、カーブが!!」

「え!?」

　テンコが顔を上げると、ラインは大きな曲線を描いていた。この速度でカーブを迎えたら、勢いで吹き飛ばされてしまうに違いない。佐間太郎は全力で走ると、カーブの直前で彼女に向かって飛び込んだ。案の定、カーブでテンコはラインの上から吹き飛んでしまった。しかし、佐間太郎はギリギリで彼女を抱きかかえることに成功した。テンコを抱きしめるようにして、佐間太郎は工場の床を転がり、そのまま別のラインの上へと乗っかった。

「いてええ!!　背中打った!!」

　佐間太郎がのけぞりながら叫さけんでいると、テンコは目をウルウルさせて一言。

「今のん、かっこよかったのん」

「なんだそれ、口調がムカつく！　すげえムカつく!!」

　などと言いながらも、二人は鉄棒と共にベルトコンベアーでどこかに向かって運ばれていく。

「これって、出口あるのかな？」

「やだ、ずーっとこのままグルグル回ってたら、トイレ行けない!!」

　果たしてそういう問題だろうか。そもそも、天使はトイレ行かなくても平気なんじゃないのか。あれか、気分的な問題だろうか。

「あ、佐さ間ま太た郎ろう、あそこなんか書いてあるよ」

　テンコの指差した先には「ＥＮＤ」とプレートの貼はってある穴が見えた。川が滝つぼに向かうように、全すべてのベルトコンベアーが巨大な穴に向かって伸びている。

「ははは……あれ、ヤバそうだな」

　出口っちゃー出口かもしれないけれど、ニュアンス的にはかなり違うような気がする。

　二人の乗ったベルトコンベアーも、そのＥＮＤマークのある真っ暗な穴へと一直線に続いている。

　このまま乗っていて平気なのだろか。そもそもなんのＥＮＤ。誰だれ視点のＥＮＤ。

「佐間太郎、抱いてて」

　テンコはそう言って、彼に抱きついてきた。しまった、さっき佐間太郎がうっかり告白してしまったので、すっかりヒロイン気取りである。ちょっと甘やかしすぎではないだろうか。それでも佐間太郎は彼女の身体からだをしっかり抱きしめると、ジェットコースターの「いや、ここが一番エグいんですよ　開発者：談」みたいな、下り坂に備えて力を入れた。あとは一瞬だった。身体にかかっていた重力が消えたと思ったら、暗くら闇やみの世界。

　衝撃もなにもなかった。そこは本当に、ＴＨＥ　ＥＮＤ。終わりであった。

「テンコ、いるか？」

「いるよぉ、暗いよ、怖くはないけど……」

　佐間太郎はテンコの手を摑つかんで、身体を引き寄せる。そこは完全な闇であった。すぐ隣にいるはずの彼女の姿さえ一切見えない。自分の手を目の前に出しても、認識することはできない。目がなれる、ということもない。ここは暗い場所ではないのだ、完全に暗黒なのだ。ここが相あい原はらの心の、一番深い場所なのであろう。彼は、ここにテンコを取り込もうとしていたのだ。

「うえーん。うえーん」

　突然の泣き声に、ビクッとする二人。もちろんその直後は「いや、別にビックリしてないよ。今のは身体がちょっと痙けい攣れんしただけだよ」的な雰囲気を出しつつ、声の方を注目する。演劇の舞台のスポットライトのように、前方に光が当たった。そこには、あの少年が立っていた。両手を目に当てて、涙を一生懸命に拭ぬぐっている。

「うわーんうわーんうわーん」

　テンコは彼に近づこうとするが、佐間太郎に手を引っ張られて止められる。

「どうして？　佐間太郎、あの子、泣いてる」

「いいから見てな」

　少年はしばらく泣きじゃくっていたが、テンコが近づいてこないと知ると、ピタッと泣くのを止やめた。そして、目をゆっくりと開ける。真っ赤な瞳ひとみ。燃えるルビーのような艶つや。

　身体からだが縦に伸びあがり、ほぼ棒状になってしまう。それは人間の形をしてはおらず、巨大な樹木を連想させた。真っ黒に全身を染めた樹木は、瞳ひとみだけを赤く燃やしてこちらを睨にらみつけている。

「またお前か。またお前が邪魔をするのか」

　変声期を迎えていない、幼い声だった。少年の声をした異い形ぎようの悪魔は、ゆっくりと二人に近づいてくる。ずるっ、ずるっと湿った怨おん念ねんを引きずるように、嫌な音を立てて進む。

　テンコは佐さ間ま太た郎ろうの腕を摑つかみ、できるだけ彼に寄り添おうとする。さっきまで少年の姿をしていた悪魔は、瞳を細めて、その赤の濃度を高くした。

「お前は一度じゃなく、二度も僕の邪魔をするのか。僕から何度奪えばいいんだ」

　佐間太郎は一歩前に出て、胸を張った。

「すまねえけど、最初のことはよく覚えてない。だから俺おれは知らん。二度目は今だろ？　これもすまない。きみにも色々と事情があるだろうけど、俺にも事情があるんだ。きみが大切なものを奪われたくないように、俺も大切なものを奪われたくない。だから俺は、きみにテンコを渡すことはできない」

「なにを言っているんだ。お前は」

　悪魔の目はさらに細まり、鋭利な刃物のようになる。身体の大きさも佐間太郎の数倍は膨れあがり、一瞬で彼を押しつぶして殺してしまえそうなほど巨大になった。

「きみが悲しいのはわかる。辛つらいのもわかる。俺は神様の息子だ。だけど、どうすることもできないことだってある。たくさんある。むしろ、どうにもできない方が多い。だから、できることをする」

「ほほぅ、どうするつもりだ？」

　悪魔は佐間太郎を飲み込まんとする勢いで近づいてきている。

「今できること、それは、テンコをきみに渡さないこと」

　それと。

「きみに謝ることだ」

　ごめん。

「ごめんな。俺、神様なのに、きみのこと救ってやれなくてごめん。俺はきみが彼女のことを見てたことも知ってる。話しかけたくても話しかけられなかったことも知ってる。きみの悲しさ、切なさ、ちゃんとわかってる。もちろん全部が全部理解できるわけじゃない。だけど、俺は、わかってるんだ。ちゃんと。だから、ごめんな。救えなくて、ごめんな。そんな姿にさせて、ごめんな」

　真っ黒に燃えあがる悪魔に、佐間太郎はゆっくりと抱きついた。それは、母親が子供にするように優しい抱擁だった。悪魔の皮ひ膚ふは、佐間太郎の身体を傷つけた。燃えるような痛みが彼を襲う。だが、佐間太郎は離そうとはしなかった。優しく、優しく抱きしめる。

「ごめん。だから、誰だれを奪うとか、そういうのは止やめよう。もういいよ、そんなの。きみは誰からも奪う必要はない。これから、与えられる存在になるんだ。そして、与える存在になるんだ。そうしよう。これからは、そうやって生きていこう」

　悪魔は戸惑い、混乱した。彼のやっていることが、理解できなかった。

　これからテンコを奪うと言っているのに、なぜ抱きしめるのか。どうして自分に謝るのか。騙だまそうとしているのか、自分を陥おとしいれようとしているのか。

「なんなんだ！　お前はなにものなんだ!!」

「俺おれは、神様。見習中だけどさ」

　悪魔に触れていた部分の佐さ間ま太た郎ろうの身体からだは、ススがついたように真っ黒になっている。

　逆に、佐間太郎に触れていた部分の悪魔は、人間の身体に戻っていた。

「グアアアアアア!!」

　悪魔は彼を振り払い、雄おたけびをあげる。それは天地を揺るがすほどの大声だった。

「グアアアアアア!!　テンコ！　テンコ!!」

　テンコに向かって悪魔は突進した。佐間太郎はなんとかそれを阻止しようとしたが、全身が痺しびれて動かなかった。真っ黒な地面に横たわりながら、彼はその様子を見つめることしかできない。

「グアアアアアア!!　グアアアアアア!!」

　悪魔は恐ろしいほどの火柱を上げて、真っ黒に燃えあがった。それはテンコの全身を包み込む。

「テンコ、逃げろ！　早く逃げろ!!」

　佐間太郎は力の限り叫さけんだ。しかし、暗黒の炎の隙すき間まから見えた彼女の顔は笑っていた。大丈夫、心配ないよ、と言っているようだった。それは最初、強がりかと思った。しかし、今度はハッキリとした声で聞こえた。

「泣いてるだけだから安心して」

　テンコの言う通り、悪魔は火柱を上げて泣いていた。彼女はどこかわからないけれど、きっとここが頭なんだろうな、という部分をイイコイイコしてあげる。次第に炎は小さくなり、最後には少年の姿に戻った。

　あの鉄棒少年は、テンコに抱きついて泣き続ける。

　天井から音がした。ガタン、と、巨大なレバースイッチが下りるような音だった。

　暗黒だった世界に一瞬で光が戻った。そこは鉄棒工場だった。

　しかし、排気ダクトや電気コードはなくなっていた。誰かが、あの乱雑だった工場を整理整せい頓とんしたみたいに、シンプルになっている。

　広い空間の中心にベルトコンベアーが数本あり、ゆっくりと、穏おだやかなスピードで色々なものをどこかに運んでいた。

　いや、運んでいたわけではないのかもしれない。ただ、右から左へ、左から右へと繰り返して移動させていただけなのかもしれない。血液が身体からだをめぐるように。

　なにしろここは、彼の心の中なのだ。出口はどこにもない。

　入り口があって、色々な想おもいを取り込み、グルグルと回り続ける。それだけだ。

　鉄棒に代わってベルトコンベアーの上に載せられているのは、お菓子、オモチャ、パズル、靴下、ぬいぐるみ、クレヨン、オレンジジュースなどであった。

　そういった、なんでもないものが、ゆっくりとゆっくりと、右から左へと流れていく。

　次第にベルトコンベアーは、雪を運び始める。それはどんどん量が多くなっていく。工場は雪でいっぱいになる。天井からも雪が降ってきているようだ。

　テンコが何気なく上を見上げると、あるはずの天井がない。空から雪が降っているのだ。驚いて辺りを見ると、工場はもうなくなっていた。そこは、最初にいた公園だった。

　小さな鉄棒が、なにかの目印のようにして立っていた。その横で、佐さ間ま太た郎ろうは雪に埋もれるようにして眠っている。

　テンコに抱きついて泣いていたはずの少年は、雪で作った人形になっていた。彼女が身体を少し動かすと、音もなく崩れた。

「さまたろう、佐間太郎ってば、意味わかんないよぉ」

　テンコはベソをかきながら、眠っている彼の肩をゆする。

「うぉ？　うぉ、寒い。寒いな。こりゃ寒いぞ」

「なんであの子、消えちゃったの？　それに、佐間太郎が言ってた、前のとか、今度のとか、どういうことなの？」

「へっくしょん。そりゃあれだ。人生は色々だってことだよ」

「なにそれわかんないってば」

「俺おれもわかんない。だから今度、聞いてみる」

　佐間太郎は立ち上がりながら、身体についた雪を払う。

「聞くって誰だれに？」

「んー。メメかオヤジ」




　雪の降りしきる中、佐間太郎とテンコはのんびりと家に向かって歩いた。なんだか、短い期間にいろんなことが起こった気がする。二人とも記憶が曖あい昧まいな部分も多いが（もしかして久く美み子こが一番頑がん張ばったんじゃないだろうか、という気もする）。

「寒いね、佐間太郎」

「ああ、さみーな。早くうち帰ろうぜ」

「って、そうじゃないでしょ！」

「んあ？」

　テンコはシャナリシャナリと彼の前を少し進むと、クルッと振り返って首を斜め四十五度にしてニコッと笑った。

「手！　つなご！」

「嫌だ」

「ガーン!!　おかしんでないの!?　佐さ間ま太た郎ろう、それ、おかしいんでないかい!?」

「別におかしくねえよ。嫌なもんは嫌だ」

「だだだだ、だって、あなたさっき、覚えてますかしらないですけど、付き合ってってあたしに言ったのよ、オロローン!!」

　アメリカンクラッカーになった涙をカチコチさせながら、テンコはえぐえぐと訴えかける。アメリカンクラッカーとは、アメリカンなクラッカーである。あまり気にしないように。

「うるせーな。返事しなかったじゃん」

「しなかったけど、わかるでそ！　あたしの気持ち、わかるでそ!!」

　なんて面白い天使なんだ。佐間太郎は珍しい動物を見るような眼めでテンコを見る。

「な、なによ！　そんなタスマニアデビル見るみたいな目で見てさっ」

　そこまでは限定していない。

「結局さ、俺おれは思ったんだよ。たぶん、俺、お前のこと好きなんだ」

「ウヒョー！　あ、間違い。コホン。……えっ（ドキッ★）」

「わざとらしくリアクションやり直さなくてもいいから。でもさ、付き合うとかってわかんない。でも付き合わないと宙ぶらりんとか言われるし。姉ちゃんにも怒られるし。だから、俺、お前と付き合うことにしました。正式に。でも、別に今までと変わんない。だって、わかんないんだもん」

「なななな、なにしょれー！　変わんないの？　なにも？」

「変わんねえ」

　テンコはアゴに手を当て、ウムムムムムムムとうなりながらその場を何十回も回った。

「でも、変わらないんだったら、それって、付き合ってるって言いますかね？」

「嫌なら別れよう」

「がががががががびーん！　ごめんなさい、文句言いませんから、だからなにとぞ」

　テンコよ、今まで淡い恋心を隠してきたのではないのか。その言動では、ベタ惚ぼれ丸出しである。

「でも、じゃあさ、今日から佐間太郎とあたしは恋人同士なんだよね？」

「え？　うん、そうだよ」

「きゃっ、うれＰ」

　のりＰ語で喜ぶ天使。

「じゃあさ、手は繫つながなくていいから、もうちょっと近寄っていい？」

「うん？　いいよ別に」

　いそいそと佐さ間ま太た郎ろうに近寄るテンコ。腕をそっと絡ませ、モゴモゴと口を動かしながら顔を彼の肩にすりよせる。

「なにモゴモゴしてんの？　おばあちゃん？」

「違うわよ！　幸せを嚙かみ締めてんの！　おばあちゃんも確かにモゴモゴしてるけどさ！」

　テンコの嬉うれしそうな顔を見ながら、佐間太郎は思う。こんなに喜んでくれるなら、やっぱり思い切って、もっと前から付き合っておけばよかったかもしれないなぁと。

「ねーねー、さまちん」

「それは禁止」

「う。佐間太郎」

「なんだよ」

「やっぱりクリスマスプレゼントは、久く美み子このヤローとは違う物を貰もらえるんですかね？」

　満面の笑みで聞かれると、意地悪したくなるのは世の常である。

「いや、同じ」

「んだよー！　金かえせよー！　払ってねーけどよー！」

「別れる？」

「ううん、ちゅきあう」

　すでにウザくなってきてる佐間太郎ではありました。

「あ、プレゼントは同じだけど、オマケがあるよ」

「え？　なに、なに、なに、なに。教えて！　教えてちょーだい！　てゆうかちょーだい！　今すぐちょーだい！　くれ！　くれさいまし!!」

「あはは、いいよ」

　そう言って佐間太郎は、自分の肩にすりよせてるテンコの顔をそっと触った。

「キス」

　彼は自分の唇を、テンコの唇に押し当てる。そして、離す。僅わずか一秒未満のできごとだった。しかし、みなさんご存知ですね。はいご一緒に。

　瞬間・世田谷せたがや・微熱色。

「きゃああああああああああああああああ!!」

　プシュウウスススススウスススススと頭から蒸気を出しつつ、道路の雪を溶かしながら歩くテンコ。そういう種類の車みたいである。

「さささ、佐間太郎、あた、ああた、あたし先に帰ってるからね！　んぽ！」

　そう言うとテンコは、二歩ごとに転びながら家に帰って行った。

「……かわいいのかバカなのか、微妙になってきたぞ……」

　本日めでたく付き合うことになった彼女に、すでに疑問を持つ佐さ間ま太た郎ろうであった。




　ドーンドーン。ドーンドーン。

　テンコが玄関のドアを開けると、そこには戦国武将の格好をしたママさんが座っていた。メメも美み佐さも、同じく鎧よろい兜かぶとを身にまとい、戦いくさじゃ戦じゃという雰囲気を漂わせている。

「な、どうしたんですか、ママさん!?」

　テンコの質問には答えず、ママさんはアゴで後方を指した。そこには大きな旗が立っており「天使と神様の息子の恋愛禁止」という文字が殴り書きしてあった。

「えええええ！　なんで!?　なんで今日!?　なんでこのタイミングで!?」

　テンコの反論などまったく聞く耳持たず、ママさんは刀をサバッと抜いた。

「ええいっ、天使の分際で佐間太郎ちゃんと恋人になろうとは不届き千せん万ばん！　今から決まりましたこの掟おきて、やぶったら斬きります！　マジで!!」

　その言葉を合図に、メメが「ドーンドーン」と持っていた太鼓を叩たたく。意味もわからずやらされているのだろう。美佐の参加している理由は言わずもがな、なんとなく面白そうだからだ。佐間太郎にけしかけておいて、この態度を取るところが、さすが美佐である。

「でも、付き合うとか、そゆの、さっき決まったのに、どうして知ってるんですか!?」

　パタパタパタパタ。

「いや、なんかもう、背後から聞こえる羽の音だけでなんとなくわかりました」

「スグルとーじょー!!　テンコいかんぞ、そんな、男女交際なんて認めないぞ！　わかってるのか、男女交際っていうのはな、けっこうエゲつないことしたりするんだぞ！　クリスマスなんてな、愛をなんとかってあれでな、そりゃもう言いたいけど言えないスグル心がわかるかな!!」

「わかんないわよー!!　うるさいブタ!!　あんたのせいで!!」

「わたしも武将の意見に賛成です」

　玄関に置いてあった雪だるまが、そっと手を挙げた。ママさんはそれを見て、ノートに「謎なぞの雪だるまも賛成。一票、と」などと書いた。

「ちょ、ちょっと待ってください！　謎の雪だるまじゃないでしょ！　それ、久く美み子こさんでしょ！　間違いないでしょ！」

「チガイマス。ワタシハ　ナゾノ　ユキダルマ。シュミ　ハ　ポートボール」

「うるさいっ！　空気穴塞ふさぎますよ!!」

「ううっ、苦しい！　ゴムくさい!!　長靴くさいっ!!」

「まったくもう!!」

　と、そこに佐間太郎もやってきた。彼は旗に書かれた文句を見て

「あ、了解。じゃあ、付き合うとかはなしで」

　と言って、そのまま自室へと行ってしまった。

　その時のテンコの崩壊っぷりと言ったら。一位ベルリンの壁、二位バブル、三位テンコ、ぐらいの順番で崩壊でございました。

　それよりも、赤ちゃんから元に戻った佐さ間ま太た郎ろうに対して、みんなあんまり興味ないのはなぜだろう……。








第六章　異次元パーティー







「いってきまーす」

　久しぶりに佐さ間ま太た郎ろう、テンコ、久く美み子こと三人揃そろっての登校だが、テンコだけは浮かない顔をしてた。浮かない顔どころか、あきらかに沈んでいた。それもそうだ、せっかく念願の恋人同士になれたと思ったら、武将からのお達しにより即刻取り消しになってしまったのだ。佐間太郎は「武将が言うんだからしょうがねえ」と笑っていたが、彼女的には全然笑えなかった。むしろ、なぜママさんの言うことをアッサリと受け入れてしまうのだろう。それってやっぱり、あたしのこと本気で好きとかじゃないのでは……と、ぐるぐる考えてしまうのであった。あー、ぐるぐる。

「テンコちゃん久美子ちゃんおはよー！　おお!?　佐間太郎、久しぶりじゃねえか。どこ行ってたんだ？」

　進しん一いちと愛あいも、三人が揃っているのを見て嬉うれしそうな顔をしている。

「え？　ちょっと工場見学に行ってた」

「工場？　そ、そっか。そりゃよかったな。パン工場か？　カツラ工場か？」

「思い出工場」

「…………わかんね。わかんねーからいいや。そういえばさ、この前、デパートの屋上で赤ちゃん抱いて昼寝してたら、赤ちゃんの正体が佐間太郎だった!!　みたいな夢見て驚いたぜ。妙にリアルだったなぁ。ちなみに、抱いてた赤ちゃんは起きたらいなくなってた！」

　フハハと進一は笑った。佐間太郎は、ああ、この人がバカでよかった、と心の底から思うのであった。

「テンコさん、進一くんが見失った赤ちゃん、ちゃんと見つかった？」

「え？　あ、う、うん……」

　テンコは答えにくそうに笑顔を作る。進一の言っていることが夢でないとわかったら、きっと驚くだろう。ここは笑ってごまかすしかないのだ。

「うふふーあははーおほほー」

　腰に手をあてる、笑顔テンコ。進一と愛は「あぁ、きっと本当の親の所に戻っていったんだな。フトシ、よかったね」と解釈した。

「ところで、クリスマスパーティーを企画してるんだけど、みんなどうですかっ？」

　愛がカバンの中から、さっとプリントを差し出した。仲間内だけでやる、ごくプライベートなパーティーだということが書いてあった。

「俺おれと愛あいちゃんが企画したんだぜー。草くさ薙なぎ先輩とか、亜あ矢や先輩もくるから、美み佐ささんも呼んでよ。あぁ、麗うるわしの美佐さん、最近学校こないけどなにしてるんだろうなぁ……」

　進しん一いちが鼻の下を伸ばすと、愛がどこからか鎌かまヌンチャクを取り出した。それを見て彼は慌あわてて取り繕う。

「あとほら、キュウタローも呼ぶからメメちゃんも来て欲しいし。それに寿す司し屋のカンちゃんくるから、スシ食べ放題だぜ？　澤さわ崎さき先輩が妹を連れてくるって言ってて、なんかスゲエかわいいらし（この直後、鎌ヌンで殴打される）」

「だから、みんなもきてねっ」

　愛は頭から血を流す進一を引きずりながら学校へと向かった。うーん、いつも通りの楽しい登校風景である。

「クリスマスか……」

　テンコは愛と進一が作ったプリントを見て、フゥとため息をついた。戦国武将さえいなければ、きっと特別な日になったっていうのに。

「おいテンコ、なにしてんだ、行くぞ？」

　顔を上げると、佐さ間ま太た郎ろうも久く美み子こも歩き出していた。彼女は慌てて後を追いかける。

「ま、待ってよーぅ！」

　これじゃあなにも変わってないじゃないの、本当に！




「ハァフ」

　テンコは窓際の席で、雪の積もった校庭を見ながらため息をつく。

　せっかく恋人同士になれたと思ったのに、こんなのってありなのかしらん。

　佐間太郎は隣の席で、なんてことないふうに黒板を眺ながめている。その顔を見ているだけで、無性に腹が立ってきてしまう。なにが「あ、恋愛禁止、ＯＫっすよ（笑顔）」なのだ。そんな簡単に恋愛禁止令を受け入れて、恋人という関係をなんだと思っているのだろうか。

　プフーと頰ほおを膨らませていると、チョイチョイと膝ひざになにかが当たった。気のせいかと思っていたら、やはりチョイチョイとされている。きっと佐間太郎がイタズラかなにかでやっているのだ。ちくしょう、死ねばいいのに。ボンクラ。

　それでもチョイチョイとしつこいので、もしかしたら誰だれかからお手紙が回ってきたのかもしれないと彼女は思い直した。ノートの切れ端にお手紙を書いて、授業中先生にバレないように回すのは学校生活の基本中の基本である。

　きっとどこかの女子に手紙を渡された佐間太郎は、それを持ってチョイチョイとしているのだろう。

　それならばと、テンコは佐間太郎の手をチョイチョイと触り、さあ手紙を出しなさいと合図を送った。しかし、まったく予想していなかった意外な反応が返ってきた。

　彼はテンコの人差し指と中指をヒョイと摑つかむと、そのまま動きを停止したのだ。

　これはなんなのだろうか。ノートを取るペンの動きを封じ込み、成績を落とす作戦なのだろうか。しかし、ギリギリと握りつぶすわけでもなく、かと言ってすぐに離してしまうわけでもない絶妙な力の入れ加減。これはきっと、なにか深い意味があるに決まっている。高度なレベルでの嫌がらせに違いない。

　テンコはあまりにも気になったので、心の声を使って聞いてみた。

『ねえ佐さ間ま太た郎ろう』

『なに？』

　会話をしているが、お互いには黒板の方を向いたままである。

『これ、なにしてんの？　どういう種類の嫌がらせなのよ』

『嫌がらせじゃないよ。手、握ってんの』

『ん？　……そんだけ？』

『そんだけ』

　心の会話は終了した。しかし、テンコの中には疑問が残る。なぜ用もないのに手を握るのだ。それになんの意味があるのだ。まったく佐間太郎、また変なことでも考えているんじゃないだろうか。うむむむむ。

　と、ここまで考えたところで、さすがのバカ（テンコのこと）でも気づいた。これって、もしかして、手を繫つないでいるのではあるまいか。授業中、クラスメイトにバレないように、机の下でそっと手を繫ぐ。そういうアタシタチツキアッテマスチックな行為なのではあるまいか。

　気づいた途端、テンコは手を振ふり解ほどき、大きく挙手をする。

「先生！　外の空気を吸わないと死にます！」

「え!?　死んだら困るから、吸ってよし」

　ガラッと窓を開け、できるだけ頭を突き出し、そして全身に力を入れて我慢していたものを一気に吐き出す。

　ピイィイィィイィイイィイイイ。

「ふぅ」

　窓を閉め、また席に戻る。クラスメイトたちは、まさかテンコの頭から湯気が出てるとは知らずに、音だけ聞いて「やかん？」「汽車？」などとザワついている。

　スーハースーハーと深呼吸をしていると、またチョイチョイと触られた。今度は平気だもんね、余裕だもんね、とばかりに手を握り返す。すると佐間太郎は、テンコの方には視線を向けず、黒板を見ながらポツリと言うのであった。

「おかえり」

　ちょっと窓を開けている間、手を離しただけなのに、おかえりだなんて!!　まるで新婚夫婦のようなこのラブラブっぽい対応があわわ……。

「先生！　外の空気を吸わないと即死します！」

「え!?　即死は困るから、吸ってよし」

　ピイィイィィイィイイィイイイ。

「ふぅ」

　たぶん授業中、そういうのを六回ぐらい繰り返した。

　決して佐さ間ま太た郎ろうは、人前ではイチャつくそぶりは見せなかった。しかし、さきほどの例のように、見えないところで、さりげなくテンコ心をくすぐるのであった。

「なんか佐間太郎、変わったよね」

　帰りのしたくをしながら、テンコは彼に言ってみた。佐間太郎はちょっと考えてから、答える。

「なんか俺おれ、お前にもっと優しくしなくちゃって思うようになった」

「なんで？　テンコたんがかわいいのにようやく気づいた？」

「それは前から気づいてたけど」

　プシュ。

「冗談だから、いちいち反応するな」

「ちっ」

「相あい原はらの一件から、前のことを考えるようになってさ。なんか、それを考えてると、お前のことぞんざいに扱っちゃいけないなーって気持ちになるんだよなぁ」

「そっか！　じゃあ、ちゃんと丁てい寧ねいに扱ってね！　あたしのこと放っておいたら、どっかに飛んでいっちゃうからね★」

「…………」

　佐間太郎はブリッ子テンコにはカチンとくるようで、どこからかヘリウムガスの入った風船を複数用意し、無言で彼女の背中につけた。

「あわわわわわ」

　テンコの足は、地上数センチのとこまで浮かんで、もう一個風船あれば空に飛んで行きます感を漂わせるのだった。

「お前、次また変なこと言ったら風船増やすからな。そしたら自由な空へひとっ飛びだからな」

「そんなことされたら、戻ってこれないですから……堪忍してください……ぐすぐす」

　久く美み子こはそんな二人を見ながら、残念そうにため息をつく。やっぱり二人はお似合いだな、あの仲には入っていけないや。それに、変なチョッカイ出して風船で飛ばされたくないし。うん。




　それぞれの距離はそれぞれに変わり、それぞれ思うところもある。

　こうして日々は過ぎていく。

　そして、クリスマスパーティーの日がやってきた。

　会場は神かみ山やま家の居間である。進しん一いちか愛あいの家が会場の予定だったが、ママさんが「あら、うちでやりなさいよ！　タダメシ!!」と騒いだので、神山家での開催となった。

　大きなテーブルを用意し、白いテーブルカバーをかけてパーティー仕様にしてある。

　佐さ間ま太た郎ろうと久く美み子こ、そしてテンコはテーブルの上に、山盛りの食事を並べた。

「なんで俺おれが並べなくちゃいけないんだよ……」

「文句言わないで。はい、ティッシュでバラ作って」

　テンコは佐間太郎に大量にポケットティッシュを渡す。久美子はその様子を見て、クスクスと笑っている。

「あ、そうだ、わたしパーティー用に着替えてきますね」

　彼女はそういうと、ササッと二階にあがり、すぐに着替えて戻ってきた。

「じゃーん！　ブルマでーす！」

　プシュー。これはテンコの湯気ではなく、佐間太郎の鼻血である。彼はティッシュで作ったバラを差し出し、ニターと笑って言った。

「赤いバラ、できました」

「コラ佐間太郎!!　久美子さん、いやむしろ久美子もこっちきてください！　あい集合！　廊下に集合！」

「はい、なんでしょう？」

　ニマニマと笑う久美子のオデコに、テンコはゲンコツをグリグリと押しつける。

「久美子さん、なんでブルマ？　おかしくない？　クリスマスとブルマの共通点ってなに？　って話じゃない？」

「えーだってぇ～、神山くんがぁ～喜んでくれるかなって思って。てへっ★　あ、わたしもバラ作ろーっと♪」

　テンコの舌打ちなど無視し、久美子はブルブルブルマーンと佐間太郎の横に座り、太ももをすり寄せながらバラ作りに参加した。さすが小悪魔。むしろ悪魔。あたし、神山くんのことあきらめます的な発言を何度もするくせに、まるであきらめる気配がないのはいかがなものか。

「なんなのよあの女……。いつかヘコましてやる……」

　テンコが拳こぶしを握っていると、ピンポーンと呼び鈴が鳴った。慌あわてて玄関のドアを開けると、そこには進一と愛が揃そろっていた。進一は頭に大きなカボチャ、愛は魔女の格好をして大きなカマを持っている。

「せーの、トリックオアトリート!!」












　カチャン。とりあえず閉めてみた。

「ごめんなさい！　ごめんなさい！　ハロウィンと勘違いしてません、ほんの出来心です！　オチャメです!!」

　ドアをガンガン叩たたきながら二人が泣き喚わめくので、仕方がないので開けてやる。

　久く美み子こは、愛あいの魔女の格好や大きなカマを見て「あれ、わたしに対するあてつけですかね？　呪のろっていいですかね？」と真顔で佐さ間ま太た郎ろうに言っていたので、ちょっと怖かった。

　メメの招待により、キュウタやトキワくんもやってきた。メメはサンタの格好をしながら、キッチンに置いてあるたこわさを一生懸命つまみぐいしていた。美み佐さは普段のだらしないキャミソール姿ではなく、スリットの深く入ったチャイナドレスを着て、草くさ薙なぎくんと亜あ矢やを迎えている。ちなみに、澤さわ崎さき兄妹の参加は、愛の「美み鈴すずとかいう妹がきたら、マジで関節イワすよ」という脅しによりなくなったらしい。残念なことである。

　最後にカンちゃんが特上寿ず司しを持ってきて、準備は整った。

　それぞれがそれぞれの格好でテーブルに着くと、電気がパッと消える。

　いよいよパーティーの始まりかと思った瞬間、ドーンドーンという太鼓の音。

　バチコーンと登場したのは、戦国武将の格好をしたママさんであった。

「えー、クリスマスは佐間太郎ちゃんがどうにかなっちゃうかもしれないから禁止にします！　いま決めました!!　ようこそ、戦いくさの館へ！」

　そう言いながらママさんは、持っていた槍やりでティッシュのバラや、折り紙のチェーンを次々と壊していく。逃げ惑う人々、割れるグラス、飛び散る汗。ママさんは「ああ、やっぱりクリスマスを台無しにするのって素敵ね!!」と心の底からの笑顔を浮かべる。

　結局、ママさんは参加メンバー全員の実力行使により、コタツの中に封印され、玄関の天井に張りつけられた。とりあえず今日だけでもまた冬眠してください、という願いである。

　みんなはテンコと久く美み子この作った食事を食べ、カンちゃんの寿す司しをつまみ、ジュースを飲んで、佐さ間ま太た郎ろうと進しん一いちによるツイスターゲームの提案を却下し、楽しく過ごすのだった。

　パーティーの盛り上がりも最高潮に達する頃ころ、テンコは少し疲れたので庭で涼むことにした。玄関の天井から恨うらみつらみの言葉が微かすかに聞こえてきたが、それはまぁ、なかったことにして、早足で庭に出る。

　するとそこには、佐間太郎がいた。彼は服が汚れるのも気にせず、地面に直接座って空を見上げていた。

「なにしてるの佐間太郎、汚れちゃうよ、服」

「いいからお前も見てみろよ。星がきれいだよ」

「え？　う、うん」

　テンコも真ま似ねをして空を見上げた。確かに東京の空にしては今日は星がきれいだ。

「すげえベタなこと言うから聞けよ、テンコ」

「え？　あ、うん」

「いま光ってるあの星も、もう存在しないかもしれないんだよな」

「うん。地球に光は届くまでの時間差で……」

「いや、そういうことじゃなくてさ。もうなくなって、存在してないのに、光ってるって、そういうのってあるんだよな」

「うん……？」

　テンコは、彼がなにが言いたいのかわからなかったが、適当に相あい槌づちを打っておいた。

　空を見ていると、流れ星が流れた。

「あっ」

　すぐにテンコは願い事を口の中で繰り返すが、もうその姿はない。と思いきや、あった。あったどころか、流れ星はキラキラと光りながら、夜空の星を線で繫つなぎはじめた。

「な、なんだよ、あれ？」

「さぁ？　星座を描こうとしてるのかな」

　流れ星が数十の星を線で繫ぐと、最後にそれが全部ピカーと光った。

　光った形は、パパさんがにっこり笑った顔になった。神様の奇跡である。

「キモいな」

「さむいし、おうち入ろうね」

　が、一瞬たりとも相手にされなかった。

　テンコはまたしても玄関を早足でスルーし、家の中へと入る。だが佐さ間ま太た郎ろうは、誰だれかに呼び止められた気がして、道路に出た。

　積もった雪の上に、相あい原はらの姿を見つける。黒いスーツに黒いサングラス、滴したたる血液のように赤いネクタイ。彼は酷ひどく怯おびえているのか、電柱の陰に隠れて近づいてこようとはしない。

「どうして助けてくれなかったの？」

　相原が口を開くと、少年の声がした。

「助けようとはしたよ。でも、どうにもならなかった。神様の息子にだって、できないことはある。たぶん、オヤジも似たようなもんじゃないかな」

「そっか。テンコのこと好き？」

　佐間太郎は、素直に答える。

「あぁ、好きだよ」

「もう彼女に酷いことしちゃダメだよ？　今度こそは、彼女をちゃんと守るんだよ」

　今度こそは？

「おい、今度こそはってことは、前の世界で俺おれは……」

　最後まで佐間太郎が言うより早く、相原は猛スピードでやってきた動物に首を食い千切られた。

「おい、大丈夫か!?」

　雪の中を走ってきたのは、巨大な黒い犬であった。いや、元々は犬であったのだろうけど、今ではなにか、悪意の塊かたまりのような邪悪な生物に見える。

「お前、いつかフミコを乗っけてた……」

　黒い犬は、奇妙に世界からズレて見えた。安物の合成映像のように、世界になじめない違和感のようなものを抱えて呼吸している。

「オ前ノコトモ、ソノウチ食ッテヤル」

　口からヨダレを垂らしながら、犬はそう言った。それから奇妙な声で吼ほえると、そのまま走り去ってしまう。

「な、なんなんだ……。あんな物騒なもん放し飼いにしといていいのかよ……」

　首に食いつかれたはずの相原の姿はどこにも見えなかった。

「ねーさまたろ、どしたの？」

　背後からテンコの声が聞こえる。

「……いや、なんでもない」

「そっか。ねね、えんがわ食べる？　んまいよ、カンちゃんの握ったえんがわ」

「う、うん」

「じゃ、おいで、こっち」

　にっこりと笑ってテンコは手を差し出す。

　佐さ間ま太た郎ろうは、少し強めに彼女の手を握った。








エピローグ　ルーレット







「メメ、入るぞっ」

　クリスマスも終わり、あとは年越しを迎えるだけのとある夜。

　佐さ間ま太た郎ろうはメメの部屋へと入った。そこでメメは○と×しかないルーレットを作っているところだった。

「ねえ、なにそれ？」

　彼が不思議そうに聞くと、メメは当たり前だとばかりに答える。

「ルーレット」

「○と×しかないね」

「うん。戻るか、留とどまるか。これで決めようと思って」

「戻る？　どういうことだよ」

「ううん、なんでもない。お兄ちゃん、どうしたの？」

　ああそうだ、と彼は気を取り直す。メメの小さなベッドに腰掛け、んーと考え、言葉を選びながら聞いてみた。

「なぁメメ、結局、前ってなんなの？　あれ、俺おれも見たけど、よく意味がわかんないんだけど」

「うんと……わたしたちが、ここにくる前のこと」

「ここって、人間界ってこと？」

「うーん。なんだろう。とにかく、前の頃ころの風景なのかなぁ」

「前って、なによ、だから」

「わかんないから、パパに聞いて」

「う、うん」

　軽くあしらわれたのか、本当に知らないのか、ともかくメメに聞いてもわからなかった。パパさんに聞けばわかると言われたものの、彼は天国に出張中である。

「あ、そうだ、そういえば」

　出張中である彼だが、実はちょくちょく人間界に降りてきているのであった。

　そう、それは世田谷せたがやにある銭湯、鶴つるの湯である。

　佐間太郎は通称「ヨコチョノフロヤ」へと、石せつ鹼けんをカタカタ鳴らしながら向かった。

　脱衣所で服を脱いでいると、すでに湯船に浸つかっているパパさんの姿が見える。まったく、神様の仕事もしないでこんなところでリラックスしてていいのだろうか。

「オヤジ、久しぶり」

　まずは身体からだを洗ってから、湯船に入る。パパさんは「くぅ～、この熱いのがいいねぇ」なんて言っている。きっと、佐さ間ま太た郎ろうの表情がいつもと違うことに気づき、わざと言っているのだろう。

「聞きたいことがある」

「ググれ」

「なにそれ？」

「なんだお前、インターネット世代のくせに。まあいいや。なんだ？」

「前の世界ってなんだ？」

　鼻歌まじりだったパパさんの動きがピタッと止まる。が、すぐに元の通り、ホニャランとした顔に戻った。

「んー。そりゃ、前の世界ってことだよ」

「前の世界って、俺おれの人生って一度じゃないってこと？」

「そうだなぁ。うーん、デリケートな話をするねえ、お前はイキナリ」

　あはは、と笑いながら、パパさんは手ぬぐいで顔を拭ふいた。

「あのさ、オヤジ。つまり、今の俺以外の俺が、前の世界にいたってことだよな？」

　パパさんは少しだけ考えてから、素直に答えた。












「そういうことに近いんじゃないかな」

「俺おれさ、前の自分を見たんだと思う。これがまた厄やつ介かいなんだけど、小学生の男の子の心の中の世界っていうかね、そういうとこで見たんだよ。デカくて、嫌なやつっぽかったんだよなぁ。前の自分のこと知りたいんだけど、どうすればいいのかな」

「知るってことはね、より深く自分に関かかわることになるんだよね。だから、その、後悔するかもしれないよ？　知ってみないとわからないけどさ」

「後悔かぁ……後悔するのは嫌だな」

　佐さ間ま太た郎ろうもパパさんの真ま似ねをして、手ぬぐいで顔を拭ふいてから続ける。

「オヤジは、自分の前のこと知ってる？」

「あぁ、知ってるよ。……パパさんはね、無理だった」

「無理？」

「そう、乗り越えられなかったんだ」

　フゥ、と息を吐き、パパさんは続けた。

「メメちゃんは、前のことを覚えてるみたいだし、それを見ることができるみたいだね。まさか、彼女にそんな能力があるとは思わなかった。メメちゃんは強いよ、過去を受け入れて、今、考えてる最中だと思う。一抜けするのはメメちゃんかもしれないなぁ」

「それってどういうこと？」

「きっとメメちゃんは、もうすぐ戻っていくと思う。前の世界に。やりきれなかったことを残してきてしまった場所へ」

　前の世界に戻る、とはどういうことだろう。しかし、確かにメメは変なルーレットを作っていた。○と×。戻るか、留とどまるか。

「ごめんオヤジ、意味がよくわかんないんだけど」

「あはは。大丈夫だよ、お前にもわかる時がくる。それも、もうすぐだよ」

「そっかあ」

　漠ばく然ぜんとした答えに、漠然と頷うなずいてみた。こんな適当でいいのだろうか。いや、よくないよな。それにしても、このお湯熱いなぁ。

「最近、自分の身体からだが変だって思ったことはない？」

「あるある。なんか、人間に近づいてるって気がする」

「それは佐間太郎が、この世界で色々経験して、色々考えてきたからなんだよ。でも、それと同時に神様にも近づいてきてる」

「神様にも!?　俺が？　そんな大それたことしてないけどなぁ」

「神様っていうのは、大それたものなんかじゃないよ。よし、じゃあ今度は試験だね」

「試験？」

「そう、神様になるための試験をしよう」

　神様になるための試験だなんて、あまりにも突然すぎないだろうか。このままずっと人間として育って、老人になって、その頃ころぐらいに試験があると思っていたのだが。

「それはいつ？」

「お風ふ呂ろから上がったらはじめようか」

「……すぐじゃねえかよ。そんな、心の準備ができないよ」

「準備なんて必要ないよ。物事は考えてる暇ひまもなく、あっというまにやってきて、あっという間に過ぎていくものだからね」

「そういうもんなの？」

「そういうもんです」




　カポーン。
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　桑島です。由一です。二人あわせて桑島由一です。噓うそです。

　わ、なんだかちょっと、はりきっちゃった感じの書き出しをしてしまいました。こういうのって絶対後悔するんですよね。普通に書いておけばいいのに、よかれと思ってユーモラスなことを書いて、読み返す度に「全然ユーモラスじゃねえ」って落ち込むんです。

　ああ、暗い気持ちになってきた。ジルバでも踊って明るい気持ちになろう。

　ジルバ、はっ、よっ、えいっ（踊ってます）。はい、明るくなりました。もう平気です。ありがとう、僕は元気です、あなたは元気ですか？　あらそう、それはそれは。

　さて。神様家族も、みなさまのあたたかいご声援により、六巻の登場となりました。一応ですね、次回も今回に引き続き結構大事なお話になる予……あ、ごめんなさい、ちょっといいですか、よいしょ。はい、足がジルバのままでした。えーと、なんでしたっけ？

　まぁ、とにかく、六巻です。鉄棒工場です。鉄棒工場ってなんだよ、という感じですが、読んで頂ければわかると思います。わからない場合は、なんだよ、って思い続けてください。思い続けることは大事です。いつかきっと実現しますから。継続は力なりって言うし。うん。だからみんなも夢をあきらめないでください。僕もあきらめません。

　それで、なんでしたっけ？　ああ、ジルバ。違う、ジルバじゃない。っていうかジルバってどんな踊りなんでしょうか。勢いで踊ってみたものの、よくわかってません。

　──はい、ジルバについて調べてきました。でも教えません。ふふ、僕はあなたよりジルバのことについて詳しくなったのです。どうだ、すごいだろう。でもジルバ名人にはまだまだだ。早く立派なジルバになりたいなぁ。ポルカでもいいなぁ。夢見るお年とし頃ごろ、桑島であります。いやー、夜中の三時になに書いてるんだろうか僕は。この本を買ってくださった人の家、全部に謝ってまわりたい気持ちでいっぱいです。でもそれは不可能なので、回りながら謝ります。ごめんなさい（ぐるぐる）。おわ、フラフラだねこりゃ。




　今回も執筆にあたり、ＭＦ文庫ＪのＭ様とＫ様にご心配をおかけしました。そして、イラストのヤスダスズヒト様には足を向けて眠れません。それともう、なんつーの、あれだね、全部の人だね。そこ歩いてる人も、座ってる人も眠ってる人も。全部。全部の人に感謝ですね。ありがとうの気持ちです。回りながら、ありがとうです（ぐるぐる）。ちなみに僕、今、酔ってませんよ。ひっく。それでは次回もお楽しみに。みなさまが待っててくだされば、たぶん出ます。うん。みんな大好き。ラブ。
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